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２０２３年１２月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２１日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、８人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

会議ではまず、ホクロック！「今こそ 祭りのチカラを！」について説明があり、放

送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、会

議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

 委 員 安藤 隆司 （名古屋鉄道株式会社 代表取締役会長） 

 委 員 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 久野 哲弘 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

山崎 勝美 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ホクロック！「今こそ 祭りのチカラを！」 

  (総合 ９月２９日(金)放送)について＞ 

 

○  北陸各地の祭りが紹介されていたが、どれも初めて知るものだった。祭りの担い手

が不足する中、どの祭りも大きく重いみこしなどを担ぐ必要があり、多くの人手が必

要だと思いながら見た。見る側からすれば、祭りは楽しいものだが、担い手側の負担

は大きいと思う。番組では、800 年以上続いてきたとされる福井市味見河内町の「じ

じぐれ祭り」に終止符が打たれたと伝えていたが、祭りを担ってきた人たちは、内心

ほっとしたのではないか。この集落は、１８世帯・３２人で、そのほとんどが７０歳

以上の高齢者とのことだった。祭りに終止符を打ったのもやむをえないと感じるとと

もに、仮に祭りが継続されたとしても見る人はいるのだろうかと思った。保存会の男

性が「みこしを担ぐのは楽しい」とコメントしていたが、本心ではどう思っているの
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か気になった。祭りを続けていくには、担ぎ手だけでなく家族の負担も大きいと思う

ので、そういった人たちのコメントもあるとよかった。神社のそばに住む９４歳の女

性が、にぎやかだったころの祭りを振り返って「心が躍る」「楽しかった思い出がエネ

ルギーになる」と語っていたが、番組タイトルにある「祭りのチカラ」の意味が視聴

者にも伝わってくるようだった。番組の終盤で、アメリカの企業に勤める男性が日本

の祭りに参加するために東京への転勤を希望していると伝えていたが、地元に住む外

国人は祭りに参加しないのかと疑問に思った。北陸３県の人口は合計 300万人程度で、

そのうち外国人は約２％の６万人程度となる。そうした地元に住む外国人にも祭りへ

の参加を呼びかけてみてはどうかと思った。地域の祭りやスポーツイベントなどを続

けていくには、人口構成など社会的な変化に合わせ、学生やボランティアなどの力を

借りる必要があると感じた。この番組はぜひ全国向けに放送してほしい。番組を見た

北陸出身の人たちが、地元の祭りが存続の危機にあると知り、地元に戻りたいと思っ

てくれるかもしれない。 

 

○  番組では、800 年以上続いてきたとされる祭りに終止符を打たざるをえなかった地

域住民の無念さと、地域を越えて祭りに参加することで互いの祭りの継承を誓い合う

若者の姿という対照的な話題を取り上げており、非常に充実感のある構成だった。「じ

じぐれ祭り」は、山のシダやブナなどで作られた柴みこしに山あいの集落らしい素朴

さを感じたが、高齢化とコロナ禍による３年間の休止で、復活へのハードルがあまり

に高くなってしまったと伝えていた。保存会の男性の「伝承したいが、伝承する人が

いない。習う人もいない」「本当に気力が高まらないとできない」ということばには、

悔しさ、諦めなど複雑な感情が入り交じっており、胸を打たれた。福井県では、「じじ

ぐれ祭り」のほか無形民俗文化財に指定された４件の祭りが休止になったと伝えてい

たが、福井県全体で無形民俗文化財が何件あるのかや、ほかの地域と比べてどうなの

かが気になったので、そうしたデータも示されるとよかった。番組後半では、富山県

射水市で富山の祭りを広げる活動をしている「越中祭青年会」が、石川県七尾市の「石

崎奉燈祭」に担ぎ手として参加し、地域を越えて祭りの一体感を味わう姿を伝えてお

り、非常に感動的だった。祭り自体は続けられても、地域によっては若者がおらず、

みこしや山車の担い手としては参加できないと耳にすることがあるので、地域や性別、

国籍にかかわらず誰もが参加できる新しい祭りの形が、伝統の継承や発展のヒントと

なると実感した。「越中祭青年会」を立ち上げた五十嵐友輔さんは、魅力的な人柄で非

常に存在感があった。ただ、会を立ち上げたきっかけやメンバーの構成、どういった

人たちが参加しているのかといった情報もあるとよかった。 

 

○  番組全体として、内容や映像を対比させる構成が効果的だった。冒頭で富山の「お

わら風の盆」、石川の「青柏祭」、福井の「三国祭」の映像が流れ、わくわくするよう
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な、思わず見にいきたいと思わせるオープニングになっていた。ナレーションにもあっ

たが、祭りが人々に力を与える、人々の心をつかんで地域の結束力を高めるというこ

とがよく理解できる映像だった。「じじぐれ祭り」が行われていた神社が、少子高齢化

とコロナ禍の影響で今はひっそり静まり返り、祭りを続けたくても担い手がいない様

子を対比的に伝えていた。北陸地方が直面している課題を効果的に伝えていたと思う。

この集落は１８世帯・３２人で、そのほとんどが７０歳以上とのことだが、神社のそ

ばに住む９４歳の女性の元気な姿に驚かされた。かつての祭りの思い出や光景を身ぶ

り手ぶりを交えながら楽しそうに話す姿がほほえましかった。その一方で、無形民俗

文化財に指定された祭りに終止符を打つという苦渋の決断を強いられた保存会の人々

の姿が印象的に映し出されていた。住民が地元の祭りをよりどころとしてきたこと、

祭りに対して人々のさまざまな思いが交錯していることがよく伝わってくる構成だっ

た。番組後半では、「越中祭青年会」が、石川県七尾市の「石崎奉燈祭」に担ぎ手とし

て参加し、逆に石川から富山の祭に参加する姿を伝えていた。祭りには、その地域の

年長者から若者へと代々受け継がれ、地域ぐるみで守る伝統的な行事というイメージ

を持っていた。だが、彼らの逆転の発想は、そのイメージをよい意味で壊してくれ、

大変感心した。祭りを通じて、地域を越えた人と人のつながりが生まれ、人が集まれ

る場所が守られていることがよく伝わってきた。コロナ禍で私たちはさまざまな生活

の制限を受けてきたが、改めて人がつながる大切さ、毎日顔を見て話ができる喜びを

感じ取ることができた。華やかな祭りの魅力を伝えつつ、祭りの持つ力を視聴者に伝

えられていたと思う。ただ、「越中祭青年会」を立ち上げた五十嵐友輔さんが、ふだん

はどのような仕事をしており、どういう人なのかが気になった。 

 

○  祭りの存続がテーマで、北陸だけでなく日本の将来的な課題をも伝えており、いろ

いろと考えさせられるよい番組だった。「じじぐれ祭り」のケースでは、人口減少と高

齢化で集落自体の存続も危ぶまれるような状況で、800 年以上続くとされる祭りに終

止符を打つという決断もやむをえないと思った。地方の祭りはこういった状況になれ

ば存続が難しいだろうと感じた一方、その後に「祭りはなくってはいけないもの」と

思う人が７４％とのアンケート結果が示され、少し安どした。ただ、祭りを続けてい

くためには、担い手の中心となる人の大きなエネルギーが必要で、高齢者にその重責

を担わせるのはあまり現実的ではないと思う。エネルギーを持った若者が祭りを引っ

張っていかないかぎり、いずれは担い手不足に陥るのではないか。そう感じていたと

ころ、番組後半、「越中祭青年会」が、石川県七尾市の「石崎奉燈祭」に担ぎ手として

参加する姿が紹介されており、こういう解決策もあるのかと思った。担い手不足で祭

りの存続が危ぶまれている事例と、地域を越えて若者が祭りに参加してつながりをも

たらしている事例を対照的に取り上げており、大変興味深い構成だった。番組内で「祭

りが残るということは地域が残るということ」というコメントがあったが、そういう
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観点では祭りの形自体を残すことにどこまで意味があるのかと思った。祭りを担う人

がいて、そこに込められた文化を継承していくことが、祭りの本当の意味ではないか

と感じた。この番組を見て、「祭りを残そう」と思う人が増えれば、日本全体にとって

プラスになると思った。 

 

 （ＮＨＫ側） 

富山局で主に地域放送を担当している富山県出身のディ

レクターが、以前から「越中祭青年会」の五十嵐友輔さんを

取材しており、ニュース番組内のリポートなどで富山県内で

の活動を伝えてきた蓄積があった。ことしの夏、五十嵐さん

が石川県の祭りを一緒に担うという話を聞きつけたことが

番組の出発点となった。複数の委員から、五十嵐さんの仕事

や会のメンバー構成などを知りたかったという指摘があっ

た。番組の時間の都合でそういった情報を紹介できなかった

が、見る人に疑問を抱かせたかもしれない。五十嵐さんは地

元の射水市で飲食店の従業員として働いており、飲食店の経

営者も五十嵐さんの活動に理解があり、祭りの準備や地域を

越えて祭りに参加する際には、勤務を配慮してもらえると聞

いている。自身の仕事と祭りを通じた地域振興を両立できる

働き方をしていることを番組の中で十分に伝えられなかっ

たかもしれない。「越中祭青年会」発足の背景には、五十嵐

さんの地元の獅子舞が担い手不足で成り立たなくなってし

まった際、五十嵐さんが学校の友人や、さまざまな活動を通

じて知り合った仲間に祭りへの参加を呼びかけ、獅子舞を存

続させたという経験があった。その時に賛同した仲間たちが

ベースとなり、青年会を立ち上げた。自分たちの地元の祭り

がほかの地域の人たちの力を借りることで存続できたとい

う成功体験を基に、富山県内のほかの地域の祭りにも参加す

るようになり、この夏、石川県まで活動範囲を広げたという

経緯があったが、番組内での説明が足りない部分があったと

思う。福井県で無形民俗文化財に指定されている祭りが休止

になったと伝える際に、全体で何件が指定されているのか気

になったとの指摘はそのとおりだと思う。北陸３県の中でも、

指定件数には違いがあり、福井の４件という数字が全体に対

してどの程度なのか規模感が分かるデータを示すべきだっ

た。また、複数の委員から担い手不足で祭りの存続が危ぶま
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れている事例と、ほかの地域の若者が祭りに参加して地域を

越えたつながりをもたらしている事例との対比が印象的

だったとの意見が出た。実際には、五十嵐さんたちの活動を

先に取材しており、そういう支援がなく、新しい形へ移行で

きていない多くの地域ではどうなっているのか取材範囲を

広げたところ、800 年以上続くとされる祭りに終止符を打た

ざるをえなかった地域に出会い、番組で取り上げた経緯があ

る。どちらも北陸の今を映しており、２つの現実のどちらか

に偏ることなく、公平に伝わる構成になるよう意識した。 

 

○  コロナ禍で休止していた祭りを再開した地域もあれば、再開を断念せざるをえな

かった地域もある中で、祭りが持つ意義を改めて認識させられる非常によい番組だっ

た。少子高齢化で担い手が減っていく中、800 年以上続くとされる祭りに終止符を打

つ決断をした人たちと、地域を越えて新たな方法で祭りを継続していく人たちを取り

上げる対比的な構成となっており、日本社会の現状を見つめ直すことができた。コロ

ナ禍はマイナス面ばかりではなく、これまで何気なく習わしとして続けてきたことや、

是が非でも続けなければならないという固定観念を認識し直し、新たな時代へと進む

契機にもなったのではないかと感じた。福井県で無形民俗文化財に指定されている祭

りが休止になった件数を伝える際に、母数となる福井県全体の指定件数が示されな

かったのが気になった。また、「ホクロック！」は北陸３県向けの番組なので、福井県

だけではなく、富山県や石川県の無形民俗文化財に関する情報も取り上げた方がよ

かったのではないか。 

 

○  「じじぐれ祭り」に終止符を打つ決断をした人たちと、「越中祭青年会」の五十嵐友

輔さんのように地域を越えて祭りに参加し、交流を広げることで祭りを残そうとして

いる人たちという対照的な事例を紹介することで、日本の祭りが置かれた現状がよく

理解できた。番組では、祭りの持つ力として、一体感を生み、集団の結束を高め、一

度経験すると忘れられないものがあると伝えていたように思う。確かにその通りだと

思うが、現代を生きる人たちには、そうした地域のつながりや集団で味わう高揚感に

対して、冷めた視線で向き合うべきだと考える人も多いのではないかと、私個人は思っ

ている。祭りの功罪ではないが、プライベートの時間を犠牲にしてボランティアで活

動したり、地元以外の祭りに参加するための金銭的負担が発生するという側面もある

と思う。そういった負担が、もはや当たり前ではなくなってきたことも、祭りの継続

が難しくなっている要因の一つではないかと思う。だからこそ、祭りの担い手となり

うる４０代から６０代くらいの人たちが、この番組をどう受け止めるのかも、重要な

ポイントではないかと思う。「じじぐれ祭り」については、福井市文化振興課や地元の
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人が撮影してきた映像をまとめることで、どのような祭りだったのかを伝えていた。

別々に残っているであろう映像を、ＮＨＫが番組としてまとめることで資料として残

していくことは大切だと感じた。 

 

○  富山県と石川県の人たちが地域を越えてお互いの祭りを助け合う姿から、未来にお

ける祭りの意義が感じられる非常によい番組だった。特に映像がすばらしく、「じじぐ

れ祭り」について、昔の映像や写真を多く使って紹介することで、さまざまなことが

伝わってきた。人工物を使用せずに、シダやブナなど自然由来のものだけで作られる

柴みこしが特に印象的だった。自然そのものを崇拝の対象とする古い祈りの形が伝

わっているように感じられ、このような祭りがなくなってしまうのは非常に残念に

思った。ただ、番組で取り上げることで、映像としてきちんと残っていくのはすばら

しいと思う。また、金沢星稜大学教授・大森重宣さんの「祭りの力は地域や集団の一

体感を生み出すこと」というコメントや、俳優・池田航さんの「昔獅子舞を踊ってい

たメンバーとは今でも挨拶ができるくらい仲がよい」というコメントから、祭りは地

域づくりに直接関わるものであることが分かった。祭りが持つ将来的な効用や現代社

会で必要とされる要素についても考えさせられる、非常によいコメントだった。近年、

巡礼の旅が世界的に流行しているが、非科学的なものや精神世界を懐疑的な視線で見

ていた一つの時代が終わり、精神的なものや祈りの心が社会や地域コミュニティーに

重要だと再認識する大きな波が来ているのではないかと、私個人は感じている。日本

でも多くの祭りが過渡期を迎えているが、そうした傾向を鑑みても、祭りを残す方向

に進んでいってほしいと思った。 

 

○  最近の「ホクロック！」は、品質が安定してきており、非常にうれしく思う。今回

も興味深いテーマだった。冒頭で、北陸３県においてどれくらい祭りが減少したかを、

一部の地域ではあるが定量的な数字で示し、祭りを存続させる意義について、さまざ

まな意見が紹介されていて分かりやすかった。そうした状況の中で、祭りを存続させ

るための一つの具体的な事例を取り上げたことで、理解が非常に進んだと思う。祭り

が変容しつつある側面もうまく示していた。祭りに参加する間口が広がってきており、

ほかの地域の人たちも参加することで祭りの存続につなげていることや、外国人や女

性の関わり方も、ルールが緩和されて受け皿ができつつあることがきちんと示されて

おり、非常によかった。全体として、祭りにおいて大切な部分は残しながらも、変え

るべきところは変えていくというメッセージがしっかり伝わる番組になっていた。一

方、アンケート結果の取り上げ方には、改善の余地があると思う。「祭りはなくなって

はいけないものか？」というアンケートで「そう思う」、「ややそう思う」と答えた人

が７４％というデータを示し、多くの人々が祭りの存続を願っているという前提で話

が進んでいたが、これはやや大ざっぱな分析だと感じた。若者と高齢者では考え方が
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異なると思うし、性別や住んでいる地域、国籍によっても違ってくる可能性がある。

番組全体としては多様性への配慮が多く見られたが、このアンケートの取り上げ方は、

番組が進みたい方向へ誘導するかのような意図が感じられ残念だった。番組の展開と

しては、多くの人が祭りの存続を望んでいる一方で、何らかの理由であまり望んでな

い人もいる。そうした状況の中で、祭りの存続についてどう考えるべきか、という流

れの方がすっきり受け止められたと思う。真実を追求し続けるのがＮＨＫの強みであ

り、そうした点を番組で分かりやすく伝えることで、ＮＨＫと他局の番組との差異を

印象づけることになると思う。高い期待ではあるが、ぜひそうした点も丁寧に意識し

て番組を制作していってほしい。 

 

○  高齢化に伴う地方の祭りの現状と新しい取り組みが紹介され、参考になる内容だっ

た。地方で祭りの休止が相次いでおり、祭りに終止符を打つという苦渋の選択をした

地域がある一方で、存続のためにほかの地域から担い手を招いたり、女性や外国人も

参加できるようにするなど、時代とともに変化せざるをえない祭りの姿やさまざまな

取り組みが紹介されていた。地域の課題を浮き彫りにし、未来へつながる新しい取り

組みを分かりやすく示しており、他の地域でも参考になる番組となっていた。 

 

 （ＮＨＫ側） 

多様性という観点は、今回の番組を制作するうえで最も意

識した。スタッフ間で、祭りを続けることを何の疑いもなく

是とする立場で番組を作るべきではないと確認したうえで

制作を進めた。スタッフの中には、祭りを義務のような形で

残すべきではないと考える人や、祭りのよさを生活者として

実感している人もいて、どちらの価値観も正しいという前提

のもと、議論を何度も交わしながら制作した。アンケート結

果の取り上げ方については指摘の通りだと思う。こういった

意識を調査したアンケートそのものが少なく、データの選択

肢が限られていたとはいえ、制作するスタッフが祭りに対す

るさまざまなスタンスを最も尊重していた以上、より丁寧に

データを扱うべきだったと感じている。祭りの一体感、集団

で味わう高揚感に対する懐疑的な視点からの脱却という点

に関しては、地域コミュニティーとのつながりや人間関係が

希薄になっていると言われる若い世代の方が、祭りへの参加

や存続に肯定的との印象がある。番組後半で、２４歳の五十

嵐友輔さんが祭りの準備の場で「若い子たちがこうやって集

まれる場所があるっていい」と話していたのも、その一つの
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表れではないかと思う。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１７日（金）の東海 ドまんなか！「世界を救う！？ 令和のおにぎり大ブー

ム」を見た。おにぎりには昔からとても身近な食べ物という印象があるが、現代の若

者にはスマートフォンを片手に食べられるというニーズがあることを知り、非常に驚

いた。おにぎり専門店では、おにぎりの形や具材、商品名など、ユニークな進化形お

にぎりが販売され、買い求める客で行列ができていると知り、非常に不思議な感覚を

受けたが、これがブームというものだと感じた。多くの視聴者も同じように受け止め

たのではないか。また、この専門店を始めたのがピザチェーンを運営する会社だとい

うことにも驚いた。輸入小麦の価格が高騰する中、比較的価格が安定した米に着目し、

ピザのようにごはんの上に具材を乗せてみたらどうかという発想がきっかけだったと

紹介していた。かつては卵が物価の優等生と言われていたように、米も物価の優等生

だというコメントがあった。農家からすれば複雑な思いもあると思うが、長らく米離

れが続いているので、おにぎりという形であっても米の消費量が増えるのは喜ばしい

ことだと感じた。店で買うおにぎりから家で作るおにぎりへと、ブームが変わること

が重要であるとのコメントもあったが、一時的なブームで終わることなく、広く国民

食としておにぎりが愛され続けるよう願っている。 

 

○  １１月１７日（金）のＵＰっぷ富山 きとラボ「富山で相次ぐクマ出没 被害をど

う防ぐ？」を見た。日本各地でクマの被害が相次ぐ中、非常にタイムリーな内容だっ

た。今年はクマの出没や人的被害が多いと実感しており、過去最悪のペースかと思っ

ていたが、番組ではクマの出没や被害は周期的にピークが来ると伝えていた。クマの

被害は突発的な事件のようなものではなく、台風のような自然災害の一種であり、常

に備えて対策しておく必要があることもよく理解できた。自然災害であるがゆえに、

クマの餌となる柿の実の除去や身を隠す茂みの伐採といった日々の備えが大切である

ことを、広く啓発するという意味で非常によい番組だった。ただ、スタジオのＢＧＭ

の音量が大きく、ナレーションが聞き取りづらい部分があったのが気になった。 

 

○  １１月２０日（月）のクローズアップ現代「認知症行方不明者１万８０００人の衝

撃」を見た。認知症行方不明者に対する取り組みをいくつか取り上げていたが、それ

以外にも全国にはさまざまな取り組みがあるので、すべてを紹介しきれていない印象

を受けた。また、行方不明者の家族の精神的・肉体的負担や、行方不明を繰り返すと

介護施設への入所が決まることが多いことなど、家族側の視点をもっと取り入れてほ
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しかった。単に行方不明者が増えて大変な状況だと伝えるだけでなく、ＱＲコードを

用いた本人確認方法の広がりなど、より具体的な対策を掘り下げた番組にしてほし

かった。 

 

○  １１月２６日（日）のＤｅａｒにっぽん「夢を育てる不動産」を見た。不動産の賃

貸取り引きでは、大家側が物件情報を仲介サイトに掲載して、借りたい人がその情報

を見て探すのが一般的だが、借りたい人の情報がサイトに掲載され、大家が借り手を

探すという真逆のビジネスを行う会社を取り上げていた。借り手は、単に物件の立地

や広さといった希望条件だけでなく、借りた物件で実現したい自身の夢を掲載するこ

とになっている。借り手の思いや大家に共感してもらえる情報を詳しくヒアリングし

てマッチングを行い、これまで３年間で２０人以上が成約したと紹介していた。この

会社の代表を務める男性は、夢や思いに共感してくれた大家にいろいろと応援しても

らった自身の経験から、自分も誰かの夢を応援したいと思ったのが設立のきっかけだ

と話していた。この会社は仲介手数料などを一切受け取っていないとのことだが、「応

援するよと言いながら“手数料下さいね”はセンスがない」という彼のつぶやきは非

常に印象的だった。一方、遠方の物件の下見などの費用は発生するはずなので、報酬

を受け取らずに、本人やスタッフの生計はどう成り立っているのだろうかと非常に気

になった。ただ、取材で得られたすべての情報を番組の中で伝えるのがよいとは限ら

ず、夢を育てたいという本人の意向を考えれば、ヒーロー的な活動をしている人には

ベールに包まれた部分があってもよいと思わされ、爽快な視聴感を味わうことができ

た。 

 

○  １１月２６日（日）のＤｅａｒにっぽん「夢を育てる不動産」を見た。「Ｄｅａｒ

にっぽん」は、いつも前向きな気持ちにさせてくれる番組で、今回の内容もよかった。

大家の側が借りたい人の夢や実現したいことを見て貸す人を選ぶ「さかさま不動産」

の存在を初めて知った。非常に興味深い取り組みで地域のコミュニティーづくりにも

貢献できる新しいアイデアだと思った。また、運営会社の代表・水谷岳史さんについ

て、きちんとした文字や手書きのイラストなどの映像を丁寧に積み重ねることで、ナ

レーション以上に彼の人柄が伝わってきたのもよかった。ただ、運営会社の収益構造

が十分に示されていなかったのが気になった。仲介手数料などを受け取らない「さか

さま不動産」の活動自体が収益につながらないのは理解できたが、７名いる職員の雇

用をどう維持しているのかは分からなかった。コーヒーかすを使ったランプシェード

の開発なども行っているとの紹介はあったが、その情報だけであとは視聴者の想像に

任せるというのは、やや無理があるのではないか。また、精神的な病気を経験した人

を多く取り上げていたのも気になった。借りたい人のうち２人と、大家の１人が、う

つ病や精神的な病気を経験した人だった。精神的な悩みを抱えた人も安心して利用で
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きることを示したかったのかもしれないが、取り上げる人数のバランスに偏りがある

と、利用者には精神的な悩みを抱えた人が多いという誤った印象を与えてしまうので

はないか。画面に映っていない人物の発言をテロップで表示する際、それが分かるよ

うに枠で区切る工夫があったのはよかったが、文字のサイズをもう少し大きくしてほ

しかった。 

 

○  １２月５日（火）の「まるっと！」内のリポート「“地方発アニメ”制作の現場に生

成ＡＩ」と、１２月１２日（火）のクローズアップ現代「世界を席巻！生成ＡＩ 共存

のために必要なことは？」を見た。「まるっと！」内のリポートは、インターネット上

で議論が盛り上がっていたので、その理由が気になりＮＨＫプラスで見た。地方のア

ニメ制作会社でも生成ＡＩの活用で業務を大幅に効率化し、人間にしかできない部分

に時間を割ける可能性があり、それが地方発のアニメを増やしていくことにもつなが

るのではないかというリポートだった。興味深い内容で、地域での取り組みを紹介し

ていくことは非常に重要だと感じた。しかし、生成ＡＩをめぐる知的財産権の問題に

ついて取り上げ方が不十分だったことが、インターネット上での議論の原因だと思っ

た。生成ＡＩと知的財産権をめぐっては、多くの訴訟が起こされており、国際的にも

ルールの整備が急がれている。そういう意味では非常にセンシティブな話題であるに

もかかわらず、映像を見終えたキャスターのコメントもあいまいなものだった。一方、

「まるっと！」の１週間後に放送された「クローズアップ現代」では、生成ＡＩの現

状と問題点を適切に取り上げていた。アーティストや声優の声を無断に使った生成Ａ

Ｉによるカバーソングに焦点を当て、どういうケースが違法なのか、専門家の解説を

交えながら伝えていた。声優の梶裕貴さんへのインタビューは番組内での放送に加え、

詳細な内容をインターネット上で記事化しており、番組内でもＱＲコードでしっかり

と案内していた。「まるっと！」のリポートだけを見た人には、この「クローズアップ

現代」のようにＮＨＫが生成ＡＩをしっかり取り上げていることが届いておらず、もっ

たいないと感じた。「まるっと！」のリポートのような短い時間では説明しきれない部

分については、より詳細に取り上げた番組やホームページに誘導する工夫があるとよ

かった。ＮＨＫは非常にセンシティブなテーマについても、さまざまな観点からニュー

スや番組で取り上げていることを、多くの人に分かりやすい形で伝える工夫をするこ

とで、公共放送の役割を果たしていると視聴者に感じてもらえると思う。特に生成Ａ

Ｉのようなセンシティブなテーマに関しては細心の注意を払い、短時間のリポートや

一つの番組では紹介しきれない部分を掘り下げた番組やホームページへの案内をより

丁寧にしていってほしい。 

 

○  １２月８日（金）の東海 ドまんなか！「お墓は“それぞれ”へ あなたの選択は？」

を見た。樹木葬や合葬墓などお墓にさまざまな選択肢があることを初めて知った。家
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族の形が多様化するにともない、お墓の選択肢が増えたものの、家族と意向が違う人

や相談できていない人も多いのが現実だと思う。単純に選択肢が増えたからよいとい

うことでもないのかと考えさせられた。視聴者の声としても紹介されていたが、そも

そも何を選べばよいのか、何が正解なのかが分からないという人は多いのではないか。

自分にはまだ関係のない、遠い先のことだと思ってしまうが、田所拓也アナウンサー

のコメントにもあったように、誰しもいつ何が起こるか分からないので今から話し合

い、じっくり考えることが大切なのだと気付かせてくれた。収骨せずに火葬場に焼骨

の処分を依頼することを決めた７０代の男性が「カフェでチョコレートケーキを頼む

ように選択した」と話していたのが、何の抵抗感もなく選んだことが伝わってきて、

非常に印象的だった。独身の人や子どものいない人も増えてきているので、この男性

が相談していた死後事務を支援する団体が、どのような団体で事務所がどこにあるの

かといった詳しい情報も紹介してほしかった。 

 

○  １２月１５日（金）の東海 ドまんなか！「“モノづくり愛知”の挑戦 夢のイノ

ベーション拠点に」を見た。日本最大のスタートアップ支援拠点であるＳＴＡＴＩＯ

Ｎ Ａｉが来年オープンするのを前にタイムリーな話題で、今の時代背景も含めて非

常に興味深い内容だった。一般の人の「スタートアップとは何か」という疑問に答え

るという点では非常によくできていたと思う。ただ、名古屋大学大学院の安田孝美教

授がスタジオでコメントしていたこともあってか、ニュースを解説する番組のような

雰囲気があり、ふだんの「東海 ドまんなか！」のテイストとは少し異なる印象を受

けた。スタートアップの可能性を話題の中心とするのであれば、今後新しいビジネス

に挑戦しようとしている人にとっては、ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉの社長から将来の展望

が開けるような話を聞いた方が参考になるのではないかと感じた。スタートアップに

はリスクもあるが、今回のような番組では、そういった側面を強調しすぎると暗い印

象になるため、適切な取り上げ方だったと思う。視聴者から寄せられたベンチャーと

スタートアップの違いに関する質問に安田教授が答えていたが、もう少し詳しい解説

があると理解が深まったのではないか。 

 

○  １２月１６日（土)の【土曜ドラマ】デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士 前編「記

憶の中の少女」を見た。ろう者や耳が聞こえない両親を持つコーダ、難聴者といった

当事者たちが俳優として多く出演することで、ドラマに厚みを持たせていた。コーダ

の男性が手話通訳士として、法廷でろう者の通訳をするというミステリー調のストー

リーも相まって、非常に見応えのある番組となっていた。「ハートネットＴＶ」など福

祉分野のさまざまな番組とも連携して取り上げることで、世界の広がりが感じられ非

常によかった。後編にも期待している。 
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○  番組審議会の開催場所について。毎回名古屋で開催しており、委員によって移動の

負担に差がある。すべて公平にするのは難しいと思うが、例えば半年に１回、もしく

は１年に１回のペースで北陸で開催すれば、より多くの委員が対面で参加しやすくな

るのではないか。名古屋開催のみだと、オンライン出席または欠席する北陸の委員が

増える可能性があり、結果として北陸地方からの意見が少なくなってしまう懸念があ

る。北陸での開催もぜひ検討してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組審議会の事務局機能が名古屋にあり、オンライン会議

の事前準備など設備の整った会議室が必要なため、毎回名古

屋で開催することにしてきた。ただ、委員の皆さんの負担へ

の配慮や、開催場所が変わることで違う視点から番組を審議

できるという側面もあると思う。この中部地方放送番組審議

会は、名古屋局だけではなく中部地方全体のコンテンツの品

質向上のためのものなので、ほかの地域の事例も確認し、北

陸での開催に向けて具体的に検討したい。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 
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２０２３年１１月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は１６日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、令和５年地上基幹放送局の再免許にあたっての総務大臣の要請の紹介

があり、議事に入った。 

会議ではまず、福井ザクザク！掘らナイト「新幹線がくる今こそ！福井のローカル線

ＳＰ」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長  榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 安藤 隆司 （名古屋鉄道株式会社 代表取締役会長） 

 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

久野 哲弘 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

山崎 勝美 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜福井ザクザク！掘らナイト「新幹線がくる今こそ！福井のローカル線ＳＰ」 

 (総合 １０月２７日(金)放送)について＞ 

 

○  来年３月に北陸新幹線が敦賀駅まで延伸するのを前に、福井県内のローカル線の魅

力を改めて掘り起こすことが番組の趣旨だと理解したうえで見た。前半は、中学１年

生と小学６年生の“撮り鉄”ペアの視点から、福井ならではの鉄道の魅力を紹介して

いた。新幹線の延伸により大阪や名古屋からの特急が敦賀駅止まりになるため、福井

駅で見られるのは今だけであることや、北陸本線・在来線のヘッドライトの形で車両

の世代が分かること、全国で唯一路面電車が他社の鉄道線路に乗り入れていることな

ど、福井県外の人にとっては知らないであろう情報が多かった。ただ、自分が住んで

いる地域であっても、ふだん利用している路線以外については知らないことが多いと
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思う。“撮り鉄”の二人が「自分の県のことをもっと知ってほしい」とコメントしてい

たが、これこそが番組のねらいだと感じた。後半は、えちぜん鉄道の新人運転士に密

着していた。また、最後の方で、無人駅の花の手入れを続けている沿線に住む男性や、

駅周辺の活性化に取り組んでいる地元出身の大学生グループなど、地域全体でローカ

ル線を支えている姿が紹介されていた。ＭＣのパックンさんが、かつて福井に住んで

いたことは知らなかったが、コメントのリズムが非常によく、番組全体にスピード感

を与えていた。ただ、後半部分は、短い時間に多くの話題を詰め込みすぎではないか

と感じた。新人運転士が福井で運転士を目指した理由や、先輩運転士からの厳しい指

導により、どのように技量が向上してきたのかといったことも掘り下げてほしかった。

また、無人駅の花の手入れを続けている男性は、新幹線延伸をどう受け止め、何を期

待しているのかも知りたかった。福井県内のローカル線の魅力について多くの情報が

得られる番組だったが、新幹線延伸に向けた福井県の人たちの思いを掘り下げて伝え

ると、さらによかったのではないか。 

 

○  サブタイトルに「新幹線がくる今こそ！」とあるものの、実際に見てみると、福井

県内のローカル線を中心とした番組だと感じた。福井県の人たちの北陸新幹線への期

待や思い、延伸による生活の変化、地域の活性化まで掘り下げてほしかった。番組前

半は、中学１年生と小学６年生の“撮り鉄”ペアの視点を交え、福井のローカル線の

魅力を紹介しており、番組の展開として新鮮でおもしろいものだった。後半は、えち

ぜん鉄道の新人運転士への密着取材と、沿線住民による地域活性化への取り組みの紹

介だった。さまざまな内容を広く浅く取り上げていたので、もう少し掘り下げて伝え

てもよかったのではないか。「新幹線がくる今こそ！福井のローカル線ＳＰ」というサ

ブタイトル通りに、延伸によって福井のローカル線がどう変わるのか、来客効果はど

の程度なのか、番組で紹介したローカル線でどういった観光スポットに行けるのかと

いったところまで掘り下げてほしかった。今後も新幹線延伸に関する番組を制作して

いくと思うが、そういった点にも期待したい。 

 

○  今回の番組で福井県内にえちぜん鉄道などのローカル線があることを初めて知っ

たが、それぞれとても魅力的だと感じた。冒頭で福井県の地図を使って各路線が紹介

されていたが、福井県の地形や規模感が理解できてよかった。ただ、他の地域でもロー

カル線の経営難や廃止が伝えられる中、福井県の人口を考えると、そもそも鉄道の利

用者が少ないのではないかと思い、私鉄の経営状況や運賃などが気になった。前半で

取り上げた小学６年生と中学１年生の“撮り鉄”ペアは、大人顔負けの知識を披露し

ており大変勉強になった。北陸本線・在来線の車両の世代がヘッドライトの形で分か

ることや、同じ駅に鉄道用のホームと路面電車用のホームが併設されていることなど、

興味深い情報が多かった。ＭＣのパックンさんの進行はおもしろかったが、羽生ちひ
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ろキャスターの「とてもすてきな２人が案内してくれる」とのコメントに対し、パッ

クンさんが「叶姉妹？」と答えた意図がよく分からなかった。後半は、新人運転士に

密着していたが、番組を見て運転士を目指す子どもが出てくると思い、とてもよかっ

た。最後は、沿線の地域住民の取り組みを紹介していた。みんなで考えながら地元の

玄関口である駅の魅力を高めていこうとする姿は大変すばらしかった。ただ、取り上

げる時間が非常に短かったので、物足りなく感じた。 

 

○  「福井ザクザク！掘らナイト」を見るのは初めてだったこともあり、見る前は「新

幹線がくる今こそ！福井のローカル線ＳＰ」というサブタイトルから、ローカル線で

さまざまな駅を巡り、降り立った街の魅力を紹介する番組ではないかと想像していた。

ところが、北陸新幹線の延伸に注目が集まる中、改めてローカル線に焦点を当て、 そ

の魅力を伝える番組となっていた。中学１年生と小学６年生の“撮り鉄”ペアの視点

を通じたローカル線の魅力、新人運転士への密着、沿線住民の地域活性化への取り組

みの３つの要素で構成されていた。“撮り鉄”ペアが目を輝かせながら車両の解説をし

てくれたのは、とてもほほえましくてよかった。また、路面電車が他社の鉄道線路に

乗り入れる全国唯一のポイントの紹介や、鉄道用のホームと路面電車用のホームが併

設されている駅に関する写真を交えながらの解説も、とても分かりやすかった。ただ、

“撮り鉄”ペアが北陸本線・在来線の車両の世代を、ヘッドライトの形で見分けられ

ると解説していた場面で、一次車から四次車があるうち、番組では二次車と三次車の

違いのみ紹介していたので、一次車と四次車のライトはどういう形なのか気になり、

物足りなく感じた。また、敦賀駅を出発した列車が、山をループ状に登っていく途中

にトンネルが途切れ敦賀の町並みが再び見えることを紹介する場面で、トンネルを走

る列車内の映像から始まり、トンネルが途切れ敦賀の街が再び見える映像を使ってい

たが、敦賀駅を出発してトンネルに入る前の映像もあった方が分かりやすかったので

はないか。また、地元出身の大学生グループが大野駅周辺の模型を作り、地域の人た

ちも巻き込みながら町作りを考える取り組みを紹介していたが、どういった提案が出

て、どういった効果があったのかまで掘り下げて伝えるとよりよかったのではないか。

全体として、どういう視聴者に向けた番組なのかが分かりにくい部分があった。もち

ろん、鉄道に興味のある視聴者にとっては、とても魅力的な内容だったと思う。ただ、

自分も含めた多くの視聴者は、それほど鉄道に興味があるわけではなく、単に交通手

段として利用しているに過ぎないのではないか。そういう人たちにとって、鉄道その

ものに魅力を感じ、福井まで行って乗ってみたいと思える内容になっていたかは疑問

に思った。 

 

 （ＮＨＫ側） 

サブタイトルから連想される内容と実際の内容が異なる
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印象があったとの指摘については、視聴者に何を感じてもら

いたいのか、テーマの設定をもう少し深く考えた方がよかっ

たかもしれない。その意味で、北陸新幹線の延伸が福井にど

のような影響を与えるか、実際に福井の人たちがどう思って

いるのか、もう少し掘り下げて取材する必要があったのでは

ないか。私鉄の経営状況については、やはり決してよいとは

言えず、第三セクターが経営している路線もある。福井県で

は車が主な交通手段となっており、通勤通学で鉄道を利用す

る人よりも車を利用する人のほうが圧倒的に多いのが実態

だ。そういった点も含めて、福井の鉄道がおかれた状況を丁

寧に伝えるべきだったと改めて感じている。北陸本線・在来

線の一次車と四次車のライトがどういう形なのか気になっ

たという指摘については、一次車と二次車、三次車と四次車

には大きな違いがないこともあり、番組内で紹介しなかった。

ただ、そういった細かな情報も伝えることで、視聴者に疑問

を抱かせることなく、番組を進めていくことの大切さを改め

て感じた。どういう視聴者に向けた番組なのかが分かりにく

いとの指摘については、子どもと親といった家族での視聴を

想定して制作した。そういう人たちにどれくらい見てもらえ

たのか、検証しながら今後の番組制作に生かしていきたい。

列車が敦賀駅を出発し、ループ状のトンネルに入る前の映像

もあった方がよかったとの指摘については、該当する映像を

撮影したものの、時間が長く冗長な印象となってしまうため

編集の段階で割愛することにした。番組では、地図とイラス

トで位置関係を説明したが、見る人にとって分かりにくかっ

たかもしれない。 

 

○  来年３月に北陸新幹線が敦賀駅まで延伸するのを控え、タイムリーな番組だった。

福井県の人たちは新幹線延伸による効果を非常に期待していると思うので、番組への

意欲も感じられた。中学１年生と小学６年生の“撮り鉄”ペアは、鉄道好きならでは

の細かなこだわりが感じられ、地元の人でも知らないようなローカル線の情報を紹介

していてよかった。また、それぞれの鉄道会社独自の工夫をうまく取り上げており、

地域向けの番組として大変おもしろかった。えちぜん鉄道の新人運転士への密着取材

は、鉄道を取り上げる番組ではよくある企画だが、ローカル線ならではの、ほのぼの

した感じが出ていて非常によかった。一方、鉄道は運転士だけでなく、安全確保に向

けた保守や施設関連といった多くの人たちの努力で成り立っているため、そういった
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職場で働く人も取り上げるとよかったのではないか。無人駅の花の手入れを続けてい

る沿線に住む男性を取り上げたのは、鉄道を地域が支えるという観点でよかった。最

近は、鉄道好きの人たちが鉄道施設の中に入って撮影するなどの問題が起きているた

め、マナーを守るよう注意喚起があるとよかった。経営状況が厳しいローカル線が多

いので、「廃止にならないようにみんなで支えよう」というメッセージがあってもよ

かったかもしれない。 

 

○  中学１年生と小学６年生の“撮り鉄”ペアについては、大人顔負けの知識に驚くと

ともに、二人の鉄道談義がほほえましく、気持ちが和んだ。このような地域の子ども

をどうやって探し出したのかと、取材力に驚かされた。北陸新幹線の延伸に関しては、

新幹線そのものを取り上げる番組が多いが、今回は、あえてローカル線に着目し、新

幹線の延伸によって見られなくなってしまうポイントまでも紹介していたのは、ある

意味ポジティブだと感じた。実際には、新幹線が延伸するとＪＲ北陸本線の敦賀駅ま

では新しい鉄道会社・ハピラインふくいに移管されるなど、一部の利用者にとっては

不便になる部分もあるが、今回の番組では明るい側面を取り上げ、楽しいものにしよ

うという意図が感じられてよかった。ただ、番組冒頭でローカル線は「地域の足」だ

と伝え、利用者へのインタビューに続いて、ＭＣのパックンさんが「１～２回乗って

から、ほとんど乗っていない。福井は車社会だから」と発言していたのは気になった。

福井ではどれくらい鉄道が利用されているか具体的なデータが示されれば、福井の

ローカル線の現状をニュートラルに捉えることができたのではないか。新人運転士へ

の密着取材はありふれたものかもしれないが、彼自身や指導する先輩運転士の姿には

勇気づけられるものがあった。ただ、必要なブレーキ圧力を無駄なくかける技術につ

いて「目指すは０キロパスカルでの停車」と表現していたが、どういった技術で、ど

の程度難しいのかについても説明があると、運転士の技術のすごさがより伝わったの

ではないか。最後に短く、沿線住民の地域活性化への取り組みを紹介していたが、掘

り下げが足りないと感じた。複数の人ではなく、一人に絞って詳しく取り上げた方が

充実した番組となったのではないか。ただ、全体として、地域に根ざし、地域を盛り

上げていきたいという強い思いや熱意が伝わってくるよい番組だった。 

 

○  全体として気持ちがよく、好感を持って見ることができる番組だった。特に、中学

１年生と小学６年生の“撮り鉄”ペアは、いかにも鉄道が好きといった口ぶりで、ファン

の人たちの楽しみ方が理解できてよかった。番組を見て、福井県内のローカル線を初

めて知ったが、冒頭に路線図の紹介があり、各路線が県内をどう網羅しているのが分

かってよかった。ただ、複数の路線が乗り入れている駅や終点の駅名、行先の具体的

な地名の表示もあれば、土地勘がない視聴者でもイメージしやすかったのではないか。

また、後半部分は、多くの内容を短い時間に詰め込み過ぎているような印象だったの
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で、もう少し内容を絞って伝えてもよかったのではないか。 

 

○  サブタイトルに「福井のローカル線ＳＰ」とあるのを見て、以前の審議会で「ＳＰ

（スペシャル）」にはどのような意味があるのかという指摘があったことを思い出し

た。今回はローカル線に関する情報を多く集めた点がスペシャルであると理解した。

中学１年生と小学６年生の“撮り鉄”ペアからは、鉄道への愛やワクワク感が伝わっ

てきて、楽しく和やかな気持ちになった。彼らが見つけた福井県内のローカル線の魅

力はどれも興味深く、一見するとささいなことであっても、あれだけの愛を持って伝

えられるのはすごいと感じた。えちぜん鉄道の新人運転士と、彼を指導する先輩運転

士の姿には、緊張感や臨場感があった。安全で快適な運行のために心を配っていて、

ローカル線ならではの運転技術の必要性も感じられ、非常に楽しく見られた。鉄道に

限らず、アニメなど国内外に熱狂的なファンがいるジャンルは多いと感じている。今

回の番組のように、一般的とはいえないが、一つのジャンルを掘り下げる企画を少し

づつでも続けていくと、普段とは違う視点が加わって楽しめるのではないかと感じた。

一方、テーマが鉄道だったため、仕方がないのかもしれないが、取り上げられる人物

が男性ばかりだという印象を受けた。鉄道好きには男性が多いイメージがあるが、女

性も一定数いることを意識してほしい。地元の駅周辺の活性化を目指す大学生の女性

グループの活動を最後に短く紹介していたが、ジェンダーに配慮して取り上げたのか、

特に意識的ではないのかが気になった。ローカル線を支える地域の人たちの活動は多

岐にわたり、重要な役割を果たしていると思うので、もう少し時間を割いて詳しく取

り上げた方がよかったのではないか。 

 

○  北陸新幹線が敦賀駅まで延伸することを契機として、延伸後には二度と見られない

ポイントの紹介も含め、ローカル線に注目するというコンセプト自体は非常によかっ

た。車が主な移動手段となっている地域では、地元の人でもローカル線について知ら

ないことが多いと思うので、冒頭で福井県の地図に路線図を示して全体像を紹介した

うえで、北陸本線・普通列車の車両の世代の見分け方や、新幹線の延伸で何がどう変

わるのかまで紹介していたのはよかった。この番組だけでなく、これまで福井県向け

の番組は県内の視聴者を意識して制作してきたと思う。ただ、最近はＮＨＫプラスな

どで県外の人も視聴できる環境になっていることもあり、どの地域の人が見ても分か

りやすい番組作りが必要となってきているのではないかと思う。その意味では、番組

冒頭にあったローカル線の全体像の紹介にも、駅名や地名といった基本的な情報を加

えることで、地元以外の人にとっても、より分かりやすくなったのではないか。また、

どういう視聴者に向けた番組なのかが分かりにくいという指摘が他の委員からもあっ

たが、重要なポイントだと思う。どちらかというと全方位的に視聴者を想定している

印象で、幅広い人たちが関心を持ちそうなコンテンツを詰め込んだ構成だと感じた。
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見てもらいたい視聴者をある程度絞ったうえで、複数の回を制作した方が、それぞれ

のストーリーがより明確になり、ターゲットとなる視聴者の満足度も高めることがで

きると思う。今回取り上げた個々のコンテンツ自体は非常にすばらしかったので、今

後は番組としてそれらをいかに魅力的に伝えられるかに取り組んでいってほしい。 

 

 （ＮＨＫ側） 

福井県における鉄道の利用者数といったデータについて

は、検討段階では紹介した方がよいとの意見も出た。ただ、

示したデータを番組の中でどう扱っていくのかが定まらず、

見る人にとって余分な情報になるおそれもあると判断して

割愛した。実際には、鉄道の利用者は減少傾向にあるので、

ローカル線の経営状況の厳しさをデータで示したうえで、

みんなで大切な地域の足を支えていこうというメッセージ

につなげることも可能だったのではないかと感じている。Ｎ

ＨＫプラスなどを通じて、全国の人たちに見てもらえる機会

が増えているので、福井県の人だから知っているだろうとい

うことではなく、福井県のことを県外の人に知ってもらえる

チャンスでもあるという意識を持って番組を制作していき

たい。番組のテーマによっては、見てもらいたい視聴者を

絞って制作することも可能だと感じたので、今後の参考とし

たい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １０月２７日(金)の東海 ドまんなか！「“ごった煮”商店街 人を呼び込む大須

の秘けつとは」を見た。グルメからファッション、サブカルチャーなど非常に多くの

店舗が軒を連ねる“日本一元気”な大須商店街の魅力を探るという内容で、大須を訪

れたことがある人もない人も、リラックスして見られる番組だったと思う。店舗の

ジャンルの多様さゆえに、経営する店主も多様であり、そういった人たちが集まるこ

とでさまざまなアイデアが生み出され、よい意味で予測不能なイベントが行われてい

る。これが多くの人を呼び込む秘けつであることがよく理解できた。店主たちが役割

分担し手作りで運営する中心的なイベント「大道町人祭」について、初代実行委員長

とことしの委員長が口をそろえて「自分たち商店主が楽しむ、これが一番」と話して

いたのが印象的だった。自分たちが楽しめることをすれば、来てくれるお客さんにも

楽しんでもらえるはずだというシンプルな考え方には納得がいった。店舗の入れ替わ
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りが激しいということだが、店主たちが“チーム大須”として新しい店主も巻き込み

ながら、人としてのつながりを強めていくことで商店街の魅力を高めていることがよ

く分かった。このことは商店街に限らず、さまざまな組織の運営にもつながるもので、

非常に参考になった。 

 

○  １０月２７日(金)のたっぷり静岡＋「だもんで、焼津市。」を見た。愛情満点の弁当

で港で働く人たちを応援する弁当屋、港町のイメージが強い焼津市の山あいにある集

落、ふだんは釣りが禁止されている岸壁で年に一度だけ開かれる釣り大会という３つ

のテーマで構成されていた。焼津市のイメージソング「今、潮騒のまちへ．．．」に合わ

せ、多くの地元の人たちの顔を映していくエンディングは、感動的でよい演出だった。

静岡県民も、焼津市の新たな魅力を発見できる番組だったと思う。 

 

○  １１月３日(金・祝)の「しろ旅 ～家康を生み出した城下町 ぶらり街歩きスペ

シャル～名古屋・静岡編」(総合 前 9:15～9:53 東海３県ブロック・静岡県域)を見た。

徳川家康が時空を超えて現代のバーに現われ、バーテンダーや居合わせた客に築城当

時の思い出を語りつつ、家康目線のカメラがゆかりの城を訪ねるという設定は、シン

プルながらもユニークなものだった。ＮＨＫの歴史番組は、スタジオの出演者がロケ

映像や再現映像を見ながら、徐々に史実に迫っていくスタイルが多いと思うが、バー

で酒に酔った家康が時には愚痴も言いながら、家康目線のカメラが街歩きする演出は

異色だと感じた。郷土の英雄である家康が酒に酔って愚痴を言う様子は教育的な観点

で気になる点もあるが、「天下人のスマホシリーズ」のように、歴史を題材にして、違っ

た角度からひねりを加えた番組となっており、ＮＨＫの懐の深さを感じた。今後も真

面目ながらもひねりのある番組を制作していってほしい。 

 

○  １１月１０日(金)の東海 ドまんなか！「ハロー！ネイバーズ あなたと一緒に話

したい」(総合 後 7:30～8:13 東海３県ブロック)を見た。外国にルーツを持つ者と

して共感できる点が多く、興味深い内容だった。最初に課題として上げられた「こと

ばの壁」については、病院を受診する際に特に不便だと感じている。番組でも同様の

悩みを持つ人の声が紹介されていたが、医師はほぼ日本語しか話さず、難しい用語が

多いことから、適切な治療を受けられない人も多いと思う。小学校での英語教育の成

果などにより、今後、英語を話せる日本人が増え、このような状況が改善されること

を望んでいる。番組に出演していた外国にルーツを持つ人が「食文化から入ることで

仲が深まる」と発言していたが、まさにその通りだと思う。私も留学生向けの寮にい

たとき、自国の料理を振る舞ったことがきっかけで仲が深まったことを思い出した。

また、日本に出稼ぎに来て３０年以上働いても年金額が少なく、老後の生活が不安だ

という人が紹介されていたが、年金に対する不安は日本人にも共通する問題だと感じ
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た。一方、日本では教育・研究機関や企業における外国人人材の定着率の低さが課題

だと感じる。日本語をある程度習得している人でも、同じ職場で長期間働き続けるこ

とが難しい状況にあることは問題だと思う。 

 

○  １１月１０日(金)の東海 ドまんなか！「ハロー！ネイバーズ あなたと一緒に話

したい」を見た。日本各地で労働力不足が懸念される今、日本で暮らす外国ルーツの

人たちが抱える課題をテーマにしたのは非常によかった。外国ルーツの人たちの生の

声で、悩みや困りごとを直接伝えていたので、何が問題なのか非常によく理解できた。

「ことばの壁」として公的機関での書類申請や病院での受診の大変さから始まり、子

どもの教育、老後の問題まで幅広く指摘されていたが、これらは日本人でも想定でき

る課題だ思う。それにもかかわらず、国や自治体ではその分野における対策や環境整

備が進んでおらず、早急な対応が必要だと感じた。番組中盤に「日本の好きなところ

を教えて」というコーナーがあったが、それで終わったきりで番組後半とのつながり

がなかったのが気になった。日本のよいところも、もう少し取り上げてもよかったの

ではないか。また、スタジオの背後に動物を模した人形が置かれていたが、番組テー

マとの関連性が感じられず、違和感があった。また、生放送だったせいか、番組終盤

での時間配分がうまくいってないように感じた。全体として、現状を伝えるという点

で非常に意味のある番組だったと思うが、一般の視聴者には解決できない課題が多

かったので、消化不良のような印象が残った。テーマをストレートに伝えた点は評価

できるものの、視聴者を引き付けるポイントが足りなかったと思う。途中から見た人

でも、興味を持てるような工夫があるとよりよかったと思う。 

 

○  １１月１０日(金)のたっぷり静岡＋「がんばれ！ 翠富士、熱海富士」を見た。大

相撲九州場所を目前に、静岡県出身の翠富士と熱海富士の魅力を伝え、生放送で応援

する番組だった。両力士へのインタビューやＮＨＫ大相撲解説・舞の海秀平さんの解

説、２人の出身高校の相撲部監督のスタジオ出演など、熱気にあふれる内容だった。

ただ、冒頭のナレーションやゲストの山根千佳さんは、阪神優勝にちなんで「優勝」

ではなく「アレ」と表現していたのに対し、スタジオに応援に来ていたファンの人た

ちは「優勝」ということばを使っており、そのまま番組が進んでいったのが気になっ

た。生放送かつ一般の人も発言するような番組では、そういった仕掛けはしない方が

よいのではないかと感じた。また、午後７時３０分からの生放送だったので、ガラス

張りのスタジオでは暗くなった外の景色が映り込んでいた。スタジオに集まった

ファンの中には小さい子どももいたため、夜遅い時間に子どもが外出しているとの印

象を受けてしまった。 

 

○  １１月１０日(金)のホクロック！「北陸を元気に!おいしい食ブランド 最前線」を
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見た。北陸新幹線の延伸でつながる北陸３県の食ブランドに焦点を当てた番組だった。

せっかく新幹線が福井県の敦賀駅まで延伸するのに、福井県の食材の話題がほとんど

なかったのが不思議で、何らかの意図があるのかと考えてしまうほどだった。希少価

値を高め高級路線で成功した石川県産のぶどう「ルビーロマン」と、あえて石川県内

をターゲットにすることで出荷量を伸ばしているブランド米「ひゃくまん穀」という

２つの食材の紹介に加え、「すしと言えば富山県」をキャッチフレーズに、これからブ

ランド化を目指す取り組みが紹介されていた。どの話題も生産者やブランド化の企画

担当者、消費者の思いがひとつに結実した結果、ブランドとなっていくのだと感じた。

出演者の富山県出身の俳優・池田航さんは「富山県と言えば？」というクイズで「す

し」と答えられなかったが、かえって今後のブランディングの必要性や課題が見えた

ようで、共感できた。色や大きさに厳しい基準を設け、満たさないものは出荷しない

ことで「ルビーロマン」の希少価値を高めたという話題の中で、生産者としてはせっ

かく作ったものは無駄にせず全て売りたいという思いがあり、大きな課題だったと伝

えていた。最終的には食の安全面で生産者も納得したとのことだが、実際に出荷でき

なかった場合、生産者はどう収入を確保するのか疑問に思った。番組では、生産者に

対しどのようなサポートやフォローがあったのかが紹介されなかったので非常に気に

なった。全体としては、新幹線延伸を機に、北陸のさまざまな食ブランドに磨きをか

け、北陸全体でその魅力を県外に発信していこうという前向きさが伝わってくるよい

番組だった。 

 

○  １１月１０日（金）のホクロック！「北陸を元気に！おいしい食ブランド 最前線」

を見た。今回の「ホクロック！」は非常によかった。最近、「ホクロック！」は内容が

充実してきており、北陸の視聴者の一人としてうれしく思っている。ズワイガニ漁が

解禁され、北陸の「食」への関心が高まるよいタイミングでの放送だった。また、金

沢市にある北陸のブランド食材を扱うフレンチレストランで撮影していたが、北陸の

魅力的な空間を紹介するという意味でも非常によかった。石川県産の高級ぶどう「ル

ビーロマン」やブランド米「ひゃくまん穀」といった食材の生産秘話やブランド作り

のプロセスも紹介されており、興味深かった。「すしと言えば富山」というブランドの

構築を進める取り組みにおいて、すしを中心に、食器類も地元の工芸品にすることで、

全体的なブランディングを進めているとの話題も興味深かった。ただ、番組をよりよ

くするための改善ポイントが２つあると思う。まず、「ルビーロマン」などのブランド

を作るためには厳しい基準作りが重要で、それが結果的に「ルビーロマン」の希少価

値を高めたという構成になっていたが、その基準がどのようなもので、どれくらい難

しいのか、他の地域と比べてどうなのかといった、より踏み込んだところまで伝える

ことで、「ルビーロマン」のすごさや、生産者の努力がより伝わったと思う。次に、北

陸３県が連携して制作するという番組の趣旨を考えると、今回は石川県の内容が中心
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で、富山県は最後の７分程度、福井県はほとんど取り上げておらず、地域的なバラン

スが気になった。今後、１回の放送の中で３県を平等に扱うのか、もしくは各回一つ

の県にフォーカスして、３回シリーズで放送するのか、どちらの方が北陸３県の連携

がより生かせるのか検討してほしい。 

 

○  １１月１４日(火)のハートネットＴＶ「認知症診断後の「希望」とは ～クリス

ティーン・ブライデンとの対話～」を見た。オーストラリアの認知症当事者であるク

リスティーンさんを取り上げていた。2003年に来日し、認知症の人は「何も分からな

い人」ではないと訴え、日本における認知症の見方を大きく変えるきっかけとなった

人物だ。それまでの「痴呆」から認知症へと呼び名が変わり、国内でも認知症当事者

のワーキンググループが発足し、ことし６月の「認知症基本法」の成立へとつながる

流れがよく取材されていた。ＮＨＫが長年にわたり彼女への取材を続けてきたからこ

そ得られた過去の映像も使用しつつ、記憶のバックアップとしてタブレット端末を使

う現在の彼女の姿を取り上げており、非常に貴重なものだった。ただ、全体として心

情面にクローズアップしすぎているようにも感じられた。それでも、認知症の世界が

変わってきたことや、当事者の目線に立った法律の成立にまでつながったことが分か

る非常によい番組だった。 

 

○  番組全般における出演者などのジェンダーバランスについて。先ほど視聴番組で

ジェンダーバランスに関する質問をしたが、制作担当者からの回答が無かった。私の

質問の意図がうまく伝わらなかったのかもしれないが、委員長から「ほかに質問はな

いか」と促された際にも、改めて質問するのをためらってしまった。仕事柄、複数の

企業の賃金を確認する機会があるが、同じ仕事をしていても男性より女性の方が明ら

かに賃金が低かった。ことし４月の「まるっと！」内のコーナー「ＫＹジャーナル」

でも、愛知県におけるフルタイムの仕事での賃金は、月額で男性が３４万 6,400 円な

のに対し、女性は２４万 7，900円で、約１０万円の格差があると伝えていた。配偶者

がいる人もいれば、シングルマザーもいる中で、女性であるという理由で賃金が低く

抑えられているという現状がある。この現状に対して、当事者が声を上げたいと思っ

ても、ためらってしまい、口をつぐんでしまうこともある。声を上げられない状況に

あることが大きな問題だと思っている。日本の社会には、男女の役割分担について無

意識の偏見が存在しているが、その点に問題意識を持つ必要があると感じている。無

意識の偏見を払拭するのは難しいと思うが、公共放送であるＮＨＫだからこそ、ジェン

ダーを意識した番組作りをしてほしい。例えば、「ＫＹジャーナル」担当の山本恵子解

説委員は、地元出身で子育て経験もあるので、彼女の出演機会を増やすことで同世代

の女性視聴者にも問題意識を持ってもらえるのではないか。 
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○  番組全般におけるジェンダーバランスついて。１１月８日（水）の「クローズアッ

プ現代」で、男女の違いを科学的に分析することで社会を変えようとするジェンダー

ド・イノベーションを取り上げていた。例えば、自動車の衝突実験で、開発者が無意

識のうちに運転するのは男性だと考え、男性を再現したダミー人形を運転席に置いて

設計を進めるのではなく、女性を再現した人形でもテストすることで、事故リスクの

低減につなげるといった取り組みだ。新しい製品開発のきっかけにもなり、ビジネス

チャンスにもつながるという意味で、企業からも注目されている考え方だと思う。Ｎ

ＨＫの番組でも、制作の各プロセスにおいて、従来通りの考え方ではなく、今の時代

の価値観に基づいて多様な視点から見つめ直す必要があるのではないか。また、職員

向けに関連する研修を実施して、ジェンダーをめぐるバイアスをなくしていくことも

必要となってくると思う。ＮＨＫのこれまでの取り組み、あるいは今後の予定につい

て聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ジェンダーについての指摘は重く受け止めている。今回の

視聴番組「福井ザクザク！掘らナイト」については、鉄道好

きな子どもを探したところ、たまたま男の子だった、訓練に

励む新人運転士を探したところ、指導する先輩運転士も含め

てたまたま男性だったという事情ではないかと思う。ジェン

ダーのバランスを取るために、大学生の女性グループを選ぶ

ようなことはしないと思う。ただ、出演者のジェンダーバ

ランスが注目されたり、指摘されたりする時代であることを

意識し、番組制作の各プロセスにおいてジェンダーの観点か

ら振り返ることは必要だと思う。必ずしも全ての番組の出演

者が男女同数である必要はないと思うが、ジェンダーなど多

様性を意識した観点から出演者を選び、番組内での役割など

についても固定観念で捉えていないか確認する必要がある。

社会的な価値観の変化に先んじて、ＮＨＫの職員がそういっ

た意識を高めて番組作りに取り組んでいくことが重要だ。Ｎ

ＨＫではジェンダーに関する研修プログラムを用意し、受講

も一定程度進んでいる。ただ、制作担当者の中で、指摘され

たようなマインドを高めるにはどういった方法が効果的な

のか、引き続き検討していきたい。 

 

○  ジェンダーバランスに欠いた出演者の選定や、無意識の偏見に基づいた番組内にお

ける男女の役割分担などは変えていくべきだと思っている。女性も男性も、どちらも
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変わっていかなければならないと思う。女性の中には、声を上げたくてもためらって

しまう人もいるということ知っておいてほしい。ジェンダーバランスへの過度な配慮

には否定的な声も耳にするが、男女間の大きな賃金格差など、さまざまな面でギャッ

プが存在する事実を受け止める必要がある。人口の約半数は女性なので、この現状を

どう改善していくのか、みんなで考えていけるとよいと思った。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 



 1 

２０２３年１０月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１９日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、たっぷり静岡＋「だもんで、湖西市。」について説明があり、放送番組

一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 安藤 隆司 （名古屋鉄道株式会社 代表取締役会長） 

 委 員 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

久野 哲弘 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

山崎 勝美 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜たっぷり静岡＋「だもんで、湖西市。」 

     (総合 ８月２５日(金)放送)について＞ 

 

○  湖西市新居町の伝統行事・手筒花火において、地区を代表して手筒を持つ大役を任

された２７歳の男性を取り上げていた。手筒花火は愛知県豊橋市など東三河地方でも

見られ、手筒を持つ人が自分で竹筒を整備して火薬を詰めるという点は共通している

と感じた。熱くて重くとも笑顔でいることが特徴かとも思ったが、湖西市の手筒花火

の特徴についてもう少し詳しい紹介があれば、より理解が深まったと思う。また、男

性が地区の代表にどのように選ばれたのか、準備を重ねて本番を迎えるまでにどのよ

うな心境の変化があったのかも掘り下げてほしかった。ブラジルを中心とした海外の

食品などを販売するスーパーを取り上げたパートでは、自動車関連工場が多数立地し

ており多くのブラジル人が住むようになったとの紹介があり、湖西市の大きな特徴の
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一つだと感じた。店内を定点観測的に映す手法は「ドキュメント７２時間」との共通

性を感じさせたが、店長夫妻は非常に包容力があり、さまざまなバックグラウンドを

持つ人が集まることで作られるコミュニティーの温かさや都市部では失われているも

のがよく表現されていたと思う。ただ、手筒花火とスーパーの間にあまり関連性は感

じられず、２つの題材を足し合わせたような印象を受けた。例えば、多くの国から縁

あって湖西市に移り住んだ外国人が手筒花火という日本の伝統行事に触れるような場

面はなかったのだろうか。２つの題材の関連性を何らかの形で表現できれば、湖西市

の昔と今、内と外という切り口で地域のユニークさを表現することができたのではな

いか。シリーズ化して、静岡県内の市や町を取り上げていくとのことだったので、今

後も期待したい。 

 

○  「だもんで、〇〇」シリーズは、それぞれの地域に住む人たちの顔がよく見える番

組になっており、見やすくておもしろいと感じている。ダモンデおばさんというキャ

ラクターを立てることで、スタジオパートや現地のリポーターがなくても番組を成立

させており、その地域にじっくり入り込んで情報を伝えている点に好感を持った。地

域の情報をできるだけ多く盛り込もうという番組のコンセプトを考えると、あまり存

在感がないキャラクターにしてあるのはよいバランスだと感じた。場面の切り替わり

に「だもんで」という音を差し込むことで、あまり関連がない場面の前後をつないで

いることもよかった。番組末尾で「もっと湖西市について知りたい方は静岡ＷＥＢ特

集へ」というテロップが出ていた。二次元コードでの読み取りだとタイミングを逃し

てしまうこともあるが、「静岡ＷＥＢ特集」というシンプルなことばで検索可能で、

ホームページへアクセスしやすいと思った。ホームページにも関連記事が複数掲載さ

れており、非常によい取り組みだと感じた。ただ、湖西市の伝統行事・手筒花火とブ

ラジルを中心とした海外の食品などを販売するスーパーの関連性が示されておらず、

同じ湖西市内でもそれぞれの地区のコミュニティーの間で交流がないことの表れのよ

うに感じた。手筒花火が行われる祭りのことを「奇祭」と表現していたが、何をもっ

て「奇祭」なのか疑問に思った。手筒花火自体は他の地域にもあるので、言い過ぎで

はないかと感じた。 

 

○  個人的に湖西市はなじみが薄い地域だったが、湖西市の特徴や雰囲気が伝わってく

る非常によい番組だった。手筒花火は東三河地方で多く見られるが、起源について調

べたところ、徳川家康が三河で火薬の製造を奨励したことが花火製造へと発展し今日

まで続いているとの説があった。そうしたつながりを大河ドラマ「どうする家康」と

関連づけて紹介するとよかったのではないか。祭りの後継者不足は全国的な問題だと

思うが、若者が祭りを継いでいく様子を準備段階から紹介することで、祭りに対する

住民の思いや情熱、祭りと地域との関わりなどが理解できる非常によい構成だった。
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祭り当日に、各家庭で行われる宴会に親戚縁者だけでなく通りすがりの人を招き入れ

るような場面があったが、地方ではよく見られる光景だと思った。最近はそういった

文化も減りつつあると思うので、番組で取り上げたのは地方の祭りへの応援メッセー

ジのようでもあり印象的だった。ブラジルを中心とした海外の食品などを販売する

スーパーを取り上げたパートでは、店が長い時間をかけて地域に根ざし、親しまれて

いることが伝わり、明るい雰囲気で描かれているのが非常によかった。外国人だけで

なく日本人の来客も少し紹介されていたが、ブラジル人コミュニティーと日本人の交

流がもっと見られるとさらによいと感じた。「だもんで、カシャリ。」のコーナーで、

創業 144年の銭湯を紹介していたが、コミュニティーの中心とも言える銭湯の廃業が

増えており、地方では特に厳しい状況にある。老舗の銭湯が残っている、地域の人た

ちが残しているというのは、湖西市ならではないかと感じた。タイトルにもなってい

る「だもんで」ということばが全体を通して多用されていたが、多用しすぎると番組

の品位を損ないかねないと感じた。 

 

○  全体としてインパクトが足りず、淡白な印象を受けた。手筒花火、老舗の銭湯、ブ

ラジルを中心とした海外の食品やなどを販売するスーパー、それぞれのテーマに関連

性がないように感じられ、この３つが湖西市の特徴を典型的に表わすものかが分から

ず物足りなかった。湖西市ならではの特徴をもっと引き出してほしかった。湖西市を

取り上げるのであれば、東海道の宿場町として栄えた新居町を中心に、伝統の手筒花

火で大役を任された若者の姿を詳しく伝えた方がよかったと思う。今後シリーズ化す

るとのことだが、番組が目指す方向を明確にした方がよいのではないか。地域の観光

や食といった情報に特化し、静岡県外の視聴者が行ってみたいと思えるような番組に

するのか、静岡県内の視聴者に向けて市や町を紹介する番組にするのかによって、選

ぶべきテーマが違ってくると思う。 

 

○  湖西市の伝統行事・手筒花火で地区を代表する大役を任された２７歳の男性が、ど

ういう経緯で選ばれたのかが気になった。手筒を持つ人は、火薬取り扱いの保安講習

を受け、手筒も自分で作らないといけないなど、かなりの時間と労力が必要となるが、

本人はどう思っているのか本音の声を聞きたかった。祭り当日に親戚らが集まって

みんなで食事をするシーンは非常に温かみがあり、手筒花火で大役を務めた男性の周

りを仲間たちが一緒に歩きながら応援する様子は一体感があり感動した。ただ、手筒

花火を行う祭りを「奇祭」と表現していた理由がよく分からなかった。花火を上げる

のではなく“出す”というからなのか、長い歴史があるからなのか、「奇祭」の定義を

示してほしかった。手筒花火の次に、湖西市で唯一の銭湯を取り上げていた。創業 144

年というのに驚き、銭湯のレトロな雰囲気や利用者との自然な会話もよかった。銭湯

のあとは、ブラジルを中心とした海外の食品などを販売するスーパーの話題になった
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が、３つの話題に関連性が感じられなかった。人口およそ５万 8,000 人の湖西市に

2,000 人以上のブラジル人が住んでいることには驚くとともに、湖西市の特徴の一つ

であることが分かった。店長夫妻が、それぞれの客に合わせた言語でコミュニケー

ションを取ろうとする姿には愛情を感じた。他の地域でも外国人が営む店は多いが、

店の中の様子が全く見えず入りづらいところもある。ブラジル人だけでなく地元の人

にも来てもらいたいとの思いから、店内がよく見えるガラス張りの建物にしたとのこ

とだが、非常に安心感があると思った。最後に流れた湖西市のＰＲソング・ご当地ラッ

プ「湖西にＧＯ！ＳＩＧＮ！！」は締めくくりとしておもしろいものだった。案内役

のキャラクター・ダモンデおばさんのナレーションもかわいらしくてよかった。 

 

 （ＮＨＫ側） 

それぞれの話題にあまり関連性がないとの指摘は、その通

りだと思う。手筒花火が行われる新居町とスーパーがある鷲

津は、合併前は異なる自治体だったこともあり、その２つを

結びつける事実は見つけられなかった。あまり関連性はない

ものの、どちらも魅力的なテーマだったため、一つに絞らず

に紹介することにしたが、地区としては離れていてもそれぞ

れを意識した取材や構成にはできたかもしれない。新居町の

手筒花火には、300 年を超える歴史があることや、素肌に火

の粉を浴びる過酷な状況にもかかわらず、笑顔で練り歩くと

いう特徴があることから「奇祭」と表現した。湖西市が発行

している各種資料にも「奇祭」と表記されていることも判断

材料の一つとした。祭りの起源については、三河地方から伝

わったとの説が最も多かったものの諸説あり、時間的な制約

から説明を割愛した。スーパーについては、ブラジル人だけ

でなく地元の人にも来てもらいたいとの思いからガラス張

りの建物にしたことは紹介したが、日本人との交流をもっと

手厚く伝えてもよかったかもしれない。キャラクターのダ

モンデおばさんについて、あまり存在感がないのがよいとの

意見があった。地元ゆかりの有名人などをリポーターとして

起用することも多いが、この番組は地元の人たちに一人でも

多く出演してもらうことを目指しており、キャラクターの存

在感は控えめになるよう意識した。その意図が伝わったと、

ありがたく受け止めた。 

 

○  全体を通して湖西市の人々の人情味や温かみがよく伝わってきた。見ていて自然と
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笑顔になり、地域の魅力が存分に伝わってくるすばらしい番組だった。「奇祭」として

知られる新居町の手筒花火が４年ぶりに復活し、地区の代表に選ばれた２７歳の男性

に焦点を当てるところから番組が始まった。最初は今どきの若者らしく、かっこよく

見られたいという思いで手筒を片手で持つ練習に励んでいたが、年長者から心構えな

どさまざまなアドバイスを受ける様子を伝えていた。祭りの当日には、地区の代表と

しての責任を感じ、失敗は許されないという気持ちに至り、大切に手筒を持って臨ん

でいた。変わっていく男性の姿からは、伝統文化が受け継がれる過程で、地域の年長

者から若者、先輩から後輩へと人間関係が作られ、コミュニティーそのものが形成さ

れていくのだという重要なメッセージを感じた。次に、ブラジルを中心とした海外の

食品などを販売するスーパーを取り上げていた。湖西市は自動車関連工場が多く、ブ

ラジル人をはじめ多くの外国人が暮らしていることから取り上げたのだと思うが、な

ぜ手筒花火の次がこのスーパーだったのか、関連性が分からずふに落ちなかった。日

本の伝統的な文化である手筒花火とブラジルの食文化を対照的に並べ、湖西市で多様

な文化やコミュニティーが形成されていることを伝えたかったのかとも思うが、もう

少し関連づけて紹介されるとさらによかった。外国人が地域に融合し、多様な文化が

生まれることは、湖西市のすばらしい一面だと思う。しかし、番組内で外国人と日本

人の接点や触れ合う場面がもう少し描かれているとより魅力的な番組になったと思う。

また、冒頭で「豊かな自然に囲まれた湖西」とのナレーションがあったため、自然そ

のものやそれにまつわる人々の生活の紹介もあれば、番組の深みがより増したのでは

ないか。最後に湖西市のＰＲソング・ご当地ラップ「湖西にＧＯ！ＳＩＧＮ！！」を

流していた。地元の人々の笑顔と歌詞が合っており、テンポもよく、改めて湖西市の

魅力が思い浮かんでくるすばらしいエンディングだった。 

 

○  番組序盤では、湖西市には歴史のある伝統的な祭りや昔ながらの人情味が、中盤以

降ではブラジル人など多くの外国人が移り住む多様性豊かな暮らしがあることが伝

わってきた。ただ、手筒花火を持っている人は、熱くないのかとても気になった。取

り上げ方が難しいとは思うが、番組内でその部分にあえて触れなかったがために、か

えって気になった。手筒花火について、歴史的な背景などの解説もあると、さらに理

解が深まったと思う。手筒花火の新居町と、ブラジルを中心とした海外の食品などを

販売するスーパーがある鷲津は、かつては異なる自治体だったことは、番組の内容か

らは把握できず、近い地域内での話だと思ってしまった。外国人が手筒花火の祭りを

見に来ている場面があれば、２つの話題につながりが感じられ、番組としてのまとま

りが出たのではないか。手筒花火に参加する６つの地区から代表が選ばれるという紹

介があったが、代表が選ばれるプロセスや、その６つの地区がどのように分かれてい

るのかという説明がないと、湖西市の規模感まで伝わってこないと思う。また、人口

が増加している地域なのかといった情報もほしかった。客観的なデータを示すことで、
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その町がどのような状況にあるのかがよく伝わるのではないか。全体としてはリラッ

クスして見られる番組だった。花火も迫力があり、丁寧な構成で内容も充実しており、

まさに祭りのような番組だった。 

 

○  手筒花火、老舗の銭湯、ブラジルを中心とした海外の食品などを販売するスーパー、

それぞれの話題に関連性がなく、まとまりが感じられなかった点について、湖西市が

多様性あふれる街であることの表れだと、好意的に受け止めた。３つの話題すべてが、

１本の番組にしてもよいぐらい充実しており、湖西市のすごさや面白さ、楽しさが伝

わってきた。ただ、それぞれの話題が大きく異なるため、番組の途中を見られなかっ

た人は、違う番組に切り替わったかのような印象を受けたのではないか。手筒花火で

大役を任された２７歳の男性の話題を、前半と後半に分けて伝えていたが、まとめて

伝えた方がよかったのではないか。時系列にそって情報を提供するのが、視聴者の理

解につながると思う。途中に挟んだ銭湯とスーパーの話題は、それぞれの放送時間が

それなりに長く、２つとも大変おもしろかったので、強く印象に残った。そのため、

再び手筒花火の話題に戻ったとき、前半部分の記憶が薄れる可能性もあり、分けずに

伝える構成の方がよかったのではないか。民放ではＣＭをまたいで話題を続けること

で視聴者をつなぎとめる工夫が見られるが、今回の番組は２５分でＣＭもないので、

視聴者が離れる心配はないと思う。制作者が手筒花火の話題だけでは視聴者が飽きて

しまうと思ったのかもしれないが、手筒花火だけでも十分魅力ある番組になったと思

う。銭湯とスーパーは民放でも取り上げられるような話題だが、どちらにもＮＨＫら

しさが感じられた。スーパーの店長夫妻が、それぞれの客に合わせた言語でコミュニ

ケーションを取ろうとする姿や、インドネシア人客の「ここのスーパーではことばが

分かる」とのコメントを紹介しており、地域コミュニティーをつなぐ場として機能し

ていることが伝わってくる、ＮＨＫらしい取り上げ方だった。 

 

○  湖西市新居町に伝わる伝統行事の手筒花火、創業 144年の銭湯、働くために湖西市

に移り住んだ外国人とその暮らしなど、湖西市の人と文化の特徴が詰まった番組だっ

た。冒頭で湖西市の位置を地図で示し、人口も紹介していたので、分かりやすかった。

手筒の作り方も丁寧に説明されており、祭りが伝承されていく様子がよく伝わってき

た。地区を代表する大役を任された２７歳の男性が、当初は、かっこいいという理由

から手筒を片手で持ちたいと言っていたのが、祭り当日には、代表としてみんなの思

いを背負い、みんなに見られても恥ずかしくない花火を出すことの大切さや責任の重

さに気づくという内面の変化も捉えていて、人として成長する姿を見られてよかった。

ただ、男性が大役を任された経緯は気になった。手筒花火の話題の途中で挟まれた「だ

もんで、カシャリ。」のコーナーも温かみがあふれており、よかった。ただ、放送時間

がそれなりに長く、そのあとにスーパーの話題が続いたので、手筒花火の方はどうなっ
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たのかと疑問に思う人もいたのではないか。スーパーの話題は、さまざまな人たちを

取材できており、とてもよかったが、やはり手筒花火の話題を分けて伝えたのは分か

りにくかった。手筒花火の新居町とスーパーのある鷲津が、かつては異なる自治体だっ

たことを踏まえると、それぞれの話題で完結させたほうが分かりやすかったと思う。

例えば、最初に新居町の話題をまとめて紹介し、次に鷲津の話題を紹介する構成にす

れば、無理に２つのテーマを結びつける必要もなく、それぞれの地区の特徴が伝わり、

よりよかったのではないか。エンディングで流れた湖西市のＰＲソング・ご当地ラッ

プ「湖西にＧＯ！ＳＩＧＮ！！」は、とてもよかった。曲の冒頭で海と山の魅力にふ

れており、それも湖西市の魅力なのかと思った。今回は人と文化という切り口だった

が、別の機会で湖西市の海と山の魅力も取り上げてほしい。 

 

○  楽しく見られる非常によい番組だった。湖西市に住む人たちに注目した番組になっ

ている点が特によかった。一つの町を特集する番組では、有名人が飲食店を訪れて感

想をレポートするようなものが多いが、今回は地域の人たちの顔が見える番組になっ

ており、非常にすばらしかった。エンディングでは、湖西市のＰＲソング・ご当地ラッ

プ「湖西にＧＯ！ＳＩＧＮ！！」に合わせて、地域の人たちの顔を多数映しながら、

彼らの声も紹介しており、非常に気持ちよい終わり方だった。今後シリーズ化してい

くとのことだが、こういった歌が、それぞれの市や町にもあるとよいと思った。手筒

花火の話題とブラジルを中心とした海外の食品などを販売するスーパーの話題を無理

に結びつけていなかったのもよかった。これまでの視聴番組の中には、制作側が無理

にストーリーに当てはめたかのようなものもあり、番組の質が下がってしまうと感じ

てきた。そのため、取材していく過程で特につながりが見つからない時には、今回の

ように分けた方がよいと思う。ただ、手筒花火の新居町とスーパーのある鷲津が、か

つては異なる自治体だったことは番組の内容だけでは分からなかったので、その点も

含めて説明した方がよかったのではないか。今後、インターネットとの連携はさらに

充実していってほしい。例えば、静岡県全域を示した地図の中に、番組で紹介した地

域やその内容を示し、番組が回を重ねるにつれ地図が埋まっていくようなホームペー

ジになっていると、同じ静岡県に住んでいる人も自分が知らない地域について理解し

やすくなるのではないか。 

 

 （ＮＨＫ側） 

それぞれの話題をどのように結びつけるか、どういう順番

で放送するかは最後まで悩んだ。異なる歴史や文化を持つ地

域が、合併により一つの自治体となっているケースは多いが、

今回の番組でもそういった背景を伝えるべきだったと感じ

ている。今後も合併を経てきた市や町を取り上げていくこと
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になるので、あまり関連性のない話題を無理に結びつける必

要はなく、地域ごとにまとめて紹介した方が特徴が伝わりや

すいとの指摘は参考となった。湖西市について、人口だけで

なく、外国人の比率や高齢化率といった町の状況が分かる

データも示した方がよかった。これから静岡県内の全ての市

や町を取り上げていく予定だが、必ずしも今回の花火のよう

な大きなイベントがあるわけではない。だからこそ、何気な

い日常や小さな出来事に思いを寄せ、懸命に生きる人たちに

焦点を当てていきたい。今回のエンディングで流れた湖西市

のラップのような曲が、ほかの市や町でもあるのかとの指摘

があった。今後も基本的には、最後に地域にちなんだ曲を流

しながら、地域の人たちの顔を多く見せていきたいと考えて

いる。曲によっては難しいものもあると思うが、試行錯誤し

ながら１人でも多くの人の顔を見せるようにしたい。番組だ

けでなく、インターネットの記事などでも紹介しており、本

人だけでなく親類や友人にも見てもらうことで、ふだんＮＨ

Ｋと接する機会のない人にも見てもらえると考えている。そ

ういう意味でも、積極的に取り組んでいきたい。 

 

○  取材者が町を歩き、出会う人に話を聞いていくことで進んでいく番組という点で

「鶴瓶の家族に乾杯」に似た印象を抱いた。今回のような手筒花火という大きなイベン

トがなくとも、人との出会いを通じてよい番組になるのではないかと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

初回は松崎町を取り上げたが、大きなイベントはなく、番

組キャラクターのダモンデおばさんが町を歩きながら進ん

でいく演出とした。各回で、その町で明るく輝き、町の魅力

を体現しているような人がいれば番組として成り立つと思

うので、さまざまなパターンを試してみたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ９月２９日(金)の東海 ドまんなか！「あなたの働き方も変わる！？ 学校・本気

の働き方改革」を見た。２５分という番組の長さを全く感じさせない、内容が濃縮さ

れた番組だった。愛知県江南市の布袋小学校が、現場の工夫と努力で教員の残業時間
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を半分程度に減らす成果を上げていることを、実例とともに紹介していた。番組では、

ある教員が朝出勤をしたところから夕方退勤し、自宅で夕食の準備をするところまで

を密着取材していた。この学校では、児童の欠席連絡を電話ではなくオンラインで確

認できるようにしたり、一部の教科を専門の教員が教える教科担任制を導入したり、

授業で使う教材を教員どうしで共有したりすることで、教員の空き時間を生み出して

いた。また、教員による下校時の見送りは校内に限定し、校門を出た後は地域のボラン

ティアに見守りを任せるといった具体的な対策が紹介されていた。教員が番組のカメ

ラを意識することなく、自然体で子どもたちに向き合っている姿を見て、だからこそ

現場の工夫次第で働き方改革は実現できるのだと説得力を感じた。近所の小学校がコ

ロナ禍を境に運動会を休日から平日の午前に変えたとき、個人的には寂しさも感じた

が、教員と保護者が話し合い、学校行事の意味を一つ一つ確認していくことでお互い

の理解を深められることが実例とともに紹介されていた。今回は、いつもの名古屋局

のスタジオからではなく、布袋小学校の教室から生放送されており、斬新な手法で驚

いた。藤井彩子アナウンサーによる進行は非常にテンポよく、構成も間延びすること

なく、かといって省略し過ぎることもなく、非常に完成度が高い番組で見応えがあっ

た。ただ、こうした改革は各学校単位で取り組まないといけないのか疑問に思った。

例えば、教育委員会や教育事務所単位で取り組むべきことはないのかといったところ

にも踏み込んでいけば、さらに完成度の高い番組になると思う。 

 

○  ９月２９日(金)の東海 ドまんなか！「あなたの働き方も変わる！？ 学校・本気

の働き方改革」を見た。内容が濃く、深く考えさせられた。冒頭で、中央教育審議会

の特別部会による緊急提言の中で「教員の働き方が国の未来を左右しかねない危機的

な状況にある」と指摘されたと伝えていたが、極めて重要な問題提起であり、視聴者

に深く考えさせるオープニングだった思う。残業の多さなどから離職者が増え、教員

の数が減ることでさらに忙しくなるという負のスパイラルも指摘しており、現場の課

題がよく分かった。今回の番組では、深く考えさせられた内容が２つあった。１つは、

そもそもなぜ教員は残業が多く、忙しいのかということだ。ゲストの学校専門のコン

サルタント・澤田真由美さんは、学習指導要領が改訂されるたびに教員が対応すべき

とされることが増えていると解説していたが、国が本気で働き方改革を提唱するので

あれば、そもそも前提となる部分で改革すべきことが多くあるのではないかと感じた。

もう一つは、保護者の視点や考え方、先入観といった意識を変えないと、教育現場の

働き方改革は成功しないということだ。これが最も重要で難しいところだと思うが、

学校行事や日々の学校生活の中で「学校や教員がやって当然」と保護者が思う感覚こ

そが教員を多忙にしているという指摘は、子を持つ親として思い当たるところもあり、

多くの視聴者が同じように感じたと思う。教員側も子どもたちのためだからという思

いで、すべてをやらなければならないという価値観を変えていく必要があると思った。



 10 

また、番組に出演していた保護者の一人から、宿題の原則廃止は、家庭状況が異なる

中で家庭学習や自主学習を定着させることが難しいのではないかという意見があった。

こうした改革が、子どもたちの間に教育格差を生み出してしまっては本末転倒だろう

と感じた。改革が進み、教員が子どもたちと向き合う時間がさらに増え、学校の現場

が少しずつよくなっていってほしいと感じた。 

 

○  「東海 ドまんなか！」のコンセプトをホームページで確認すると、「愛知・岐阜・

三重・静岡に暮らす人たちがいま知りたい大切なテーマ、“ドまんなか”な出来事を伝

え、どうしたら『分かる』、『役立つ』、『解決する』かを探っていく情報番組」とのこ

とだった。改めてその視点で２本視聴した。９月２９日(金)の東海 ドまんなか！「あ

なたの働き方も変わる！？ 学校・本気の働き方改革」は、教員の長時間労働の具体

的な理由などが分かったのでよかった。「役立つ」という点では、視聴者には教員以外

の人や子育て世代ではない人も多いため、例えば自分の職場での働き方改革にも応用

できそうな話題があれば、自分事として考えることができ、さらによくなるのではな

いかと感じた。「解決する」という点では、今回の番組の場合、多くの人が視聴し、自

分にも役立つ情報だと思ってもらうことが今後の解決につながっていくのではないか

と感じた。１０月６日(金)の東海 ドまんなか！「地元産業を守れ！ 岐路に立つ陶

磁器」を見た。陶磁器には地元の土で作っているイメージがあったため、ジンバブエ

の鉱山や中国の電気自動車産業ともつながっていることに驚くとともに、背景がよく

理解できた。土鍋で調理することのメリットも紹介していて、自分事として考えるこ

とができ、ふだんの生活でどう使えばよいかという「役立つ」情報だった。ゲストの

名古屋学院大学教授・古池嘉和さんが、厳しいことも含めて興味を持って消費者とし

ての声を伝えていくことが大事だとコメントしていたので、「解決する」という点も満

たしていると思った。定めたコンセプトに沿って制作していくことで、分かりやすい

番組になるのだと改めて感じた。司会の藤井彩子アナウンサーが、生放送の時間内で

しっかり情報を伝える姿もプロの仕事だと感心した。 

 

○  １０月６日(金)の東海 ドまんなか！「地元産業を守れ！ 岐路に立つ陶磁器」を

見た。番組では、じか火でも割れない萬古焼の原料であるペタライトの確保が難しく

なり、岐路に立たされていると伝えていた。ジンバブエの鉱山から輸入してきたが、

電気自動車の開発を進める中国の企業がバッテリーに使われるリチウムがペタライト

に含まれることに着目し鉱山を買収したことで、価格が高騰しているという。また、

萬古焼存続のために、問屋を通さずインターネットで直接販売することで価格を抑え

たり、別の物質で土鍋づくりを試してみたり、さまざまな対策にまい進する人たちを

紹介していた。ＳＮＳで寄せられたメッセージの中に「味噌煮込みうどんには欠かせ

ない」という声があり、核家族化が進む今でも鍋を囲む文化が続いていることに新鮮
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さを感じた。萬古焼の生産地・四日市市出身の浦嶋りんこさんがオンラインで出演し

ていたが、なぜオンラインだったのか経緯が気になった。スタジオには藤井彩子アナ

ウンサーと田所拓也アナウンサーがおり、途中からは専門家も加わり、みんなで鍋を

囲む風景や鍋料理のおいしさについて話していたので、オンラインの浦嶋さんの映像

とは合っていないと思った。 

 

○  １０月６日(金)の東海 ドまんなか！「地元産業を守れ！岐路に立つ陶磁器」を見

た。家庭に広く普及している土鍋の生産量日本一が三重県四日市市の萬古焼だと初め

て知った。萬古焼は、じか火でも割れないというのが興味深く、原料にペタライトが

使われていることも初めて知った。ジンバブエの鉱山からペタライトを輸入してきた

が、電気自動車の開発を進める中国の企業がバッテリーに使われるリチウムがペタラ

イトに含まれることに着目し、鉱山を買収したことで価格が高騰して萬古焼が岐路に

立たされていると伝えていた。テロップだけでもいいので、ペタライトの化学式があ

ると、リチウムとの関連性がより分かりやすくなると思った。国内で生産される土鍋

の８割が萬古焼で、取材した窯元では年間１５万個の土鍋を生産していると紹介して

いたが、１５万個が多いのか少ないのか分からなかった。１５万個がどの程度のシェ

アなのか、全国ランキングではどのあたりに位置するのかといったデータがあれば、

より理解が深まったのではないか。ゲストで四日市市出身の浦嶋りんこさんは、萬古

焼にまつわるコメントが興味深く、印象に残った。番組では、サツマイモを土鍋と金

属の鍋でそれぞれゆでて、糖分の量を調べていた。土鍋を使った方が糖分が多くなる

という結果だったが、土鍋でゆでた方が１８グラム、金属の鍋の方はは１６グラムで

差はわずかだった。使用した鍋の差というよりも使ったサツマイモの差ではないかと

疑問に思った。また、縦軸に温度、横軸に時間を示したグラフでは、時間を分ではな

く秒で表示することで、土鍋と金属の鍋の差を大きく見せようとしているのではない

かと気になった。番組の後半では、ペタライトに頼らず、主にガラス製品や半導体に

使われるシリカという物質を使って土鍋づくりを試している窯元を紹介していた。今

後、研究開発を進めていくとのことだったので、その成果に期待したい。最後に紹介

された、不要になった食器を再利用してリサイクル食器を作る取り組みも興味深かっ

た。視聴者からＳＮＳで寄せられたメッセージの中に、萬古まつりについてふれてい

るものがあり、興味を持ったので機会があればぜひ行ってみたいと思った。 

 

○  １０月６日(金)の東海 ドまんなか！「地元産業を守れ！ 岐路に立つ陶磁器」を

見た。冒頭で藤井彩子アナウンサーが「土鍋を囲む光景がなくなるかもしれない」と

コメントしていたが、「安価な土鍋を囲む光景がなくなるかもしれない」というのが正

しいのではないかと思った。国内の土鍋のシェア８割を占める萬子焼は、原料にペタ

ライトという物質を使うことで、じか火でも割れないのが特徴だと伝えていた。ただ、
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土鍋は古くから日本にあり、海外から輸入されるペタライトを使用しない陶土 100％

のもので、じか火に耐えられるものは存在すると思う。ペタライトが高騰して入手が

難しくなっていると伝えていたが、海外の資源に頼らず、多少価格は高くても、そう

いった土鍋を大事に使っていこうと伝えた方が、解決策としてふさわしいと感じた。

ただ、陶土 100％だと思っていた伊賀焼にもペタライトが含まれるものがあると知り、

一般の人が購入する日用品としての土鍋には、ほとんどペタライトが含まれているの

ではないかと感じた。そのため、土鍋における萬古焼のシェアだけでなく、土鍋にお

けるペタライトの使用率も示すべきだったと思う。その情報を伝えないと、萬古焼だ

けが海外の資源を利用して安価な商品を作っているという悪いイメージを与えてしま

うのではないかと感じた。安価で日用品として使える土鍋は、日本ではペタライトを

使わずに生産するのは難しいとはっきり伝えた方がよかったのではないか。これまで

の「東海 ドまんなか！」を見ていて、取材対象に都合の悪いことや、取材対象とは

異なるやり方をしている人や企業を取り上げないようにしているのではないかと感じ

ることがある。当然すべき配慮も含まれると思うが、それによって視聴者に誤解を与

える可能性があることも意識してほしい。 

 

○  １０月１０日(火)の「家康と三成のスマホ 方言版」(総合 前 2:20～3:00 東海３

県)を見た。９月に放送した「標準語版」はＮＨＫオンデマンドで、「方言版」はＮＨ

Ｋプラスで見た。このシリーズの大ファンで、家族全員がテレビの前に集まって見る

番組の一つとなっている。最近、家族全員で見る番組が少なくなってきているが、子

どもも喜んで一緒に見てくれるので感心している。今回は最終回の内容が視聴者の投

票によって決まる仕掛けになっていて、最後まで非常に楽しめた。「方言版」は、「標

準語版」と比較しながら、どこがどう変わったのかを楽しみに見られるのですばらし

い取り組みだと思う。一方、ＮＨＫプラスをスマートフォンで見ていて気になる点が

二つあった。まず、画質の設定方法について。この番組を“最低画質”で見ると、番

組の中心となるスマートフォン上のチャットの文字が読めなかった。画質を変えよう

としても設定の変更方法がすぐには分からなかったので、何らかの注意書きやガイド

が表示されると、より使いやすくなると思う。次に、番組の表示順について。東海・

北陸というプレイリスト内に８話分表示されていたが、放送日が新しい順に上から

並んでいるので、自動再生で１話から順を追って見られなかった。大河ドラマ「どう

する家康」の２分ダイジェストでは、話数順に並んでいたので、設定によって変えら

れるのではないかと思った。今後は番組の表示順についても検討してほしい。 

 

○  １０月１３日(金)の東海 ドまんなか！「これからが本番！？実はスゴイ“東海ラ

グビー”」を見た。今開催しているラグビーワールドカップに合わせた、非常によいタ

イミングでの放送だった。さらに、視聴者からＳＮＳで寄せられたメッセージを随時
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表示させ、大変効果的に紹介していた。ラグビーはルールが難しく、本格的なファン

になるにはハードルが高いスポーツという印象があるが、好きになればこれほどおも

しろいスポーツはないと思っている。それだけに、ラグビー関係者はファンの裾野を

広げていく必要があると思うが、この番組ではそのヒントを紹介しており大変よかっ

た。ラグビージャーナリストの村上晃一さんの解説も大変よかった。試合中は激しく

ぶつかり合うが、試合が終われば、お互いをたたえ合うノーサイド精神や、ラグビー

の試合数が少ないのは選手の負担が大きく休息が必要なことなど、専門家ならではの

解説が聞けてよかった。試合以外でファンを増やす取り組みとして、静岡ブルーレヴ

ズの人気選手がスタジアム行きの特別列車でビールを注いでくれるイベントや、三重

ホンダヒートが地元出身の選手を一流選手に育てていく取り組みを紹介していた。地

域とスポーツチームがコラボレーションしていくのがこれからの時代の流れだと思う

ので、こういった取り組みを紹介していたのは大変よかった。 

 

○  １０月１３日(金)の東海 ドまんなか！「これからが本番！？実はスゴイ“東海ラ

グビー”」を見た。スタートした当初の「東海 ドまんなか！」は、慌ただしく落ち着

かない印象だったが、最近の回では、藤井彩子アナウンサーと田所拓也アナウンサー

による進行も安定してきて、構成も整理されてきたので見やすくなったと感じている。

2019年ラグビーワールドカップ・日本大会の際、日本国内でもラグビー人気が高まり

観客動員数が増えたものの、今はそれ以前の水準に戻っており、再び盛り上げていこ

うというのがテーマだった。静岡ブルーレヴズの人気選手がスタジアム行きの特別列

車でビールを注いでくれるイベントは、ファンとの密なふれあいを通じて、試合を見

に来る人を増やそうという取り組みだった。トヨタヴェルブリッツは、世界的なスター

選手と各工場や事業所を結びつけるアンバサダー制度を取り入れていた。従業員とそ

の家族と交流することでファンを増やすとのことだが、あくまでも社内向けの取り組

みにとどまっていると感じた。せっかくスター選手がいるのであれば、地域の一般の

人たちが試合を見に行きたいと思えるような仕組みに変えた方が効果的だと思った。

三重ホンダヒートは、地元出身の選手を一流選手に育てていくことで観客を増やして

いこうと努力しており、一過性ではないよい取り組みだと思った。ほかのメジャーな

スポーツと比べて、ラグビーのファンはまだまだ少ないと思う。ラグビーの将来を考

えると、こういったさまざまな取り組みを共有していく必要があると思う。ＮＨＫも

放送を通じてラグビーの情報発信を増やしていく必要があるのではないか。テレビで

はラグビーを見るがスタジアムには行かないという視聴者の意識をどう変えていくか

が、今後の課題だと感じた。ことしの６月７日に孤独・孤立対策推進法が成立し、６

月１４日に認知症基本法が成立した。このことについて、ニュースでは放送されてい

たと思うが、その後どうなったのかという情報があまり伝えられていない。特集番組

などで大きく取り上げてほしい。ＮＨＫの番組では、テーマの選定において、タイム
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リーなものが中心になっていると感じている。「クローズアップ現代」などでも、話題

となっているテーマを迅速に伝えるだけでなく、地味ながらも大切なテーマも取り上

げてほしい。 

 

○  １０月１３日(金)のＵＰっぷ富山 きとラボ「北陸新幹線延伸を前に 沿線の街は

今」(総合 後 7:30～7:55 富山県域)を見た。およそ半年前に、ホクロック！「北陸新

幹線延伸まで１年 どうする？北陸のまち」でも似通った題材が取り上げられていた

が、この半年間で工事が進み、駅の施設が一般向けにも開放されてきていることが分

かり、時間の流れが感じられた。北陸新幹線の延伸で新しく生まれる６つ駅について、

それぞれ公平に紹介する落ち着いた雰囲気の番組だったが、この場所に行ってみたい

と思わせるような番組にはなっておらず残念だった。東京駅と福井駅の間の所要時間

が最短で２時間５１分に短縮されるとあったが、現在はどれくらいの時間が必要で、

何分間短縮されるのかを具体的に示した方が、新幹線の延伸によって東京がより近く

なることが分かりやすく伝わったと思う。駅の施設の魅力や地域との関り、行政の取

り組みなどをニュートラルに紹介しており、視点が定まらないように感じた。観光地

としての魅力紹介なのか、ビジネス面での経済効果なのか、テーマを絞って詳しく掘

り下げることで、視聴者の関心に応える内容になったのではないか。最後に、富山県

の第３セクターあいの風とやま鉄道が運営する観光列車・一万三千尺物語を取り上げ

ていたが、北陸新幹線延伸との関連性が分からなかった。北陸３県が新幹線でつなが

る歴史的な瞬間なので、ぜひ開業直前に、多くの人に来てもらい沿線地域を盛り上げ

るような番組を「ホクロック！」として制作してほしい。 

 

○  ＢＳプレミアムとＢＳ４Ｋで放送している「プレミアムステージ」について。舞台

芸術を中継する番組だが、衛星波の整理・削減にともない日本の現代演劇の中継が減っ

てしまうのではないかと懸念している。舞台のテレビ中継は地方でも見られることが

メリットで、将来の観客を育ててきた文化だと思っている。特に、東京や大阪のよう

な大都市圏以外の人たちとって、舞台のテレビ中継は貴重な機会だったので、ぜひこ

れからも残してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

衛星波の整理・削減にともない、番組の総放送時間は減る

ことになるが、現在放送している個々の番組については、視

聴者から高い支持を受けている番組を中心に、視聴者の利便

性を損なわないことに留意しながら、衛星波の魅力を凝縮し

た番組編成を検討している。 

 



 15 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 
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２０２３年９月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２１日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、ホクロック！「北陸の課題も解決！プロスポーツにチャンスあり」に

ついて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１０月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

久野 哲弘 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

水口 実穂 （Co-working&Community Space K.I.T 運営代表） 

山崎 勝美 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ホクロック！「北陸の課題も解決！プロスポーツにチャンスあり」 

（総合 ７月２１日(金)放送）について＞ 

 

○  北陸地方のプロスポーツチームにおけるさまざまな取り組みや工夫が紹介されて

おり、感心しながら新しい情報を知ることができた。サッカーＪ３リーグ・カターレ

富山では、ホームゲームをお祭りのように盛り上げるイベントを開催していた。ご当

地グルメや赤ちゃんのハイハイレースなど、親子連れでも楽しめる内容となっていて、

サッカーにあまり興味のない人でも気軽に参加できる点が非常によいと思った。ハン

ドボール・富山ドリームスでは、地元の中小企業各社が分散して選手を雇用していた。

企業と選手の双方にメリットのある取り組みで、他の地域でも参考になると思った。

地域の人たちに向き合い、それぞれの地域に合った方法を見つけることの大切さを痛

感した。プロスポーツチームの運営では経営面が常に課題になると思うが、そのあた
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りの情報や説明がもっとほしかった。例えば、カターレ富山の平均観客数は 3,000 人

と紹介していたが、この数字をどう評価すればよいのか分かりにくかった。年間で観

客者数の増減はあると思うが、採算ラインはどれくらいかという情報があるとより分

かりやすかったと思う。私個人は、地域に拠点を置くプロスポーツチームの試合を観

戦したことがなく、多くの人が同じような状況ではないかと思う。身近に応援したい

と思えるチームが少ないのは、北陸地方だけでなく全国的な状況だと思う。そうした

中で、地域のチームがプロリーグに参加することの意味があまり理解できなかった。

経済効果や地域の活性化が最大の目的なのか、それを最も望んでいるのは誰なのか、

自治体はどう考えているのかといったところまで知りたかった。応援するスポーツの

有無を聞いたランキングで、北陸３県とも低いと紹介していたが、全国分のランキン

グも紹介したほうがよかったのではないか。ランキング上位の地域ではプロスポーツ

チームの運営がうまくいっているのか、それは都市部に限られているのかなど、全国

的な傾向をもう少し掘り下げた分析があれば、北陸地方の状況もより理解できたと思

う。 

 

○  北陸地方にはプロスポーツのイメージがなかったので、新しい情報として興味深く

視聴した。サッカーＪ３リーグ・カターレ富山では、スタジアム周辺でイベントを開

催することで観客数を増やす取り組みのほか、選手が県内の介護施設を訪れ利用者と

直接触れ合うことでファンを増やす活動を紹介しており興味深かった。地道な活動で

はあるが、ファンの裾野を広げるよい取り組みだと感じた。バスケットボールＢ３リー

グ・金沢武士団は、チームの拠点を金沢市から人口の少ない七尾市田鶴浜町に移すこ

とで事務所や選手寮の賃料といった運営費を削減していた。なんとしてもチームを存

続させるという強い意気込みが感じられた。クラウドファンディングなども活用すれ

ば、もう少し運営費の助けになるかもしれないと感じた。ハンドボール・富山ドリー

ムスでは、地元の中小企業各社が分散して選手を雇用しており、新しい取り組みだと

感じた。現役時代から地元の企業が雇用することで、プロスポーツ選手の引退後の問

題に対する、ひとつの解決策になるのではないかと感じた。選手のセカンドキャリア

に対する取り組みまで示すことで、全体としてまとまりがあるものとなっていた。プ

ロスポーツである以上、経営が順調であれば経済効果も大きくなるが、そのためには

運営費の圧縮や人件費の確保が非常に大切だという二つの側面を伝えており、バラン

スの取れた内容だった。 

 

○  プロスポーツチームの運営が、従来の大企業とのスポンサー契約によるものから、

地元企業を中心とした地域ぐるみの支援によるものへと変わりつつあると感じている。

番組を通じて、プロスポーツチームのあり方や地域密着を模索し経営面でもプラスに

していこうとする姿を知ることができ非常によかった。特に、北陸地方の事情を踏ま
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え、地域とともに歩むという基本理念は、プロスポーツチームに限らず地域の企業に

おける経営理念そのものだと感じられ、プロスポーツチームにも経営という感覚が必

要なのだと非常に興味深かった。人口の少ない町だからこそ事務所の賃料や練習施設

の利用料が削減できる、地元の中小企業各社が分散して選手を雇用することで採用難

を克服できる、試合をお祭りのようにイベント化することで、地域の活性化や経済効

果につなげることができる。そういった取り組みを知り、チーム、地元企業、自治体

それぞれにメリットがある好循環を作り出しているような印象を受けた。一方、選手

から見た切り口でも、もう少し掘り下げてもよかったのではないか。人口 1,700 人余

りの小さな町を本拠地として活動することに対し、プロの選手としては正直どのよう

な思いがあるのだろうかと気になった。地域住民に温かく受け入れられて大変感謝し

ているというコメントはあったが、不便なことや不安なことなど、もう少し本音に迫っ

た声の紹介もあるとよかった。成功事例の中でもよい面と合わせて、課題や問題点に

ついても指摘があれば、北陸地方に限らず地域おこしを考えるうえでよい参考事例に

なると思った。 

 

○  私の世代だと幼少期にＪリーグが発足したこともあり、プロスポーツは大企業がス

ポンサーでテレビの中の華やかな世界に存在するイメージがあった。しかし、経営環

境が厳しさを増す中、現在では地域に密着し一人一人のファンや地域のコミュニ

ティーで補える部分を補い合い、選手も地域の課題解決に貢献することが求められて

いると知り、プロスポーツの姿が変わってきていると感じた。地域の人口や経済が縮

小していく中、プロスポーツには活性剤としての意義があると思う。北陸地方でプロ

スポーツチームが増えつつある理由や、全国的な状況について掘り下げた説明があれ

ば、よりふかん的に捉えることができたと思う。一方、プロスポーツの姿が変わりつ

つある中、プロスポーツの定義は何かが分かりづらいと感じた。個人的にはスポーツ

だけで生計を立てている人がプロというイメージがあるが、プロリーグに所属してい

ればプロスポーツなのか。何をもってプロスポーツとしているのか非常に気になった

ので、統計的なデータも含めて知りたかった。不振に陥っていたサッカーＪ３リーグ・

カターレ富山が再起したきっかけとして、ファンが試合で掲げた横断幕の「素人経営

では昇格できるわけがない。いい加減にプロスポーツクラブとして自立しろ」という

ことばを紹介していた。「素人経営」というのは、チーム発足以来、出資企業出身の社

長が続いたことを指していると思うが、2021 年には複数のプロサッカーチームを経営

してきた人物が社長に就任している。そうした経緯の説明がなかったため、全体の構

造が見えづらくなっており残念だった。 

 

○  今回はプロスポーツという切り口だったが、日本でライブエンターテインメントと

いう新しい文化が広がりつつあるのではないかと感じた。かつては祭りのように地域
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の人が一体となり、時間と空間を共有して盛り上がる機会が多くあったと思うが、今

は非常に少なくなってきている。デジタル化・バーチャル化が進んだ結果、反動とし

て時間と空間を共有して盛り上がれる場が求められているように思う。音楽業界でも

ＣＤの売り上げが減少する反面、ライブの観客数が非常に増えていると聞くが、同じ

傾向ではないかと思う。消費形態のひとつとして、誰もが貢献しながら作り上げる参

加型の消費は今後拡大していくのではないかとも感じた。ハンドボール・富山ドリー

ムスでは、地元の中小企業各社が分散して選手を雇用していた。働き手不足に悩む企

業にとっては、スポンサーとしての広告効果以上に、スポーツで心身ともに鍛えられ

たすばらしい人材を採用できるのは魅力的ではないかと思った。今後は、北陸地方だ

けではなく東海地方における取り組みも取り上げて欲しい。一方で、プロの定義があ

まり理解できなかった。例えば、選手が介護施設を訪問する活動が紹介されたが、ボ

ランティアではなくチームから報酬が支払われているように思う。どういった活動に

対してどの程度報酬が支払われればプロといえるのか疑問に感じた。個人的には競技

活動に対して報酬が支払われた時点でプロと見なされるのではないかと思ったが、富

山ドリームスのように企業でほかの従業員と同じように働く選手の姿を見ると、番組

内でのプロの定義がさらに分かりにくくなった。 

 

 （ＮＨＫ側） 

今回の番組では、所属するリーグがプロリーグと掲げてい

ることをもって、プロスポーツと呼ぶことにした。ただ、実

際にはリーグやチームごとに雇用形態や報酬の仕組みが異

なっているのが現状で、そういった枠組みをうまく整理して

伝えられなかったかもしれない。北陸地方の情報をしっかり

伝えることを重視したため、ほかの地域の情報についてはあ

まり伝えることができなかった。比較対象としてほかの地域

の情報を伝えることで、より理解が深まるとの指摘は、今後

の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  サッカーＪ３リーグ・カターレ富山の横断幕に関する説明が不足していたのではな

いかという点についてはどうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

過去に複数のＪリーグのチームを経営した経験のある人

物を社長として招き、その人の経営手腕もあって介護施設訪

問などの活動につながったという側面はある。その点もしっ

かりと説明した方がよかったかもしれない。ただ、一人の経
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営者の手腕によってチームが変わったというよりも、あの横

断幕をきっかけに地域全体として変わっていったことに焦

点を当てたいという意図があった。しかし、詳しい事情を

知っている視聴者にとっては疑問が残るような伝え方に

なってしまったのは反省すべきだと思う。 

 

○  自社の企業グループ内にプロスポーツチームを持つ立場として、大変興味深く見た。

北陸の各県が公式に応援する公認のプロスポーツチームが３県合わせて２０もあるこ

とを初めて知った。空き家だった民家に事務所を移転して経費を削減しつつ、地域住

民とのつながりを地道に構築している金沢武士団、地元の中小企業各社が分散して選

手を雇用して生活を支えている富山ドリームス。経済規模や大手スポンサーとなりう

る地元企業の数から見れば、乱立気味ではないかとも思ったが、これらのチームは地

域住民に本当の意味で自分たちのチームだと思ってもらい、応援してもらえる関係性

を築こうとしており、その努力には頭が下がる思いがした。また、地元の子どもたち

にとっては、憧れのプロスポーツ選手と身近に触れ合うことで、教育上の効果もある

と思う。プロスポーツチームを地域で支え続けるのが理想的な構造だと思うが、一方

で多くの地域で人口減少や過疎化、高齢化が進む中、この構造が将来的に続けられる

のかという疑問も感じた。富山ドリームスは、地元の中小企業各社が分散して選手を

雇用していたが、実業団チームが分散しているような印象を受け、何をもってプロと

称するのだろうかと感じた。また、サッカーやバスケットボールなど上位カテゴリー

に存在し続けるためには経営の安定化や大型競技場の整備が必要となるため、裾野が

広がる一方、一部の有力チームに人気や収入が集中してしまうのではないかという点

も気になった。サブタイトルに「北陸の課題も解決！」とあったが、本当に課題の解

決にまでつながるのか、もう少し厳しい見方があってもよかったのではないか。全体

的には、２６分という限られた時間の中で、サッカー、野球、バスケットボール、ハン

ドボールと４つの競技の事例を取り上げるとともに、北陸３県すべてのチームを取材

しており、各県のバランスに配慮された非常によい構成だった。 

 

○  ２６分という短い番組の中で、サッカー、野球、バスケットボール、ハンドボール

と、さまざまな種類のスポーツを取り上げ、各チームのあり方も伝えていて適切な時

間配分だったと思う。すでに特定のスポーツが盛んになっている地域では複数の競技

を同列に取り上げるのは難しいと思うが、今回これだけ幅広く取り上げられたのは、

北陸３県においてはスポーツという文化がまだ新興のものだからだとも感じた。終始、

プロとは何を指すのか考えながら番組を見た。スポーツだけでなく、俳優や演奏家と

いった文化や芸術におけるプロとは何かという疑問も浮かんできた。ゲストの金沢星

稜大学・西村貴之教授が「勝った負けたで人が離れてしまうチームでよいのか？とい
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う問題。阪神は勝とうが負けようが何万人が来る」と話していた。勝ち負けがあるの

がスポーツであり、勝っても負けても喜びや悔しさがあり、応援しがいのあるものな

のだと、文化・芸術の立場に立つ者として感じた。 

 

○  プロスポーツチームが経済効果をもたらし、地域の活性化につながるという切り口

がよかった。特定の競技や選手に興味がない人でも、ホームゲームのイベントで地域

の人たちがお祭りのように盛り上がったり、介護施設で高齢の人たちがテレビ越しに

応援したりしている姿を見ることで、番組のメッセージが分かりやすかったのではな

いか。「ホクロック！」は北陸３県向けの番組だけあり、チームと地域との接点が多く

取り上げられており、北陸ならではだと思った。プロスポーツチームには、経営が厳

しいというイメージを抱いていた。番組を通じて、実際に福井県の野球チームなどが

解散しており、ほかの県でもそうした現状にあることを知ることができ、ファンやス

ポンサーを維持していくことの大変さが伝わってきた。あるチームが金沢市から人口

の少ない七尾市田鶴浜町に拠点を移し、地域住民との交流を続けているといったイン

パクトの大きい情報も知ることができてよかった。この先進的な活動を見て、ほかの

地域でも同じような新しい動きに発展すれば、日本中に広がっていく起爆剤として経

済効果や地域活性化につながるのではないかという期待が持てた。英語が堪能な地域

の住民がチームの通訳スタッフになったり、地元の中小企業各社が分散して選手を雇

用したりする話題は、北陸ならではだと思った。番組を見た人が「このチームを応援

したい」「自分の地域にはどんなチームがあるのか」と思ったときに、すぐにアクセス

できるよう、ホームページに各チームの情報をテキストで掲載しておくとよいのでは

ないか。ＳＮＳ上で今回の番組に関連した投稿をいくつか見かけたので、ＳＮＳを活

用して発信するとよいのではないかと感じた。取り上げたチームや出演者、地域と関

連づけて発信していくことで、番組を放送だけで終わらせずに、さらに広めていける

と思った。 

 

○  北陸３県に拠点を置くプロスポーツチームがこれほど多いとは知らなかったので、

その点は勉強になった。一方、北陸３県でこれだけ多いということは日本全国にはよ

り多くのチームがあるのかと思った。プロスポーツチームの増加は北陸だけの現象な

のか、それとも日本全国でも町おこしの一環として同じような状況なのか興味がわい

た。今回、北陸でプロスポーツチームが増えつつあると伝えていたが、これまではど

れくらいチームがあり、なぜここまで急速に増えたのかという説明もあれば、このテー

マを今取り上げる意味がよく伝わったのではないか。サッカー、バスケットボール、

野球、ハンドボールとさまざまなスポーツを取り上げており、出演した人たちも年代

や性別も含めたバランスがよく、北陸におけるプロスポーツがどういうものか多方面

から表現されていた。番組を見ていて、プロスポーツとは、プロの選手とは何かとい
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う点が非常に気になった。最後に取り上げたハンドボール・富山ドリームスでは、選

手は地元の企業に雇用されているとのことだった。個人的には、プロのスポーツ選手

は、競技活動に対して報酬を受け取る業務委託のような契約の人のことだと思ってい

たので、会社に社員として雇用されているのであれば、プロスポーツ選手としての仕

事は副業にあたるのかといった点も気になった。富山の事例と実業団との違いは何か

といった説明が少しでもあるとよかった。全体としては、初めて知ることが多く、選

手と地域住民とのエピソードは心温まるものでよい番組だった。 

 

○  これまでの「ホクロック！」と比べると、はるかにクオリティーが高くメッセージ

もシンプルに絞り込まれていた。今後の「ホクロック！」でも、同等のクオリティー

を維持していってほしい。自分自身も含め、ふだんスポーツにあまり興味がない人た

ちから見てもこの番組は興味深いと思う。特に後半部分は、地域の課題をどう解決す

るのか、地域共生とは何かという点に関心がある人たちにとっても参考となる番組に

なっていたと思う。ほかの委員から選手から見た本音の部分にも迫ってほしいとの意

見があったが、私は取り上げたチームの取り組みは選手にとってメリットのあるもの

だと思う。昨今、教育が大きく変わる中、経済重視の働き方を望む人は減り、それぞ

れが好きなことを続けながらどうすれば生きていけるのかを考える若者が増えつつあ

る。そのような状況の中、好きなスポーツをずっと続けたいと思いながら、どこかの

段階で諦めざるをえない人たちも多い。番組で取り上げた、地域の中小企業に雇用さ

れながらスポーツを続けられる富山ドリームスの仕組みや、引退後も継続した雇用が

あれば、社内の部活動や地域のボランティア活動で選手としての経験を生かしやすく

なると思う。今回の番組では、経済よりもそれぞれの幸せを重視する社会において広

く当てはまるモデルが紹介されたと思う。その意味では、現在プロとして競技を続け

ている選手にとっても、将来的に不安なく続けていけるという思いがあったのではな

いかと思う。そういう観点から、ぜひ続編の制作をお願いしたい。続編では、選手一

人一人にフォーカスし、さまざまな思いに着目することで、実態がより明らかになる

と思う。「ホクロック！」はもともと若者の気持ちを表現することを重視していた番組

だと思うので、そういった番組のコンセプトにも合致するのではないか。 

 

 （ＮＨＫ側） 

選手個人の思いという部分に関連して、印刷会社で働きな

がらプレーを続ける富山ドリームスの選手について補足す

る。以前所属していたチームではアルバイトをしながら何と

か選手生活を続けてきた。しかし、富山ドリームスでは、練

習時間を配慮した形態で雇用されることで、競技に専念でき

るようになり、以前と比較すると非常によい環境になったと
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のことだった。選手の生の声については、前向きなものだけ

でなく、不安といった本音の部分も含めてさまざまな声を取

り上げることで、より多面的な番組にできたかもしれない。

また、全国の状況と比べることで北陸の状況をより理解でき

るのではないかという指摘については、実際にどうやれば北

陸の課題解決につながるのか、具体的な数値も含めて示すこ

とができるとよかった。また、番組を見て、「チームのことを

もっと知りたい」、「試合を見にいきたい」と思った人が、実

際の行動に移すことができるようなデジタルでの展開があ

ればとの指摘も、今後の参考にしていきたい。今回は、チー

ムが盛り上がることが北陸の活性化にもつながるという思

いで作った番組だったため、チームと連携したＳＮＳ発信へ

と発展させられたかもしれない。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ７月２２日(土)の「みえスペシャル 伊勢型紙 千年のその先へ」(総合 前 9:00～

9:30 三重県域)を見た。伊勢型紙の展覧会などを訪れた際、技術を伝承する人が少な

いとは耳にしていたが、２０年もの歳月をかけてまったくの素人から職人を育てる「伝

承講座」という取り組みがあったとは知らず、大変勉強になった。伝統産業の技術は、

家族や親類の間で受け継いでいくのが合理的というイメージがある。その産業を家業

とする家に生まれた人のほうが、手先の器用さを受け継いだり、いわゆる帝王学的な

教えに早い段階から触れられたりするため有利だとは思う。しかし、私は以前から、

その家に生まれた人以外にも才能がある人、ふさわしい人がいるのではないかと感じ

ていた。その点を番組が明確にしてくれたように思う。番組では、職人としての第一

歩を踏み出したばかりの人たちがさまざまな困難にぶつかりながらも、試行錯誤し、

助け合いながら乗り越えていく姿が描かれており、見どころの一つだった。昔の卓越

した技術の伝承者や伊勢型紙の技術的な説明は必要最低限に絞られていた。そのこと

で、技術を受け継いでいきたいという強い思いがさらに際立ち、胸に響いてくるもの

があった。特に、伊勢型紙協会の担当者の「受け継いできたこの灯を消してはいけな

いという、強い先人たちの気持ちを次世代につないでいけたら」ということばは、従

来の伝承の形から一歩抜け出そうという決死の思いを一言で言い表していたようで心

に響いた。このことばに出会えるまでには大変な苦労があったであろう津局のスタッ

フに敬意を感じた。伝統産業の伝承に悩む三重県以外の人たちにも今回の番組を見て

もらいたいと思っていたところ、全国向けに放送されたと知り、大変うれしかった。
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ただ、疑問に感じた点もあった。全体としては視聴者の気持ちを代弁してくれるよう

なナレーションだったが、自分の気持ちとは異なる部分があった。例えば、先人たち

が引き継いできた気持ちを次世代へと引き継いでいきたいという趣旨のインタビュー

の後、「２人の弟子が助け合うから責任も２倍」というナレーションでまとめていたが、

「責任も２倍」が何を意味するのか分からなかった。ナレーションの内容と視聴者の

気持ちが一致しないのは、悪いことなのかどうかは分からないが腑に落ちない気持ち

になった。また、伊勢型紙を作るうえでさまざまな工程が存在することは理解できた

が、紙自体を作る職人が１人しかおらず伝承する人もいないと耳にしたことがあり、

伝承が難しい部分もあるという情報も少しは盛り込んでほしかった。 

 

○  ８月２７日(日)のＤｅａｒにっぽん「変わりゆく海で～富山湾・若者と漁師の物語

～」を見た。「富山湾の海水温が少しずつ上昇して、海が様変わりをした」というナレー

ションから番組が始まっていた。海藻を食べるウニが大量に繁殖して海藻が減り、そ

の影響で魚がいない場所が増えているとのことだった。最初に感じたのは、この現象

は富山湾に限らず、日本の近海すべてで起きているのではないかということだった。

実際に、これまで取れていた魚が全く取れなくなったり、取れる地域が変わってきた

りしている。例えば、以前はよく家庭で食べられていたサンマが、今や幻の高級魚と

いっても決して大げさではない状況になってきている。番組の冒頭から、日本や地球

は本当に大丈夫なのかと懸念すると同時に、改めて地球温暖化がいかに深刻か考えさ

せられた。番組は、海を宝だと思う地域おこし協力隊の若者と地元のベテラン漁師と

の心の葛藤を物語風に描いていた。最初はお互いに疑心暗鬼で遠巻きに見ていた２人

が、次第に距離を縮め、昔のような豊かな海を取り戻したいという気持ちで一つにつ

ながっていく姿が描かれていて、楽しく見ることができた。地域の人たちを巻き込ん

でボランティアでウニを駆除する取り組みをしていたが、地域にとってこの取り組み

をどれだけ継続できるかが課題だと思った。また、番組を見ている我々にも何かでき

ることがないかと感じた。「想像以上に進んでいる海の異変、あるいは何が起きている

のか分からない、どうすることもできない」ということばがあったが、根本的な原因

である地球温暖化という大きな課題を、もっとストレートに投げかけてもよかったの

ではないか。そうすることで、視聴者の心にさらに響かせることができたのではない

か。 

 

○  ８月２７日(日)のＤｅａｒにっぽん「変わりゆく海で～富山湾・若者と漁師の物語

～」を見た。海水温の上昇や海藻を食べるウニの増加で魚や貝などが生息できなくな

る「磯焼け」について、地域おこし協力隊の若者と地元のベテラン漁師にフォーカス

して描いていた。海藻が豊富で魚も多く泳ぐかつての富山湾として 2005 年の映像を

流した後、現在の富山湾として全く海藻がなく魚も泳いでいない映像を流していた。
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この２つの映像が同じ場所で撮られたものかどうかの説明がなく、もし別の場所で撮

られた映像だったとすれば、視聴者に誤った印象を与えてしまうのではないかと思っ

た。また、富山湾における磯焼けの広がりが具体的なデータで示されず、何となく魚

が減っているという情緒的な印象のまま番組が進んでいった。若者がウニの数を調査

し、地元の人に協力してもらいボランティアでウニを駆除するイベントを開催してい

たが、約 700 個という駆除数がどれほどの効果があるのか、駆除したウニをどう処理

しているのかが分からず、全体としてすっきりしなかった。富山局では、氷見高校の

海洋科学科の生徒たちが、磯焼けで身入りが悪く商品価値がないとされるウニに、規

格外で廃棄された野菜を与えて養殖する取り組みを取り上げてきた。ところが、今回

の番組ではウニの駆除だけを取り上げており、駆除されたウニを活用する取り組みと

は連携されておらずもったいなく感じた。最終的に若者とベテラン漁師は、本当の意

味では分かり合うことなく番組が終わってしまったところはリアルに感じた。地域の

人たちの間でウニの駆除活動に対する理解が進まない背景には、活動の効果を示す具

体的なデータの提示といったコミュニケーションの不足があるのではないかと思った。

その点は、今回の番組のあり方にも共通しているように思った。 

 

○  ９月１日(金)の「まるっと！」を見た。東海地方各地で行われた南海トラフ巨大地

震を想定した訓練のニュースに続き、名古屋駅周辺の街頭に設置された歩行者案内

板を取り上げていた。名古屋駅地区街づくり協議会が設置したもので、太陽光パネ

ルや蓄電池を備えているため周囲が停電しても非常用電源として誰でも無料で利用

でき、ＵＳＢポートからスマートフォンなどの充電ができると伝えていた。このよ

うに災害時に役立つ機能を備えた案内板があるのは全国でも名古屋だけだという説

明もあった。名古屋駅周辺では大規模地震発生時におよそ４万 3000 人余りが帰宅困

難者になると伝えていたが、どの大都市でも帰宅困難者が多数発生しパニック状態

になることが想定される。それを防ぐため、行政の取り組みとしても本格的に拡大

させる必要を感じた。大災害時に想定される問題やその対策については、過去の災

害の節目だけではなく、折に触れてニュース番組などで掘り下げて伝えた方がよい

と思った。 

 

○  ９月２日(土)、３日(日)のＮＨＫスペシャル「映像記録 関東大震災 帝都壊滅の

三日間」を見た。発災時に撮影された記録映像を８Ｋ技術で高精細・カラー化し、被

害の実相を分析していた。オリジナルの白黒映像では読み取れなかった人々の表情

や崩れた店の看板などが鮮明に浮かび上がったことで、撮影場所や時間が特定でき、

被災者たちが火災が広がるにつれてどのように移動し、行動したのかを時系列に

沿って解き明かしていたのには感心した。まるで昨日のニュース番組かのような

生々しい映像で、映像の持つ力を存分に表現しており、ＮＨＫならではの番組だっ
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た。さらに、映像の力だけに頼るのではなく、陸軍の被服しょう跡で発生した火災旋

風のメカニズムを実験で再現したり、多くの朝鮮人が殺害される原因となった流言

飛語の実態について当時を知る人たちが残した証言音声で裏付けたりしていた。史

実を正確に伝えることにも配慮された、非常によい構成だったと思う。 

 

○  ９月１４日(木)の「まるっと！ぎふ」を見た。最初に、岐阜県・大垣市で、みかじ

め料を受け取ったなどの疑いで暴力団員が逮捕されたと伝えていた。私自身、「みかじ

め料」ということばを初めて耳にしたし、子どもが聞いても意味が分からないと思う

ので、最初に「みかじめ料」の説明があったほうがよかった。飲食店などがみかじめ

料を支払う行為は、反社会的勢力が存在する地域ではどこでも見られると思うが、

ニュースを見たことでさまざまな疑問が浮かんできた。みかじめ料をめぐる背景や現

状を、もう少し伝えたほうがよいと思った。次に、各務原市で水道水からＰＦＡＳ（有

害性が指摘されている有機フッ素化合物）が国の目標値を超えて検出されたと伝えて

いた。番組では、熊本市の一部の住民が利用している井戸水からＰＦＡＳが検出され

た事例も紹介していた。水道水から検出された各務原市では、対策として水源地の設

備にＰＦＡＳを除去するための活性炭を設置すると伝えていた。水道水の処理過程で

は活性炭が使われているはずなので、なぜ各務原市では水道水からＰＦＡＳが検出さ

れたのか疑問に思った。現時点では検出されていないだけで、近隣の地域の水道水に

もＰＦＡＳが含まれているかもしれないと不安に感じた。最後は、出産前後の母親を

サポートする“ドゥーラ”として愛知県で活動するブラジル人女性についてリポート

していた。この女性は“ドゥーラ”として活動する前、自身が日本で出産するにあた

り、帝王切開が多いブラジルとは異なり、日本では出産に長い時間がかかる自然分べん

が主流で、相談相手もおらず不安に感じていたということだった。この女性は、日本

語が得意ではない母親をサポートする場合には通訳もするという。番組を通じて、こ

のような仕事をしている人がいることを初めて知り、大変参考になった。 

 

○  ９月１５日(金)の「おはよう日本」内の特集「働き手クライシス 命を支える訪問

介護 “人手不足”深刻 」を見た。在宅での介護を担う訪問介護の現場で、深刻な人

手不足に陥っていることを、有効求人倍率など具体的な数値を示しながら伝えていた。

訪問介護では、緊急時でも１人での対応が求められるため高い技術や経験が必要とさ

れ人材が集まりにくいと解説していた。訪問介護の人手不足が続くと、高齢者だけで

なく難病患者や重度の障害がある人のケアができなくなり、危機的な状況になると伝

えていた。解消するための手立てとして専門家によるコメントも紹介されていたもの

の、現状の報告にとどまっていると感じた。どうすれば訪問介護の人材を増やせるの

かといった、より将来へとつながるような内容があるとよかった。 
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○  ９月１５日(金)の東海 ドまんなか！「子育て支援 ホントに必要なのは？」を見

た。東海地方の各自治体が取り組んでいる子育て支援策を取り上げていた。それぞれ

興味深かったが、一つ一つの問題について掘り下げが足りないと感じた。岐阜県・大

垣市では、市から委託された子育て事業として公園の管理やイベントを企画する地元

のＮＰＯ法人や、市が補助金を出して運営しているこども食堂を取り上げていた。市

からこども食堂への補助金を増額したものの、スタッフの多くがボランティアで人手

が集まらず開催できる回数が限られるのが課題だと伝えていた。さまざまな子育て支

援策は、最終的に給付金や支援団体への補助金といった財源の問題にいきつくと思う。

番組では、財源をどうするのかまで掘り下げられていないと感じた。成功事例として

紹介された岡山県奈義町、兵庫県明石市の取り組みも医療費無償化や出産祝い金など、

経済的な支援策が主体であり、その財源をどうやって確保しているのか知りたかった。

男性の育休について、取得したいと思う人の割合が 86.3％なのに対し、職場が取得し

やすい環境だと思う人は 38.7％にとどまるとのデータが紹介されていた。育休が終

わっても子育ては終わりではなく、今打ち出されている子育てのしやすさを目指した

働き方改革の実現は、現実的には難しいと感じた。 

 

○  ９月１５日(金)の東海 ドまんなか！「子育て支援 ホントに必要なのは？」を見

た。番組冒頭で子育て支援について、子育て世代だけでなく地域にとっても短期的・

長期的なメリットがあることを明確に示していた。多くの視聴者に当事者意識を持っ

てもらえる始まり方で、価値があると思った。自身の子育てを振り返ると苦労も多かっ

たが、ほんの短い時間だったとも思う。そのため、今まさに子育てをしている人たち

以外に関心を持ってもらうことが難しく、支援に継続性がないことが問題だと常々感

じていた。番組では、子育て支援は子育て世代だけの問題ではないことを伝えていて

よかった。ただ、番組で取り上げていた家事代行や保育園でのおむつの問題は、自分

が子育てをしていた２０年ほど前にもあったので、あまり変化しておらず残念に思っ

た。男性が子育てする際の課題として、田所拓也アナウンサーが「男性トイレにはお

むつ交換のスペースがない」と話していたのは、今の時代ならではだと思った。男性

の育休について、取得したいと思う人の割合が 86.3％と紹介されていたように、子育

て世代を取り巻く環境は変化しているが、社会的な整備が追いついてないと感じた。

そのため、このような番組を作り続けることは非常に重要だと思う。東京大学大学院

の山口慎太郎教授が、ユニセフが各国の男性向けの育休制度を比較したところ、日本

は世界一に位置づけられたと話していた。制度自体は大きく変わってきたが、あまり

に複雑なため、もう少し詳しい説明があるとよかった。また、職場に影響が出ないよ

うに育休が取れる法整備も進んでいるので、そうしたことも広く伝えることで、育休

を取ろうと思う男性が増えるのではないか。子育ては嫌なことばかりではないのに、

今回の番組でもつらくて大変で忙しいという側面ばかりが全面に出ていたので、多く
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の人にとってよいこともあるという点も伝えられるとよいのではないか。 

 

○  ９月１５日(金)の東海 ドまんなか！「子育て支援 ホントに必要なのは？」を見

た。「東海 ドまんなか！」は各回のテーマに興味を持ってもらう入口のような番組だ

と思っている。そういう意味で、今回はすっきりした構成で、流れもスムーズだった。

誰もが育休を取得するのが当たり前で、自治体や周囲がそれをサポートするのも当た

り前という雰囲気が広がることにより、日本全体が大きく変わっていくと思う。日本

でも制度としては整備が進んできているが、そうした雰囲気や考え方、価値観の部分

がボトルネックになっていると感じるので、ＮＨＫのような影響力の大きいメディア

が発信していくことで変えていってほしい。自治体レベルでの取り組みについて、も

う少し踏み込んだ説明があると、それが優れたものなのか一般的なものなのかが判断

できると思った。例えば、大垣市では地元のＮＰО法人が市から委託された子育て事

業として公園の管理やイベントを企画していたが、既存の公園管理の予算の使い道を

柔軟に変えることで、この取り組みを実現しているのであれば、非常によい例だと思

う。逆に、短期間の試行だったり、国の補助ありきの取り組みならば、継続性がなく、

よい例とは言えない。予算やその財源については、自治体や支援団体の関係者にとっ

て参考になるかどうかのポイントとなるので、もっと踏み込んだ説明があるとよかっ

た。「東海 ドまんなか！」が興味を持ってもらう入口のような番組だとすると、その

次にどう展開していくかを工夫することで、視聴者の満足度がさらに増すのではない

か。よい番組を制作したとしても、その次の展開がなければ、番組自体の満足度も下

がってしまうと思う。よい番組であればあるほど、次の展開が気になり、もっと知り

たいという刺激になると思うので、そういった展開にも取り組んでいってほしい。 

 

○  ９月１６日(土)の「おはよう日本」の中で「エイジズム」を取り上げたリポートを

見た。「エイジズム」とは、年齢を理由として固定観念や偏見を持つことを意味する。

アメリカでエイジズムを乗り越えようと活動を続ける７１歳の作家・アシュトン・アッ

プルホワイトさんを中心に取材していた。彼女は自らの老いへの不安をきっかけにこ

うした活動を始めたとのことで、エイジズムを乗り越えるためには、知恵と経験が大

事だと語っていた。また、日本でのモデルケースとして、６０歳から英語の通訳を始

めた７３歳の男性と、ハンバーガーチェーンで働く９０歳の女性を紹介していた。２

人の姿は、定年の延長や廃止の方向へと進んでいく日本の将来を示していると感じた。

そういう意味で、この２人をモデルケースとして取り上げていたのはよかった。リポー

トの最後には、エイジズムについて子どもたちに考えてもらう出前授業の様子も紹介

しており、裾野を広げていこうとする姿も見られてよかった。 

 

○  「高校生日記」プロジェクトについて。テレビ離れが進む若年層に訴求するための
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取り組みだと思うが、若干のもの足りなさを感じた。試みとしては理解できるが、中

心となるミニドラマが５分間というのは短すぎると思う。また、卒業を前にやり残し

たことを実行するというストーリーだったが、なぜこの時期に卒業がテーマなのかが

分からず、内容と放送時期とのずれに違和感があった。出演者がオーディションで選

ばれたという側面をもっと強調し、デビューを望む俳優の卵を発掘する番組やイベン

トにしていけば、より広がりが出るのではないか。 

 

○  ９月１８日(月・祝)の「ようこそ認知症世界へ ２０２３ 秋号」(Ｅテレ 後 7:00

～7:43)を見た。どちらかといえばネガティブなイメージがある認知症について、当事

者から見た世界をアニメと簡単なことばで分かりやすく解説していて興味深かった。

小学生の子どもと一緒に見たが、今回の番組を通して認知症について興味がわいたよ

うで、子どもにとっても漠然としたイメージだけでなく、実際に当事者が見ている世

界が分かりやすく伝わったのではないか。大人だけではなく子どもの学びの入口とし

ても非常によい番組だと思う。過去の放送回や番組のベースとなった本も読んでみた

いと思った。番組内で認知症の当事者と演劇を作る取り組みが紹介されていたが、当

事者や家族が演劇を通していきいきと活動する姿がよく伝わってきた。こういった取

り組みを広く紹介することで、日々大変だと感じている当事者や家族が前向きになれ

るきっかけになるのではないかと思った。日本だけではなく海外でも好評だと伝えて

おり、認知症を正しく知ることが社会的に広く必要とされていると感じた。内容とし

ては興味深ったものの、情報量が多く、一度に見るには放送時間が少し長いと感じた。

もう少し短いバージョンや、アニメやインタビューなど各パートを切り出したバー

ジョンがあってもよかったのではないか。映像と内容がよく、幅広い年代の人に知っ

てもらいたいと感じたので、気軽に見られる工夫があるとよりよいと思った。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 
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２０２３年７月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２０日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、９人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、「２０２３年度後半期の国内放送番組の編成」について説明があり、

「２０２４年度の番組改定」についての意見交換を行った。 

続いて、東海 ドまんなか！「愛知発“タマゴ革命” 逆風さなかの挑戦」について説

明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、８月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

久野 哲弘 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

水口 実穂 （Co-working&Community Space K.I.T 運営代表） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２３年度後半期の国内放送番組」および「２０２４年度の番組改定」について＞ 

 

○  これまでＢＳ１では、プロスポーツを含めさまざまな競技を中継してきたが、衛星

波の再編によってスポーツ中継の放送時間が減るのではないかと懸念している。再編

後の見通しについて知りたい。 

 

 （ＮＨＫ側） 

再編後にスタートするＮＨＫ ＢＳの編成は、現在のＢＳ

１とＢＳプレミアムにおいて視聴習慣が定着していたり、多

くの人に見られている番組を可能な限り融合していくこと

を基本としている。ＢＳ１における国際情報やスポーツ、Ｂ

Ｓプレミアムにおける教養・エンターテインメントといった
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エッセンスを凝縮し、バラエティー豊かな編成の実現を目指

している。なお、再編によって廃止となる番組は１２月時点

では、ほとんどなく主要な番組は継続される予定だ。 

 

 

＜東海 ドまんなか！「愛知発“タマゴ革命” 逆風さなかの挑戦」 

（総合 ６月３０日(金)放送）について＞ 

 

○  大きく分けて３つのパートで構成されており、それぞれに新しい発見と見応えが

あった。最初のパートでは、平飼いに取り組む養鶏農家・宮本健太郎さんを紹介して

いた。宮本さんの「与える餌によって味が変化し、四季を感じられる卵があってもい

いかな」ということばや、同じく養鶏農家でケージ飼いを続けてきた父の「１個 100

円の卵を買ってくれる人がおるかと思ったが、おったんですよね」ということばには

実感と愛情がこもっており特によかった。一方、３つ目の「空飛ぶＴＡＭＡＧＯ」の

パートで「危機打開のヒントは海外に」というテロップが常時表示されていたが、「危

機」が具体的に何なのかが分からず残念だった。「東海 ドまんなか！」はいつも親し

みやすい演出になっており、今回も冒頭で卵の高騰が食卓に与える影響やおすすめの

食べ方の紹介もあると伝えていたため、消費者目線に立っている印象を受けた。しか

し、最後まで見ると生産者の目線に立ってこの問題を取り上げており、生産者におけ

る危機がテーマだと理解できた。最後のパートを見るまで、生産者の目線に立ってい

ることが分からなかったため、それぞれのパートに一貫性が感じられなかった。冒頭

で生産者の危機について取り上げることを示し、その視点から解説していけば、生産

者を取り巻く厳しい状況がより理解でき、卵の適正な価格はどうあるべきか考える

きっかけになったのではないか。 

 

○  この番組を含め卵をテーマにした複数の番組を見る機会があり、それらと比較する

ことで気になった点が４つあった。１点目は、映像から伝わるメッセージはとても強

く、視聴者がそれを素直に受け取ると間違った形で情報を理解してしまう可能性があ

るのではないかという点だ。最初のパートでは、平飼いを味へのこだわりとして伝え

たかったのだと思うが、視聴者には鶏の命を尊重する飼育方法であり、そのコストが

価格に転嫁されていると伝わったのではないか。次のパートでは、自宅アパートで名

古屋コーチンを飼育する女性が紹介され、ゲストの弘前大学教授・石塚哉史さんの「農

業は生命産業」というコメントもあった。司会の藤井彩子アナウンサーが「味をとこ

とん追求」というフリップを示し、平飼いの卵を試食してその味をリポートしても、

視聴者には味ではなく卵と鶏の命のつながりや、鶏の生きる権利の方が率直な印象と

して残ったのではないか。ことばやフリップでテーマに引き戻そうとするよりも、映
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像から伝わる素直な印象を大切にするべきではないかと感じた。２点目は、養鶏農家

の宮本健太郎さんが平飼いで生産する卵を買っている人の取り上げ方だ。Ｄｅａｒ

にっぽん「闘うタマゴ〜愛知・父と子の物語〜」でも同じ母子を取り上げていたが、

宮本さんの卵を買う理由が異なるように感じられた。Ｄｅａｒにっぽんでは、平飼い

による鶏のストレス軽減を評価するコメントを使っていたが、今回は宮本さんから味

の説明を聞いて買っているところを取り上げていた。味の違いだけで１個 100 円もす

る卵を買うのか疑問に思う部分もあり、取り上げ方が番組によって異なるのは違和感

があった。３点目は、最後のパートで紹介されたシンガポールへ輸出される卵の生産

方法の伝え方だ。紹介された卵の生産方法を調べたところ、平飼いではなくケージ飼

いだった。番組では、餌代に通常の２倍近いコストをかけ栄養価や味にこだわってい

るとの紹介しかなかったため、前のパートから続けて見た視聴者の中には、平飼いに

よる卵だと勘違いした人もいたのではないか。最初と最後のパートを入れ替え、まず

海外向けに味にこだわった卵で勝負する生産者を取り上げ、最後に動物福祉の観点か

ら平飼いに取り組む生産者を取り上げる構成にした方がよかったのではないか。４点

目は、物価の優等生である卵が今後どうなっていくのか示されていなかった点だ。利

益率の低い安価な卵を生産する養鶏農家は、今後廃業していくしかないかのような印

象を受けた。安価な卵を求める声に対する答えがなかったのは疑問だった。日本の養

鶏農家は、このままでは海外の富裕層向けに高価な卵を生産していくようになってし

まうのではないかとも思う。だからこそ、平飼いの話題で養鶏は生命産業であるとの

視点を示したうえで、動物の命を大切にするためにも、卵の利益率の低さや薄利多売

の構造に問題があるとまとめた方がよかったのではないか。 

 

○  最初のパートで、養鶏農家の宮本健太郎さんが平飼いに挑戦する姿は非常に興味深

かった。平飼いによって日光を浴びた鶏の卵は卵黄中のビタミンＤが増加し、植物性

タンパクを含む餌を与えることで香りが控えめでクリアな味になるという情報は初め

て知った。卵は身近な食材であり、番組から得られた知識は家庭での会話を増やすこ

とに一役買ったのではないか。宮本さんは、対面販売で消費者に飼育方法の違いを直

接伝えることで割高となる理由も説明していたが、一般的な小売店の店頭ではそうし

た生産者の努力やこだわりを説明している様子はあまり見かけたことがない。今後も

日本の養鶏業が持続していくためには、生産者の努力に頼るだけではなく、流通や小

売りなどに携わる人たちが果たす役割も重要になってくるのではないかとの指摘が

あってもよかったと思う。シンガポールで愛知県産の卵が多くの飲食店や消費者に支

持されているという話題も非常に興味深かった。ただ、生産方法や生産者のこだわり、

鮮度を保つ空輸の苦労などについてもう少し詳しく知りたかった。自宅アパートで名

古屋コーチンと一緒に暮らす女性の話題もおもしろく見たが、「タマゴ革命」というタ

イトルとの関連性はあまり感じられなかった。金曜午後７時台の番組としては説明過
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多で堅苦しくなってしまうかもしれないが、愛知県の養鶏業の規模は全国的に見てど

のような位置にあるのか、卵の高騰の原因のひとつである鳥インフルエンザは東海地

方ではどのような影響を与えているのかといった基本的な情報があるとよりよかった。 

 

○  「愛知発“タマゴ革命”」というタイトルだったが、どの部分がどう革命的なのかが

不明確だと感じた。鶏が自由に歩き回ることができる平飼いという飼育方法や植物性

タンパクを含む餌は、愛知県以外の地域でも見られる取り組みで、どの部分が革命的

とまでいえるのかがあまり伝わってこなかった。他の事例と比較してどう先進的なの

かといった、裏付けとなるような説明も足りなかった。平飼いに取り組む宮本健太郎

さんを取り上げたパートでは、去年と比べて売り上げが２倍近くになったとあったが、

事業全体としての売り上げなのか、対面販売による売り上げなのかが分からなかった。

対面販売が事業全体に占める割合は多くないと思われるので、どの部分の数字なのか

データは正確に示す必要があると感じた。自宅アパートで名古屋コーチンを飼育して

いる女性の部屋から中継していたが、最初はこのパートの必要性が理解できなかった。

しかし、改めて考えてみると卵は生き物から生まれるのだという当たり前のことを実

感させてくれ、話題のよい転換点となっておりよかった。ゲストの弘前大学教授・石

塚哉史さんについて、番組開始からしばらくたってから農業経済学の専門家との紹介

があった。紹介されるまでどのような立場の人なのか疑問に感じてしまったので、冒

頭で紹介した方がよかったと思う。全体を通じて、誰にとってどういう状況が危機な

のかが分かりにくかった。消費者と生産者、どちらの目線から見ての危機なのかがポ

イントだと思うが、番組としては「生産者の危機は消費者の危機でもある」と一体の

問題として提示する意図があったと思う。養鶏業が事業として成り立たなくなれば、

卵の生産自体が困難となるため、消費者にも大きな影響がある。みんなで考えなけれ

ばいけないという問題提起が不十分だったため、番組が伝えたいメッセージに一体感

が欠けてしまったのではないか。 

 

○  卵が高騰している今、卵について考えるきっかけとなる興味深い内容だった。ゲス

トは農業経済学が専門の弘前大学教授・石塚哉史さんだったが、東海地方から離れた

地域で活動している人という印象を受けた。東海地方には同じ分野を専門としている

研究者はいないのかと気になった。平飼いという飼育方法は、詳しく知らない視聴者

もまだまだ多いと思うので、もう少し丁寧に説明してもよかったのではないか。ケー

ジ飼いと比較して、手間や費用、鶏に与えるストレスにどのような違いがあるのかを

示し、視聴者にメリットを理解してもらうことで、より多くの生産者にとって平飼い

が選択肢となりうる環境を整え、正当な利益が得られる方向に日本社会全体で向かっ

ていけるとよいと思う。自分自身も、卵の高騰が家計に響くと悩んでいたが、背景に

ある事情を知ることでこれまでの価格が異常なほど安かったのだと思えるようになっ
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た。今回は高価な卵を中心に取り上げていたが、今までケージ飼いで安価な卵の供給

に努力してきた生産者が番組を見てどう感じるのか気になった。また、日本では９割

がケージ飼いということだが、欧米諸国における割合も知りたかった。平飼いで日光

を浴びた鶏の卵は卵黄中のビタミンＤが増加すると紹介しており、どの程度増加する

か具体的なデータも示されていたが、その増加分がケージ飼いによる安価な卵の何個

分に相当するのかという観点でもデータを示してほしかった。高価な卵を子どもと一

緒に買いに来ていた母親にインタビューしていたが、小さな子どもに高価な卵を食べ

させた方がよいのか疑問に感じた。自宅アパートで名古屋コーチンを飼育している女

性を紹介していたが、鶏にとってアパートという環境は問題ないのか、室内で飼うた

めに付けられたおむつはストレスにならないのか気になった。 

 

 （ＮＨＫ側） 

愛知県の養鶏業の規模や位置づけ、ビタミンＤの含有量、

どう革命的なのかを裏付けるデータなどについて、もう少し

詳しく紹介してもよかったかもしれない。どのデータをどう

示せば、視聴者に関心を持ってもらい、納得、理解してもら

えるのか引き続き検討していきたい。平飼いで生産される卵

を紹介した後で、シンガポールに輸出される別の卵を紹介し

たことで、その卵も平飼いで生産されたかのように見えたと

の指摘があった。生産者の実情や思いを消費者にも知っても

らうことが大切だと考え議論した結果、このような放送順と

した。ただ、放送する順番によって、視聴者の受け止め方が

どう違ってくるのか、より想像力を働かせつつ制作していき

たい。 

 

○  「愛知発“タマゴ革命”」というタイトルだったが、どの部分が革命的なのかが分か

らなかった。平飼いは愛知県以外でも行われていると思う。餌に植物性タンパクや菜っ

ぱを混ぜることまで含むのかもしれないが、「革命」とまで表現するのはギャップを感

じ、いかがなものかと思った。ケージ飼いの卵と平飼いの卵の違いについて、番組で

は香りや味など感覚的な表現にとどまっていたように思う。平飼いにより日光を浴び

た鶏の卵は卵黄中のビタミンＤが増加するとのデータは示されていたが、増加するこ

とでどういうメリットや効果があるのかがよく分からなかった。平均的な卵の２～３

倍の価格でも継続的に買う人はいると思うが、一度買ったただけで次は買わない人も

いると思うので、平飼いで生産された高価な卵のメリットを具体的な根拠とともに示

してほしかった。「東海 ドまんなか！」は、ニュースなのか、ドキュメンタリーなの

か、エンターテインメントなのか、トレンド発信なのか、どっちつかずな印象を受け
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る。自宅アパートで名古屋コーチンを飼育している女性を中継で紹介していたが、エン

ターテインメント寄りで、取り上げた理由が分からず心動かされることもなかった。

最後のパートでは、愛知県からシンガポールに輸出される卵を「空飛ぶＴＡＭＡＧＯ」

と題して取り上げていた。海外向けに高品質で高価な卵を生産して利益率を上げるこ

とは生産者にとって重要だと思う一方、国内で卵が高価になり過ぎて買えない人はど

うすればよいのかと気になった。番組を通じてトレンドが把握でき、新しい知識が得

られたのはよかったが、見終わった時にすっきりしない印象を受けた。こうした番組

を繰り返し放送することで、新たな情報が広がり、少しずつ世の中の考え方や価値観

が変化していくという点は評価できるが、取り上げる情報や伝え方の方向性が定まっ

ていないように感じた。 

 

○  生産者と消費者をつなげたいという説明があったが、そのテーマにふさわしいよい

番組だった。卵は安価で栄養豊富なイメージだったが、それが今変わりつつあること

が理解できた。テーマのとおり、番組では生産者の生の声が取り上げられていて、懸

命な姿も伝わってきてよかった。生産者みずから店頭で販売するシーンも臨場感が

あった。自宅アパートで名古屋コーチンを飼育している女性には驚くとともに、この

ような人をどうやって捜し出したのか興味を持った。ただ、ペット飼育可能なアパー

トやマンションであっても、猫や犬とは特性の異なる鶏を飼育する人が増えてくると

トラブルの原因になりかねないと思った。卵も産んでくれるという点では新しい選択

肢だとは思うが、自分も試してみようとはあまり感じられなかった。消費者の目線か

ら見ると、卵はまだまだ安価で気軽に買えるイメージが根強い。番組では、生産者の

「卵は利益が薄い」というコメントを紹介したり、養鶏農家の減少や伝染病の懸念と

いった社会的な課題に着目しており、私たち消費者がどのような価値観に基づいて卵

を購入するのかを考え直すよいきっかけとなった。タイトルに「タマゴ革命」とある

ように、新しい取り組みを中心に紹介する番組だったとは思うが、一般的なケージ飼

いの生産者の紹介があってもよかったのではないか。私たちがケージ飼いによる大量

生産の恩恵を受けているのは確かであり、ケージ飼いの生産者がネガティブに受け止

められない工夫や見せ方もほしかった。 

 

○  当初、Ｄｅａｒにっぽん「戦うタマゴ～愛知・父と子の物語～」と同じような内容

なのかと思ったが、養鶏を営む宮本健太郎さんとその父親を異なる角度から取り上げ

ており、番組のメッセージがしっかりと伝わってきて興味深かった。宮本さんの父親

の「１個 100 円の卵を買ってくれる人がおるかと思ったが、おったんですよね」とい

うことばは、自分とは違うやり方に挑む息子に対する思いがこもっているようで胸に

響いた。中継で紹介していた、自宅アパートで名古屋コーチンを飼育する女性と鶏と

の“共同生活”はとてもほほえましく、自分でも飼育してみたくなった。冒頭の映像
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では「タマゴ革命」としてシンガポールへの輸出、愛知県内での平飼いの順に紹介し

ていたが、その後の番組内では順番が逆になっていた。冒頭の映像の順番が印象に残っ

ていたため、何を見ているのかが分かりにくくなり、シンガポールに輸出される卵も

平飼いによるものという誤解につながった可能性もあると感じた。番組側が用意した

テロップに加え、視聴者から寄せられたメッセージも次々と表示され、画面に文字と

して表示される情報量がとても多くすべてを読むことができなかった。特に視聴者か

らのメッセージは短時間で表示が切り替わり、内容までしっかりと把握することがで

きなかった。こういった演出は、視聴者と一緒に盛り上がっている空気感や双方向性

のアピールにはなると思うが、内容面でどのようなフォローができるのか気になった。

「空飛ぶＴＡＭＡＧＯ」としてシンガポールに輸出される卵を紹介していたが、日本

の卵はシンガポール以外に香港などにも多く輸出されていると耳にしたことがある。

また、シンガポールのスーパーマーケットでは、紹介された卵以外にも、多くの日本

の卵が販売されているように見える映像もあった。番組を見ると、日本の卵はシンガ

ポールにだけ輸出され、紹介した卵だけが人気を集めているかのような印象を受けた。

全体像が伝えられていないようで気になった。日本国内でも多くの種類の卵が販売さ

れているが、違いがあまり分からない人も多いと思うので、何がどう異なるのかといっ

た情報もあれば、消費者にとってより価値のある番組になったと思う。 

 

○  最近、生産方法にこだわったさまざまな卵が販売されるようになってきた中、生産

者がどのような思いで作っているのかが伝わってきた。シンガポールでは日本の卵が

付加価値の高い商品として普及し始めているといった紹介も分かりやすく、新しい知

識が得られた。一方で、番組のメッセージが分かりにくい部分があった。フィールド

キャスターが現場から伝える中継やスタジオでの有識者との対話が、ほかの回の「東

海 ドまんなか！」と比べてプラスに作用しておらず、その時間をほかのパートに回

すことができたのではないかと思う。「革命」と題して日本の製品や食品の海外進出を

取り上げた番組がほかにもないか調べたところ、2019 年にクローズアップ現代「日本

酒が『世界酒』に～ＳＡＫＥ革命～」が放送されていた。ホームページに掲載されて

いる内容を見たが、構成がとてもしっかりしていた。海外に日本の酒文化がどのよう

に広まっているのかを実例を交えて紹介し、なぜ世界で評価されているのかをゲスト

のソムリエが比較しながら評価していた。さらに、日本酒とビール、ワインに含まれ

るうまみ成分の違いなど科学的な根拠も示しており、確かに「革命」だと納得できる

構成になっていた。今回の「東海 ドまんなか！」でも、日本の卵の世界的な広がり

や、海外の卵との比較、平飼いとケージ飼いの違いなどを科学的なデータを使って示

すことで、より分かりやすくなったのではないか。付加価値の高い卵は、卵白と卵黄

の熱に対する反応の違いから、半熟で調理するのがよいとスタジオで紹介していたの

は非常によかった。有識者のコメントの代わりにプロの料理人が調理するシーンを入
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れ、付加価値の高い卵の味わい方や新しい楽しみ方といった紹介もあれば、うまく消

費者と生産者をつなげられ、メッセージがクリアになったと思う。海外からの観光需

要が再び高まりつつある中、日本の卵も注目されており、今後さらなる注目を浴びる

かもしれない。世界から高く評価される卵を比較的安価に安定して入手できる恵まれ

た環境にあることを、日本の消費者により理解してもらうことで、生産者と消費者を

よりよい形で結びつけていくことができると思う。放送のタイミングはとてもよかっ

たので、メッセージ性を高める工夫があれば、さらによい番組になったと思う。 

 

○  世界情勢の影響を受け、日本国内でも食品価格が上昇し、政府からは食料安全保障

リスクについて国民・消費者向けの情報発信が始まった。そのような状況の中、卵の

付加価値をどう評価し適正な価格はどうあるべきかを視聴者に問いかけるタイムリー

かつ興味深い内容だった。冒頭のナレーションで卵の価格を「過去にない異例の高値」

と表現していたが、そもそも卵の適正な価格はどの程度なのか、多くの視聴者に考え

てもらう機会になったと思う。農畜産物の価格は、肥料や飼料などのコストが高騰し

たからといって販売価格に転嫁できる仕組みにはなっていない。今の卵の高騰は、鳥

インフルエンザの感染拡大で大量の殺処分が行われたことによる卵不足が主な要因で

あり、生産者にとっても非常に無念であり本意ではないと思うが、そのことが消費者

にどの程度理解されているのだろうかと感じた。養鶏を営む宮本健太郎さんは、安価

な卵を大量生産するケージ飼いを改め、アニマルウェルフェアの考え方にも通じる平

飼いに取り組み、「ありのままの卵の味」を追求しようとしていた。ケージ飼いを続け

てきた宮本さんの父親の「１個 100 円の卵を買ってくれる人がおるかと思ったが、おっ

たんですよね」ということばは、世代交代する息子へのエールであり、喜びに満ちて

いるように感じた。生産する側が工夫して手間をかけ、他と差別化できる付加価値を

生み出せば高価でも売れることは、商取引の基本であり当たり前ではあるが、個々の

農家では情報発信にも限界があり、新たな需要の開拓も容易ではないと思う。シンガ

ポールへ輸出される卵を取り上げたパートで「海外で評価されることが、ひいては国

内での需要につながっていく可能性だってある」と解説していたのは印象的だった。

弘前大学教授の石塚哉史さんの「卵を価格の優等生と表現するのは、消費者の側面」

というコメントには思いを同じくした。栄養価の高い卵をいつでも安価に購入できる

こと自体はよいことであり、それを否定するわけではないが、日常的に安売りの目玉

商品とされることを生産者はどのように見ているのだろうか。番組で紹介していたよ

うに、生産者が“こだわり”を発信し、消費者が自分に合った卵を選ぶという考え方

はとても重要だと思う。 

 

 （ＮＨＫ側） 

「革命」とまで言えるのかといった指摘については、それ
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ぞれの事象を表現するにはどのことばがふさわしいのか、改

めて検討を続けていきたい。具体的な数値や科学的な違いを

示してほしいとの指摘については、どのようなデータをどう

示せば視聴者により納得してもらえるのか、これまで以上に

意識していきたい。 

 

○  ＳＮＳなどで寄せられたメッセージを画面に多数表示させる演出にはどういった

意図があるのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回は事前に寄せられたものと、放送中に寄せられたもの

の中から選択して紹介した。番組のテーマに対して、どのよ

うな意見が寄せられたかを紹介するだけでなく、制作する側

の意図を超えた視聴者の反応や受け止め方なども含めて番

組内で伝えたいという意図があった。どれだけの数のメッ

セージをどれくらいの時間表示するのが最適なのかは、視聴

者の属性や視聴形態によって異なると思うので、よりふさわ

しいバランスを見極めていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ６月１６日(金) 東海 ドまんなか！「世界が乾杯！ Ｍａｄｅ ｉｎ 東海 ウ

イスキー新時代」を見た。お金に関する話題は耳目を集めやすく、番組を見てもらう

きっかけとして取り上げたいという意図は理解できるが、１本 100 万円を超えるウイ

スキーなど価格の面がセンセーショナルに取り上げられており、日本のウイスキーの

魅力やどういった思いで生産されているかなどがあまり伝わってこず残念だった。中

国出身の男性がウイスキーのたるを１つ 250 万円で２つ購入したと紹介していたが、

必ずしも正確な伝え方ではなかったと思う。調べたところ、廃校になった小学校を蒸

留所として再生するプロジェクトがクラウドファンディングを募ったもので、支援者

に対する返礼としての要素もあるようだった。コミュニティー再生を支援しようとい

う気持ちで購入していたとすれば、利益のためだけに購入したかのような伝え方はい

かがなものかと思う。また、その男性が日本のウイスキー蒸留所の関係者を集めてマ

カオで大規模な商談会を計画していると紹介していたが、実際は商談会というよりも

ウイスキーファンに向けたイベントの性格が強いようだ。最初から番組としてのス

トーリーが決まっていて、それに合う部分だけを切り取っているのではないかと感じ
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た。 

 

○  ６月１６日(金)のみえスペシャル「テレビが伝えた三重」～ＮＨＫ津テレビ５０年

～」(総合 後 7:57～8:40 三重県域)を見た。懐かしい映像ばかりで、さまざまな工夫

がされており非常に楽しく見られるすばらしい番組だった。特に２つの場面が印象に

残った。１つ目が、菰野町で祭りの一環として行われていた草競馬だ。この地域の多

くの家で農耕馬として飼育されていた馬を走らせたことが起源だという。最近、三重

県・多度大社の「上げ馬神事」に対し、動物虐待ではないかとの批判が集まったこと

があったが、菰野町のように馬と人間がともに暮らしてきた文化が引き継がれなくな

り、人々の認識から抜け落ちてしまったことが一因ではないかと感じた。こうしたアー

カイブ映像を活用し、昔ながらの伝統や文化を現代の視点から再評価することは重要

だと思う。そうしなければ、「上げ馬神事」のような伝統行事は、いずれなくなってし

まうのではないかと感じた。２つ目が、芦浜原発の建設計画への反対運動だ。東日本

大震災の経験から、三重県内に原発がないことの重要性を感じた人も多いと思う。そ

の背景には地域住民による激しい反対運動があったことを、改めて評価した視聴者も

いたのではないか。また、芦浜地区がある２つの自治体のうち旧紀勢町は賛成派だっ

たことも取り上げており、双方の視点が盛り込まれたよい構成だったと思う。ただ、

こうしたアーカイブ映像は記録としての意味が大きいと思うので、映像の美しさを訴

えたい場面であっても年代と場所をテロップで表示してほしかった。 

 

○  ６月２７日(火)のクローズアップ現代「精神科病院でなにが・・・ 追跡・滝山病

院事件」を見た。以前から精神科病院における人権問題に関心があり視聴した。内部

告発がきっかけで、八王子市内にある精神科病院で入院患者への虐待事件が発覚し看

護師ら５人が逮捕や書類送検されたと伝えていた。ＮＨＫが１年半にわたりこの問題

を追跡取材したことは評価したい。閉鎖的になりがちな精神科病院内での事件のため

発覚が遅れたようだが、患者への暴力は当然許されるものではなく、人権侵害として

法的に厳しく裁かれるべきだと感じた。後半部分では虐待だけでなく、根拠が不明瞭

なまま急性心筋梗塞だと診断され、複数の投薬など不適切な治療が行われた可能性が

あると指摘しており、同じ医師としてあってはならないことだと強く感じた。虐待事

件に関わった看護師ら５人は逮捕や書類送検されたが、不可解な診断を下し不適切な

治療を指示したと思われる医師の責任も糾明していかなければならない。ゲストの精

神科医・齋藤正彦さんが精神医療のあるべき姿として、「患者の権利の保障」「外部に

オープンに」「実効性のある監査」「地域で暮らせる環境づくり」の４つを挙げていた

が、今後の対策への提言としてはもの足りなさを感じた。将来的にイタリアのように

精神科のベッドを廃止するところまで変える必要はないかもしれないが、精神科の改

革について考えていく必要性を強く感じた。 



 11 

 

○  ７月９日(日)のしろ旅～家康を生み出した城下町 ぶらり街歩きスペシャル～「岡

崎・浜松編」(総合 後 6:05～6:45 東海３県・静岡県域)を見た。家康が現代にタイム

スリップしたという設定で、自身が築いた城や城下町をめぐり歩くという番組だった。

今回は、大河ドラマ「どうする家康」で国民的な注目を集めている愛知県岡崎市と静

岡県浜松市が舞台ということで大いに関心を持って見た。両市の観光スポット紹介も

よかったが、岡崎市と浜松市を比較しながら進行していく構成が特に興味深かった。

岡崎市民の間では、家康は天下を統一したすばらしい偉人「家康公」であり、市民が

誇りに思っていることが伝わってきた。一方、浜松市では、家康を「家康くん」と呼

ぶ人もおり、ご当地キャラクターとしても市民に愛されていた。番組内でも紹介され

ていたが、その地域で何歳まで過ごし、何を成し遂げたか、その地域に何を残したか

によって後世における市民の中の人物像が決まるのだと改めて感じた。地域によって

違いはあるものの、どちらの地域でも家康が市民に愛されていることは確かであり、

大切な存在であることがよく分かった。 

 

○  ７月１４日(金)の東海 ドまんなか！「おさかな高騰！東海の海に異変！？」を見

た。身近な食材の高騰をテーマにしており、多くの視聴者が関心を持って見られる番

組だった。最初に、三重県の答志島ではキスの漁獲量が減少し、逆にコショウダイな

ど南方系の魚の漁獲量が増加していることを紹介し、スタジオでコショウダイを試食

していた。次に、愛知県一宮市のスーパーマーケットが、一般的にはなじみがなく一

定の量が確保できないため値がつかないような魚を相場よりも高い価格で買い取って

販売する取り組みを紹介していた。小売り業者がインターネットなども活用しながら、

なじみのない魚の調理方法を顧客に提供し、生産者と消費者をつなぐ役割を果たして

いることが理解できた。食べ慣れた特定の魚にこだわるのではなく、今水揚げされた

魚を食べるように意識を変えていこうという明確なメッセージが伝わってくる番組

だった。東海地方の海に起きている異変とその原因について、「水温や海流の変化」「過

剰な漁獲による資源減少」「海の栄養不足」の３点をフリップを使って説明していたが、

同時に視聴者からＳＮＳで寄せられたメッセージが複数表示されており、その内容に

スタジオでの対話が引っ張られ、本来の内容が深掘りできておらず残念だった。ほか

にも、「オオズワイガニはどんな味でしょうか」というメッセージに対し、ゲストはオ

オズワイガニが水揚げされる地域について答えるなど、あまり的確ではない説明に時

間を取られており、海の異変に関する情報が不足がちだと感じた。また、スタジオの

背景にあるモニターに、同じ映像が繰り返し映し出されていたのも気になった。何種

類かの映像を事前に準備しておいた方がよかったのではないか。 

 

○  ７月１４日(金)の東海 ドまんなか！「おさかな高騰！東海の海に異変！？」を見
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た。番組としてのメッセージが分かりやすく伝わってきた。これまで魚の高騰や不漁

の原因は、地球温暖化による漁場の変化と、東南アジアで魚介類の生食文化が広がっ

たことによる消費拡大や乱獲だと考えていた。番組では、温暖化や消費拡大だけでは

なく、海水の温度が２０年周期で上昇と下降を繰り返しているため魚種が入れ代わっ

ていると指摘しており、新しい視点が得られた。一宮市のスーパーマーケットが、通

常は安い値段しか付かず、あまり漁業者の利益にはならないなじみのない魚を相場よ

りも高い価格で積極的に仕入れ、店頭で調理方法などを映像も使いながら分かりやす

く紹介することで消費の拡大につなげていると紹介していた。消費者に安価な食材を

提供するとともに生産者にも利益をもたらす好循環を、小売業者の工夫により実現し

ている実例を取り上げていて大変よかった。また、スーパーマーケットの売り場から

映像を逆再生し、漁港の市場までさかのぼる映像表見にも感心した。短い時間ながら、

消費と生産の現場がつながっているのだと理解してもらえる効果的な手法だったと思

う。 

 

○  ７月１７日(月・祝)から放送が始まった「高校生日記 アフターアワーズ」(総合 

後 11:45～11:50 中部ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。前半３分間はドラマ、後半２分間はアンバサダー

を務めるモデル・香音さんとお笑いコンビ・土佐兄弟が高校生の悩みに耳を傾けるトー

クコーナーという構成だった。わずか５分間の番組の中で２つのコーナーを設けると

いうのは挑戦的かつ新しい取り組みだと感じ、非常に興味深く見た。オーディション

で選ばれた高校生が出演するドラマパートと、高校生のリアルな姿が伝わってくる

トークコーナーとが５分間の中でうまくバランスが取れており、若者にとって見やす

い番組になっているのではないかと思う。新聞のテレビ欄やテレビの番組表に大きく

は載らないほど短い番組だが、５分間できちんと完結して見られる点は若者から評価

されるのではないかと思う。番組のホームページやＳＮＳには、さまざまな切り口で

制作された関連動画が掲載されており、オーディションの裏側を取り上げた動画は高

校生らしさがよく表現されていた。こうした取り組みについても視聴者に分かりやす

い形で紹介していくことで、番組やプロジェクト全体の魅力がより広がっていくと思

う。さまざな取り組みをつなぎあわせ全体像を分かりやすくまとめ、広く知ってもら

う工夫をすることで、より多くの人に興味を持ってもらえるのではないか。オーディ

ションの裏側を取り上げた７分４１秒の動画で、末尾３０秒ほどが「果たして 選ば

れたのは・・・」というテロップの入った静止画になっていたのが気になった。何ら

かの意図があるのかもしれないが、編集ミスだとすれば修正が必要だと思う。 

 

○  ７月１９日(水)のにっぽん百低山「天山・佐賀」を見た。「酒場詩人」として知られ

る吉田類さんが全国の低山を訪ね、その魅力を堪能する番組で、午後０時台の放送と

いうこともあり、昼休みに１人で見ても誰かと一緒に見ても非常に心地よい番組だと
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思う。豊かな自然を満喫しながら草花の紹介、歴史的な話題もあり、なるほどと思う

ことが多かった。視聴者の目線で構成されている印象で、現地に行ってみたいという

気持ちになった。登山には過酷なイメージがあるが、この番組は歴史や文化を楽しみ

ながらリラックスした雰囲気での登山なので、気軽に見られるのも魅力だと思う。登

山のあとには吉田さんがおいしそうにお酒を飲むシーンがあるが、お酒のイメージが

強い吉田さんが飲むからこそのよさがあると思う。６月末には文章を写真やイラスト

とともに読める関連本が出版されており、番組と一緒に楽しめ、内容の理解が深まる

ものだと感じた。ただ、自分で調べるまで本の存在を知らなかったため、番組の中で

も関連本の案内があるとよかったと思う。ＳＮＳ上でも番組と吉田さんが連携して番

組情報を発信していけば、相乗効果があるのではないかとも感じた。 

 

○  東京を訪れた際、東海 ドまんなか！「ＬＧＢＴＱ＋ どうしたら家族になれます

か？」を見た。地域の番組が全国向けに放送されていると知り、誇らしい気持ちになっ

た。また、近くにいた夫婦と思われる高齢の２人が番組を見ながら真剣に話し込んで

いた。東海発でさまざまな人に話題を提供するようなよい内容だったのだと改めて感

じた。 

 

○  「東海 ドまんなか！」について。名古屋市で生まれ育ったが、愛知県やその周辺

の地域について知らないことも多く、興味深く見ている。放送している午後７時台と

いう時間帯は、夕食中であったり準備や後片づけをしている人が多いと思う。私はふ

だん集中して見ることが多いが、試しに家事をしながら見てみた。家事をしながら見

てみると、テロップが番組内容をうまくフォローしていると感じた。自分の関心があ

りそうな話題が出てきた際、画面に目をやると何の話題かがテロップで表示されてい

ると理解しやすく、“ながら見”をする人にとって役立つものだと思った。午後７時台

は、もう少し遅い時間と比較して、それほど画面に集中して見られる時間ではないと

思うので、“ながら見”を意識した工夫も視聴者にとってプラスになるのではないかと

感じた。 

 

○  「高校生日記」プロジェクトについて。テレビ離れが進む若年層に訴求するための

取り組みだと思うが、若干のもの足りなさを感じた。試みとしては理解できるが、中

心となるミニドラマが５分間というのは短すぎると思う。また、卒業を前にやり残し

たことを実行するというストーリーだったが、なぜこの時期に卒業がテーマなのかが

分からず、内容と放送時期とのずれに違和感があった。出演者がオーディションで選

ばれたという側面をもっと強調し、デビューを望む俳優の卵を発掘する番組やイベン

トにしていけば、より広がりが出るのではないか。 
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○  「ホクロック！」について。以前は中部地方向けに「ナビゲーション」が放送され

ていたが、昨年度に東海と北陸を分離し東海向けは「東海 ドまんなか！」、北陸向け

は「ホクロック！」になった。ただ、「ホクロック！」は放送の間隔が１ヶ月以上空く

こともあり、質・量ともに「東海 ドまんなか！」に及ばないと感じている。ほぼ毎

週放送がある番組と月に一度程度しか放送がない番組とでは、どうしても差が出てし

まうと思う。各地域の風土を生かした番組を制作するという理念は大切で共感もでき

るが、そもそもコンテンツとしての魅力がなければ見てもらうこと自体が難しいので

はないか。また、「東海 ドまんなか！」の中にも、「愛知発“タマゴ革命” 逆風さな

かの挑戦」や「世界が乾杯！ Ｍａｄｅ ｉｎ 東海 ウイスキー新時代」のように、

全国的な事象にもかかわらず東海地方だけが特徴的であるかのような取り上げ方だと

感じる回もあり、狭い範囲でしか事象を捉えられていないように思える。毎週、中部

地方向けの番組に戻す必要はないと思うが、テーマによっては中部地方という広いエ

リアを生かした番組があってもよいのではないか。 

 

○  「まるっと！ぎふ」について。７月１８日(火)には、岐阜大学がオリジナルビール

の開発に取り組む様子を中継で伝えていた。岐阜大学が県の食品科学研究所や岐阜市

の醸造会社と協力してビールを開発したことを初めて知った。小規模な醸造所のよう

に見えたが、その会社が開発のパートナーとして選ばれた理由やビールの種類、販売

価格についても知りたかった。瓶のラベルのデザインも魅力的だったので、外部のデ

ザイナーに依頼したのか、大学生によるコンペで選ばれたのかといった情報もあると

よかった。天気予報のコーナーも好きでよく見ているが、岐阜県が猛暑になる理由に

ついて気象予報士が説明する際、一緒に見ていた人が「フェーン現象」の意味が分か

らないと言っていた。専門的な用語は知らない人も多いと思うので、テロップなどで

解説があるとよいと思う。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 
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２０２３年６月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ６月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１５日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、８人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、東海 ドまんなか！「ＬＧＢＴＱ＋ どうしたら家族になれますか？」

について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、７月の番組編成の説明が行われ、会

議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

 廣田 憲吾 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜東海 ドまんなか！「ＬＧＢＴＱ＋ どうしたら家族になれますか？」 

  (総合 ６月９日(金)放送)について＞ 

 

○  番組ロゴをモチーフとした「ド」と書かれたテーブル状のパネルを開くと世界地図

が出てきたり、同性婚への賛否を年代別に示す人型のグラフが立体的な作りになって

いたり、凝った小道具が最も印象に残った。担当者が楽しみながら制作している雰囲

気が伝わってきた。ただ、画面上の演出などでも代用可能だと思うのでこれほど凝っ

た小道具は不要かもしれないとも感じた。グラフも立体的な作りがあまり生かされて

いなかったので、もう少し工夫があればよかったと思う。法律上の婚姻以外にも、パー

トナーシップ制度や事実婚などさまざまな制度やスタイルが存在すると思うが、それ

らの違いが分かりにくかったのでもっと整理して伝えてほしかった。視聴者からＳＮ

Ｓで寄せられたメッセージを紹介していたが、画面に表示される情報量が多いため最

初に視聴した時は読み切れなかった。また、取り上げた意図が分かりづらいものもあっ

た。例えば、「ＮＨＫ（三重県）」というユーザーから「ありえないでしょ！」とのメッ
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セージがあったが、同性婚そのものに対して否定的なのか、同性婚についての名古屋

地裁の判決に対して否定的なのか、はっきりしなかった。また、このユーザー名だと

「ＮＨＫ三重放送局」が存在し、そこから出されたメッセージだと勘違いさせてしま

う危険性もあるように思った。同性婚についてはさまざまな意見があるので、こういっ

たメッセージには関心があるが、分かりやすさや正確さには配慮が必要だと思う。戸

籍上の性別は女性だが性自認は男性である原岡貴毅さんとその母親のケースでは、母

親が受け入れるのに８年もの時間が必要だったと伝えていた。肉親でさえこれほどの

長い時間が必要ならば、周囲の人が本当の意味で理解するのはとても困難であろうこ

とが実感をともなって伝わってきた。教育の世界では自己肯定感を高めるためには、

たった１人でもいいので「真の理解者」が必要だと言われている。原岡さんのケース

でも、母親という真の理解者を得たことが、性の多様性についての講演活動やメディ

アからの取材対応といった現在の活動につながっているのだと思う。ただ同時に、同

じような悩みを抱えた人が真の理解者に出会うのは容易なことではないだろうとも

思った。番組の後半を見ていると、多様性が個々に認められる社会から一歩進んで、

お互いを理解して共に生きる社会へと至るもうひとつ先のステップがあるように感じ

た。最近のＮＨＫのドラマでは、ＬＧＢＴＱ＋を取り上げることが増えており、驚か

されることがある。大河ドラマなど社会的な影響力のあるドラマで取り上げていくこ

とが、一般的な理解を深めるひとつの道筋になるのではないか。 

 

○  「ＬＧＢＴ理解増進法」が国会で議論され可決・成立しようとする中、タイムリー

なテーマだった。同性婚について、Ｇ７各国との比較など世界的な状況や法律上の婚

姻とパートナーシップ制度などとの違いについて、おおよその解説はされていたと思

う。街頭インタビューやＳＮＳで寄せられたメッセージは、視聴者のさまざまな思い

を代弁していると感じた。私自身、性的マイノリティーの人を取り巻く環境を知る機

会があまりなかっただけに、社会の状況や当事者・家族の思いなどを知ることで理解

が深まった。家族をどう定義するかは非常に難しいが、婚姻が法的な権利を守り義務

を定める制度だとすれば、それが認められないＬＧＢＴＱ＋の人たちが直面している

環境や抱えている思いに触れられたのは有意義だった。限られた放送時間の中では難

しいと思うが、ＬＧＢＴＱ＋ということばの定義やＧ７の特定の国、例えばアメリカ

との制度の違いにまで踏み込めれば、より理解が進んだのではないか。また、「これま

でにない判決」と伝えていた名古屋地裁の判決についても、憲法が定める法の下の平

等や婚姻の自由といった観点から詳しく解説してほしかった。同性婚に関する裁判の

原告となった同性カップルを取り上げていたが、彼らの姿からは訴訟を通じて自分た

ちの思いを多くの人に理解してもらいたいという気持ちが、実際の行動につながった

ことがよく分かった。原岡さんとその母親からは、身近な家族が理解するまでの感情

の変化がよく伝わってきた。原岡さんが性の多様性について中学校で講演する場面が
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あり、生徒たちの感想は紹介されなかったが、自我の形成期にある彼らがどう受け止

めたのか複雑な思いで見た。自由や平等は個人としての精神的な自立と周囲の理解が

あってこそ成り立つものだと思う。私自身、婚姻によって子孫をつなぐという考えを

持っていたが、まず自分らしく生きることを大切にすることが社会全体で次の世代を

育むことへとつながるのだと、考えを改めさせられた。番組の最後で「農家にもＬＧ

ＢＴいるよ」というメッセージを紹介していたが、農業が盛んな地域では狭いコミュ

ニティーが残っている部分もあり、地域の人たちの会話や視線がある中で、性的マイ

ノリティーの人たちが折り合いを付けながら暮らしていくことはまだまだ難しいと思

う。一方で、自然と対話しながら暮らしていると、すべての命がある意味で平等だと

感じられる。田所拓也アナウンサーが取材した実感として「１つ１つの積み重ねが変

化を生んでいく」とコメントしていたが、まさに同じ思いだった。 

 

○  ５月下旬から６月上旬にかけ、多様な性のあり方について考える番組や企画が集中

的に放送されたことは大変よかった。今回の番組は、名古屋地裁で同性婚に関する判

決が出ることをきっかけに制作された番組だと思う。法律上の婚姻を求めた裁判だっ

たので、その仕組みやパートナーシップ制度などとの違いについて、より分かりやす

い解説があるとよかった。番組冒頭の街頭インタビューで「同性どうしの結婚、どう

思う？」と問いかけていたが、気持ちや理解の度合いを聞くのはふさわしくないと感

じた。異性婚では当たり前とされている法律上の権利が同性どうしでは認められてい

ないことについて、法制度の問題として捉えるべきだったと思う。憲法が定める法の

下の平等や婚姻の自由との関係、パートナーシップ制度などではどういった権利が認

められないのかといった観点から分かりやすく取り上げてほしかった。視聴者からＳ

ＮＳで寄せられたメッセージは、当事者を取材したＶＴＲパートでは表示せず、スタ

ジオパートだけで表示していたのはよい配慮だった。ただ、さまざまな意見があるこ

とは理解しているものの、「ありえない」など否定的なことばを表示することでどのよ

うな影響があるのかという配慮も必要だったのではないか。性的マイノリティーであ

ることを明らかにしたうえで顔を隠さずに取材を受ける勇気ある人たちを取り上げた

番組の中で、限られた文字数で「ありえない」など断片的かつ論理的な対話が成立し

ないことばを投げかけることで、傷つく人もいるのではないかと心配に思った。 

 

○  ＬＧＢＴＱ＋の定義や法律上の婚姻とパートナーシップ制度などとの違いについ

て、番組の最初の方でもう少し丁寧な解説があればよかったと思う。同性婚に関する

名古屋地裁の判決や国会で審議されている「ＬＧＢＴ理解増進法」、Ｇ７での議論と

いった一連の社会的な動きを受けて制作されたのだろうと感じた。なぜなら、多くの

人が同性婚に賛成であるという前提で制作されているかのような内容だったからだ。

例えば、７０歳以上では同性婚に賛成する人は２９％だと紹介していたが、残りの７
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割の人の声はかき消されてしまっているように感じた。ＮＨＫの番組は公平・公正だ

と思っていたが、今回の番組は一方の立場に寄り添って伝えているように思えて気に

なった。日本では性的マイノリティーに関する法律が整備される一方で、少子化対策

も行われている。ＮＨＫの役割ではないかもしれないが、仮に法律上の同性婚が認め

られた場合、少子化にどういった影響があるのか客観的なデータで示されるべきだと

思う。また、性的マイノリティーについては議論が拙速で、国としての方向性が定ま

らないまま関連する法律が整備されたり、メディアで報じられていると感じる。 

 

（ＮＨＫ側） 

開くと世界地図が出てくるテーブル状のパネルや立体的な

作りのグラフは、番組の冒頭で視聴者に関心を持ってもらう工

夫のひとつとして制作したものだ。ＬＧＢＴＱ＋やパートナー

シップ制度、事実婚といった用語の整理や解説については意識

したつもりだったが、さまざまな要素を詰め込みすぎたかもし

れず改善すべき点もあった。ＳＮＳで寄せられるメッセージは

リアルタイムで入ってくる投稿を複数人で事前に確認してお

り、最終的にはプロデューサーも確認している。単なるヘイト

メッセージは表示させないようにしているが、「ありえない」と

いったものはそれに近いと受け止められる可能性もあり、今後

は判断基準をより厳しくしていきたい。それぞれのメッセージ

を表示させる時間についてはバランスを取るのが難しい部分

だ。今回は視聴者の関心が高いテーマだったためか多数の投稿

があり、なるべく多く紹介したいという思いから表示時間を短

くしたが、量が多いと感じる人もいたかもしれない。アメリカ

などとの制度の違いは、制作の初期段階では含まれていたが、

スタジオでテストした結果、全体のボリュームが多すぎると判

断して割愛した。複数の番組を通じて、多様な性のあり方につ

いて考えるキャンペーンを行っていたため、テレビのニュー

ス・情報番組やラジオの番組などと役割を分担させようという

発想があり、今回の番組だけを見た人にとっては不十分だった

かもしれない。「同性どうしの結婚、どう思う？」との街頭イン

タビューでの問いかけについては、法律上の婚姻を求める動き

が制作のきっかけのひとつだと考えるとふさわしくなかった

かもしれない。ただ、制作スタッフの間でも「同性婚は当然認

められるべきで法律面でも前進すべき」という意見と、「同性婚

は当然という前提で進めてよいのか」という意見で分かれてい
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た。その点をまとめ切れなかった反省がある一方、インタ

ビューを通じてさまざまな意見があることを視聴者に伝えら

れたのではないかとの思いもある。多くの人が同性婚に賛成だ

という前提で制作されたように感じたとの指摘については、ど

ちらかの立場に肩入れすることなく、今後も続くであろう議論

を関心を持って見守っていこうと呼びかける姿勢で制作した。 

 

○  個人的にはすでに知っている内容が多く、何が新しい情報だったのか疑問に思った。

なぜＧ７各国の中で日本だけ同性婚を認めていないのかなど、現状だけでなく「なぜ

そうなっているのか」という背景を掘り下げて伝えてほしかった。一方で、同性婚は

認められるべきだと思う人の割合が年代が上がるにつれて少なくなるのは理解できる

として、１８～２９歳でも６８％にとどまっていたのは意外で、参考になった。原岡

さんとその母親が学校に出向いて性の多様性について講演する活動は、若いうちに性

的マイノリティーの存在を知るきっかけとなる非常によい取り組みだと思う。大学な

どの教育・研究機関でも多様性は重要なテーマとなっている。施設のバリアフリー化

や教職員の育休取得などは進んでいるが、性的マイノリティーについての取り組みは

少し遅れているように感じる。研究室の学生が性的マイノリティーであることを本人

の希望でカミングアウトしたことがあったが、研究室の仲間の中には宗教上の理由か

ら受け入れられなかった人もいた。非常に難しいテーマだが、自身が性的マイノリ

ティーであると言い出せない人が多いことを身近に実感することがあるので、多くの

人に知ってもらうきっかけとなるよい番組だった。今回のようなＬＧＢＴＱ＋がテー

マの番組は全国向けにも放送したほうがよいのではないか。 

 

○  難しいテーマだと思いながらも、参加型の番組となっており身構えずに見ることが

できた。ただ、そもそも家族や結婚とは何かという社会的な定義やシステムについて

の前提となる議論がなかったため、見ることで議論を深めていくというよりは気づき

が得られるような番組だと感じた。同性婚は認められるべきだと思う人の割合を年代

別にグラフで示していたが、具体的な割合を数値で示していたのは「認められるべき」

と回答した人だけだったのは非常に気になった。グラフの色分けからは、７０歳以上

でも「認められるべきはない」は、「認められるべき」とほぼ同程度の割合に見えたが、

具体的な数値が示されないことで恣意的に切り取られているように感じた。「認めら

れるべき」という回答に焦点を当てることで、「どちらともいえない・分からない」と

いう中立ともいえる回答までも否定的な回答の一部としているような印象を受けた。

アンケートの回答結果の数値はすべて同等に扱うべきであり、注意が必要だと思う。

名古屋地裁の判決は、同性カップルを公的に保護する枠組みさえ与えていないことを

「違憲」としたことが画期的だったと思うが、その部分の掘り下げが足りず残念だっ
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た。「違憲」と「違憲状態」は異なる判断であり、他の地裁の判決も含めて一覧表にし

て示すなど、名古屋地裁は何に対して「違憲」としたのかを明確にしてほしかった。

番組の前半部分は同性婚を、後半部分は性自認を中心に取り上げていた。密接に関わ

るテーマだが、同性婚は社会システムや制度に関するもので、性自認は社会的な認知

に関するものであり、必ずしも同一的に扱えるわけではないと思う。最初に同性婚の

話があり、その後に性自認の話があると双方が同一線上にあるものに見えてしまい、

見る人を混乱させてしてしまう構成だと思った。ただ、限られた放送時間内で具体的

に議論を深めるのは難しいと思う。社会のあり方が変わる中、悩みを抱える性的マイ

ノリティーの人たちが身近にいることやＳＮＳ上の声を取り上げることで、見る人に

気づきを与えるという意味ではよくできた番組だった。 

 

○  私の身近にも性的マイノリティーの当事者やその家族がいるため、個人的には理解

しているつもりで見た。番組前半では同性カップルを取り上げ、パートナーが入院し

た際、病院によっては法的な家族でないと治療方針を決められなかったり最期をみと

ることができないと伝えていたが、同性婚ではないものの身近な人から同様の話を聞

いたことがある。将来添い遂げる決意をした２人が同性という理由で法律上の婚姻が

認められないのは非常につらいことだと思う。後半部分では戸籍上の性別は女性だが

性自認は男性である原岡貴毅さんとその母親を取り上げていた。２人からは「母にだ

けは理解してほしい」、「この子だって一生懸命生きているじゃん。この子の味方でい

よう。元気で生きていることが大事」ということばがあったが、ある意味でマイノリ

ティーとも言える子どもを育てる母親としては強く共感できた。ＬＧＢＴＱ＋という

ことばについて、詳しい説明がなかったのは気になった。「ＬＧＢＴ」であれば多くの

人が耳にしたことがあると思うが、単なるイメージだけで捉えている人も多く理解を

深めるためには丁寧に説明する必要があったのではないか。性的指向と性自認も異な

るものであり、番組の中で続けて伝えることでイメージがつながってしまうのではな

いかと心配になった。さらに、トランスジェンダー、カミングアウト、アウティング

など、カタカナの用語が多いことも気になった。特に高齢者ほど、こういったテーマ

についておおまかにしか捉えてない人が多い中、この表現で伝わるのか疑問に思った。

音楽も非常にポップで若い世代を意識した番組のような印象を受けた。また、スマー

トフォンで番組を見るとＳＮＳの投稿メッセージの文字が非常に小さくて読めなかっ

た。最近はスマートフォンで番組を見る人も多いので、スマートフォンでも見やすい

画面構成を意識してもよいのではないか。取り上げるメッセージの内容についても、

「ありえない」といった短いものではなく、同じ反対意見でも賛成できかねる理由が

冷静かつ丁寧に書かれたものを取り上げるとよいと思った。 

 

○  名古屋局が展開した多様な性のあり方を考えるキャンペーンにおいて、この番組の
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位置づけを性の多様性について考えるきっかけ、入り口だとすれば、分かりやすい構

成で非常によかった。ただ、入り口となる番組だからこそ、当初「ＬＧＢＴ」だった

ものが「ＬＧＢＴＱ＋」へと概念を追加する必要があった理由や背景についても、も

う少し丁寧な説明があってもよかったのではないか。この番組自体はよかったが、

キャンペーンとして展開する際にＮＨＫ側がそれぞれの番組の役割や位置づけを決め

ているように感じられることがあり、疑問に思っている。視聴者の中には、そもそも

キャンペーン自体を認知していない人も一定数いる状況で、入り口となる番組を見て

「非常にいい番組だった。もう少し詳しく知りたい」と思ったときに、次にどの番組

を見ればよいのか、いつ放送しているのかといった情報が得られる機会が少ないと感

じる。動画投稿サイトにおいて、ある動画を見終わったら関連する動画が次々と表示

されるように、ＮＨＫのキャンペーンにおいてもそういった案内があるとよいのでは

ないか。しっかりと全体像を案内することで、それぞれの番組の位置づけが明確にな

り、制作する側も番組ごとに伝えるべき内容やボリュームを整理しやすくなるのでは

ないか。今回のテーマは非常に複雑だが重要なトピックで、ＮＨＫが扱うべきものだ

と思う。だからこそ、この複雑なテーマをＮＨＫとしてどう整理していくのか、キャン

ペーン全体を通じて視聴者に何をどう理解してもらいたいのかを発信していってほし

い。 

 

（ＮＨＫ側） 

全国向けに放送した方がよいとの意見があったが、６月２０

日に総合テレビで全国向けに放送することになっている。Ｇ７

各国の中でなぜ日本だけが同性婚を認めていないのかについ

ては、制作を進める中でさまざまな議論があったが、そういっ

た議論の流れを少しでも紹介すべきだったかもしれない。年代

ごとの同性婚への賛否を示すグラフについては、見やすさや分

かりやすさを意識して「認められるべき」と回答した人の割合

にだけ数値を示した。世代によって同性婚に対する考え方に違

いがあるため、議論が難しいことを表現したいという意図が

あった。ただ、「どちらともいえない・分からない」の数値も示

すべきとの指摘はその通りで、データの扱いや見せ方には留意

していきたい。番組全体として、見た人にどうしたら自分事と

して考えてもらえるかに重点を置いた。そのため、データの見

せ方や用語の解説といった部分が不十分だったかもしれない。

特に、ＬＧＢＴＱ＋の定義を番組の中で説明できていなかった

のは反省すべきだと感じている。番組のベースとなる部分であ

り、短時間であってもきちんと説明すべきだった。名古屋地裁
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の判決についても、今回の番組では詳しく紹介できなかったが、

機会を捉えて詳しく解説したり議論を深めるような番組や企

画を制作していきたい。スマートフォンでも見やすい画面構成

については、テレビのような大画面で見る人とはニーズは異な

るため、どう両立させていくのかも含めて今後検討していく必

要があると感じた。キャンペーンの全体像を分かりやすく案内

すべきとの指摘については、インターネット上での展開も含め

今後の参考としたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月１７日(水)のクローズアップ現代「“誰も助けてくれなかった”告白・ジャニー

ズと性加害問題」を見た。私自身はそれほどジャニーズに興味があるわけではないが、

私たちの世代にはジャニーズのファンが特に多いと思う。この番組も、ジャニーズ

ファンの知人たちがＳＮＳで「今、ＮＨＫを見て」と投稿していたのをきっかけに視

聴した。このように、ＳＮＳ上での反応がきっかけとなり、番組を視聴するケースも

あるということを伝えておきたい。番組には多くの意見が寄せられたとのことだが、

批判的な意見の中には番組内容そのものではなく、ＮＨＫをはじめとしたマスコミの

これまでの報道姿勢に対するものも一定数含まれているように思う。好意的・批判的

という区分で単純に仕分けてしまうと、番組そのものがよくなかったかのように見受

けられ、番組の意義が正しく評価されないのではないかと気になった。 

 

○  ５月２８日(日)のＤｅａｒにっぽん「闘うタマゴ〜愛知・父と子の物語〜」を見た。

サブタイトルに「闘うタマゴ」とあったため、父と息子が力を合わせてひとつの目標

に挑むような内容をイメージしていたが、実際は違っていた。ケージ飼いによる大量

生産で安価な卵を生産すべきと考える父と、コストはかかっても放し飼いによって付

加価値をつけたいと考える息子とがぶつかる内容だったので、「葛藤するタマゴ」と

いった表現の方がふさわしかったのではないか。また、父と息子それぞれのやり方に

対する社会の反応についてもう少し掘り下げて伝えるとよいと思った。父が養鶏を始

めた時期は高度経済成長期と重なり、卵の消費量が増え、安価な卵を求める声に応え

てきた側面があると思う。しかし、その部分の説明がなく、単に古い経営方針だと強

調されているように感じた。一方、息子のやり方では卵１個が 150 円もするにもかか

わらず経営的にも十分成り立つとのことだったが、高価な卵に対するニーズがそれほ

どあるのだろうかと疑問に思った。息子の卵について肯定的なインタビューばかり紹

介されていたが、高価な卵に否定的な人の意見も取り上げた方がよかったと思う。高
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価な卵の販売先として、海外も視野に入っているのかも気になった。父と息子が考え

る卵の質の違いもはっきりとは伝わってこなかった。どこがどう違うのか、もう少し

具体的に知りたかった。アニマルウェルフェアの観点では放し飼いの方が望ましいと

思うので、将来的には高価な卵を受け入れざるをえない時代がくるかもしれないと感

じた。 

 

○  ５月２８日(日)のＤｅａｒにっぽん「闘うタマゴ〜愛知・父と子の物語〜」を見た。

養鶏業を営む父から息子への事業承継、それを見守る家族の姿を通じて養鶏業を取り

巻く状況や父と息子の経営方針の違い、家族ならではの思いも含め、さまざまな視点

で生産者の姿を捉えたよい番組だった。舞台となった田原市は隣の豊橋市とともに、

ケージ飼い発祥の地とされる養鶏業が盛んな地域であり、餌代の高騰や鳥インフル

エンザの影響で養鶏業が苦境にあるタイミングでの取材だった。父が効率のよい大量

生産で単価を抑えるケージ飼いを続ける一方、息子はアニマルウェルフェアの観点か

ら、単価は高くとも品質を追求する放し飼いを始めたことで、経営方針の違いが浮き

彫りになっていた。独学で養鶏を始めて５０年になる父は、作業中の事故で右手を失

いながらも家族を養うため事業を拡大し、子どもたち全員を医療系の大学に進学させ

たことなどを紹介していた。そうした父の人生をベースにすることで、父とは異なる

方向へと進もうとする息子の立場を浮き立たせていた。営農施設を引き継ぐことは、

その施設を処分するか修繕して使い続けるか迫られることであり、非常に難しい経営

判断だと思う。終盤で取り上げられていた、ケージ飼いの羽数をもう少し増やしたい

父の思いや息子の卵をおいしいという複雑な心情、「けんけんがくがくやるのもひと

つの事業承継かなと思う」ということばが印象に残った。簡単ではないと言いながら

も、今後の事業承継に向けて前向きな姿勢を見せる親子のことばで番組を締めくくっ

たのもよかった。農業や畜産業において生産コストを販売価格に適正に転嫁するのは、

まだまだ難しい状況だが、消費者と向き合う中でその方法を模索している生産者の姿

をよく捉えていた。 

 

○  ６月９日(金)のたっぷり静岡＋「サッカーと私たち Ｊリーグ３０年と静岡」を見

た。静岡県にある４つのＪリーグクラブのサポーターに焦点を当てつつ、過去の試合

映像などを使って３０年の歴史を振り返る内容だった。静岡県はサッカー王国との自

負があるものの、そのことが県外に伝わっていないと感じている。昨年１１月の「たっ

ぷり静岡＋」ではサッカー王国静岡の復活に向けた提言を語り合っていて、内輪向け

だと感じたが、今回も同じような印象を受けた。各クラブのサポーターの思いを伝え

ていたが、特定のクラブに強い思い入れのある視聴者ばかりではないと思う。そういっ

た人にも関心を持って見てもらうには、この３０年の各クラブの観客動員数の推移と

いった客観的なデータを示し、プロスポーツチームは地域の中でどのような存在であ
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るべきかを考える内容の方がよかったのではないか。また、昨年１１月の「たっぷり

静岡＋」が戦術面などどうすればチームが強くなるかという主に選手側に立った内容

だったため、今回はサポーターに焦点を当てるのであれば、サポーターと一緒にどう

すればクラブが存続できるか提言する内容にしてもよかったのではないか。個人的に

は、Ｊリーグ発足当初や各クラブが強かった時代の過去映像を懐かしむような内容な

ら、このタイミングで放送する意味がないのではないかと感じた。 

 

○  ６月９日(金)のいしかわ令和プレミアム「手紙でつづる心に残る風景」を見た。金

沢局が「心に残る風景」をテーマに手紙を募集したところ、視聴者から４８通もの応

募があり、そのうち３通を紹介していた。どれも心温まるすばらしいエピソードで、

音楽とナレーションもとてもよく、それぞれの思い出の場所にも行ってみたくなった。

金沢局の呼びかけで、魅力的なエピソードがこれだけ寄せられたと知り、地域におけ

る金沢局の影響力の大きさも感じた。 

 

○  ６月９日(金)のいしかわ令和プレミアム「手紙でつづる心に残る風景」を見た。Ｎ

ＨＫがテーマを設定し視聴者から手紙を募集して番組を作っていく手法は、地域と一

緒になって盛り上げていくという地域局の基本方針とも合致していると思う。廃線と

なった金名線にまつわるエピソードには、多くの視聴者が懐かしい気持ちになり共感

したのではないか。アーカイブ映像と視聴者から提供された写真を巧みに組み合わせ

て当時の雰囲気を再現するとともに、現在の風景も加えながら手紙につづられた思い

出の場所を紹介しており、魅力的な番組となっていた。こういった番組を見ると、郷

土愛や地域への愛着が強まり、優しい気持ちになれると思う。メディアが持つすばら

しい力だと思う。人々が優しい気持ちになれる瞬間を生み出し、多くの人が見られる

機会を提供する番組となっており、メディアが持つ意義や役割を改めて感じた。地域

の放送局は、こうした役割をより重視していく必要があると思う。時代とともに失わ

れていくものをどう伝えていけばよいのか、ＮＨＫは高い技術力を活用しながら試行

錯誤を重ねていると感じている。金沢局も地域に関するアーカイブスを活用する取り

組みを進めており、それらを今回の番組の手法とうまく組み合わせることでよりよい

ものを生み出せる可能性もあるのではないか。広島局がＧ７広島サミットの際に原爆

被害の実態を伝えるため、ＡＩなどの最新技術を用いて「被爆証言応答装置」などを

作成していた。失われていく声やイメージを、今を生きる人々にリアルに伝えること

に真摯に向き合う姿勢は、ほかのメディアにはあまり見られないと思う。番組として

非常によかったというだけでなく、ＮＨＫの存在意義をも感じられた。引き続きこう

した番組を制作していってほしい。 

 

○  ６月９日(金)のＵＰっぷ富山 きとラボ「おもてなし北陸 ｉｎ 富山市八尾町」
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を見た。４月に放送された「Ｕｐっぷ富山 きとラボ」では、「地元推し旅」と題して

船橋村を取り上げていたので、その第２弾だと思って見た。しかし、「おもてなし北陸」

というお笑いコンビのパックンマックンが出演する異なるスタイルの番組だった。

せっかく「地元推し旅」を始めたにも関わらず、同じく地元の魅力をテーマにした番

組を異なるスタイルで放送していたのはもったいなく感じた。八尾町は「おわら風の

盆」で全国的に有名であり、それに関わるものや八尾和紙などが紹介されるだろうと

思いながら視聴した。やはりおわら節や三味線、和紙ののり付けから染色など、代表

的なものを取り上げていた。ただ、後半で取り上げた山間部にある大長谷集落は地元

でもあまり知られていない場所だと思うので、ＮＨＫの取材力の高さを感じた。私は

八尾町の人から紹介されて訪れたことがあるが、山深い地域にもかかわらず山菜やジ

ビエを使った本格的なイタリア料理を提供する店があって驚いた記憶がある。かつて

は 1000 人以上いた住人が現在では５０人足らずになってしまったという大長谷集落。

番組では、地域の魅力を伝えようとさまざまなイベントを企画している村上光進さん

と、その思いを引き継ぎ富山にＵターンしてきた村上さんのめいでイタリア料理の

シェフ・森恵美さんを紹介しており、「なぜこんな山深いところで本格的な料理が」と

いう個人的な疑問も解決した。代表的なものもきちんと押さえつつ、地元の人しか知

らないようなディープなものまで取り上げており、八尾町の魅力を表面的ではなく深

く掘り下げるよい番組だった。 

 

○  ６月１１日(日)のＤｅａｒにっぽん 選「痛みをこらえるその理由は 和歌山・那

智勝浦」を見た。那智勝浦町立温泉病院にあるリハビリ室には、町の人口の２倍を超

える人が訪れるという。左半身や両手足にまひがある人が、住み慣れた自宅に戻りた

い、もう一度一人暮らしを始めたいとの思いから過酷なリハビリに耐える姿に、冒頭

から引き込まれた。いずれも奇跡のような回復ぶりでリハビリを必要とする人はこの

病院を訪れる価値があると感じた。十分な強度と運動量のリハビリを毎日３時間も行

うことで成果をあげているとのことだったが、一般的なリハビリテーション病院では

１日２０分程度であることが多い。人に焦点を当てたドキュメンタリーの中で取り上

げるのはふさわしくないかもしれないが、１日２０分と３時間のリハビリでは、どこ

が違い、どういう効果があるのか、成功率はどの程度かといったデータも示してほし

かった。また、なぜ他の病院では同じようなリハビリができないのかという問題提起

もあるとよかった。診療報酬点数表を見直すと、１日 120 分までのリハビリは算定可

能となっているが、この病院では 120 分を超える部分はどう対応しているのか疑問に

思った。 

 

○  ６月１１日(日)のＤｅａｒにっぽん 選「痛みをこらえるその理由は 和歌山・那

智勝浦」を見た。ＮＨＫプラスで５分の短いバージョンを視聴して興味を持ち、オリ
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ジナルバージョンを視聴した。冒頭の熊野古道の映像は非常に美しく、観光目的でも

訪れてみたいと思った。過去に私もリハビリを受けたことがあるが、１日３時間もの

リハビリを受けるのは大変だろうと思う。ただ、まひなどで歩けない人にとって、再

び歩けるようになりたいという気持ちは大きな力となっており、「痛みをこらえるそ

の理由は」というタイトルに込められた意味もよく分かった。また、リハビリは行う

側も体力が必要なので、この番組をきっかけにリハビリに携わりたいと思う若い人が

増えるとよいと思った。 

 

○  ６月１３日(火)のナンブンノイチ「４分の１のヒトって？ 母親が“毒親”」(総合 

後 11:45～11:50)を見た。４分の１もの人が自分の母親や他の家族が“毒親”だと思

うと回答しており、その多さに大変驚いた。母親から「お前なんて産むんじゃなかっ

た」と言われると、自身の存在を全面的に否定されたようで本当につらいと思う。今

回紹介された妊娠中の女性は、すでに母親とは縁を切っており、自身を客観視して母

親のようにはならないように意識し、生まれてくる子どもに対しては「この子らしさ

を大事にしたい」と言っていた。現在は幸せそうだったので安心した。 

 

○  ６月１４日(水)の「ＮＨＫニュース たっぷり静岡」を見た。はままつレインボー

プライドの話題の中で主催者の１人である鈴木げんさんを取り上げていた。鈴木さん

は出生時の性別は女性だが性同一性障害と診断され、現在は男性ホルモンの投与など

を行いながら男性として暮らしている。性同一性障害特例法は戸籍上の性別を変更す

るためには生殖腺や生殖機能がないことが必要だと規定しているが、鈴木さんはそれ

が性別適合手術を事実上強制するもので人権侵害にあたると主張し、裁判所に審判を

申し立てていると紹介していた。今回の視聴番組である「東海 ドまんなか！」も含

め、多様な性のあり方についてＮＨＫは多面的に番組を展開していると感じた一方、

やはり法的な部分が大きな問題だと思うので、その側面からもしっかりと取り上げて

いってほしい。 

 

○  「まるっと！ぎふ」について。ニュースが好きなのでよく視聴している。先日、ブ

ラジルにルーツを持つ人たちが多く暮らす美濃加茂市にキャスターが訪れ、“ブラジ

ルの日常”を体感する企画が放送されていた。キャスター自身がいろいろと体験する

姿を見ると親近感が湧くので、よい企画だと思う。 

 

○  ＳＮＳで投稿されたメッセージの中から番組内で表示させるものを選ぶ際、ふさわ

しいかどうかの判断は担当者の価値観によって違いが出てくると思う。生放送のよう

な短い時間で判断する必要がある場合、その傾向が特に顕著になるのではないか。複

雑かつ多くの人たちに関わるようなテーマについて、ＮＨＫでは制作担当者に対して
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研修や勉強会を実施するといった取り組みはしているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

いわゆる多様性やマイノリティーにどう向き合うべきかと

いったテーマの研修プログラムがあり、基礎的なものは全職員

が原則受講することになっている。ただ、数ある番組が扱う幅

広い問題やテーマのすべてに精通することは現実的には難し

く、さまざまな番組制作や取材の経験によって培われた“公共

メディアとしての判断基準”を持った職員が投稿メッセージの

取捨選択の責任を負う体制としている。今後もさまざまな社会

的な問題に対して幅広く関心を持ち、より適切な判断につなげ

られるよう学び続ける必要があると強く思った。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 



 1 

２０２３年５月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ５月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１８日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、みえスペシャル「製油所は眠らない 完全版 ～工場夜景の裏側で～」

について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、ならびに「２０２２年度中部地方向

け放送番組の種別ごとの放送時間」についての報告と６月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

岡安 大助 （中日新聞社取締役） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

 廣田 憲吾 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

水口 実穂 （Co-working&Community Space K.I.T 運営代表） 

 安井 香一 （東邦ガス株式会社相談役） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜みえスペシャル「製油所は眠らない 完全版 ～工場夜景の裏側で～」 

  (総合 ４月２８日(金)放送)について＞ 

 

○  冒頭のナレーションで「特別にカメラを入れることが許された」とあったが、製油

所内は労働安全衛生法などが定める防爆エリアになっていると思うので、取材する側

も機材や服装など特殊な対応が求められることも説明があれば、危険と隣り合わせの

場所であることがより伝わったのではないか。配管内の液体の状態を確認する場面で

カメラがかなり近づいていたが、可燃性の揮発成分が出ている可能性が高く心配に感

じた。プラント設備の運転や管理には、「現地・現物・現認」という原則がある。セン

サーが発達した現在においても、音や振動、蒸気のしみ出しなど人間の五感で確認す

ることの大切さが現場で繰り返し喚起されていることがよく伝わってきた。四日市公
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害については、中立的なスタンスで伝えていてよかった。物事には必ず光と影があり、

四日市の製油所などにおいても影の部分を克服する努力を重ねてきた結果として現在

があると思う。脱硫や脱硝設備など公害対策の設備についても紹介があれば、その点

がより分かりやすかったのではないか。脱炭素については、番組のところどころで触

れられていたものの断片的な印象を受けた。また、製品としての合格基準に数値をお

さめるために繰り返し調整する場面があったが、規格を満たした製品を出荷するのは

企業として当然のことであり、この部分は必要なかったのではないか。同じ製油所を

扱った「ノーナレ」と比較して、ナレーションや再編集、新規映像の追加により、伝

えたいメッセージが大幅に分かりやすくなっていたと思う。一方で「ノーナレ」版の

役割はどこにあるのか疑問が残った。 

 

○  知らない世界をかいま見せてくれるドキュメンタリーのような印象を受け、よい番

組だった。原油の性質が生産地域によって異なることも初めて知った。原油を熱で別々

の油に分け、さまざまな生活必需品の原料へと変えていく過程は興味深かった。一方、

四日市が公害の街からどのように生まれ変わってきたのかや、公害を生み出す側と被

害を受ける側がともに暮らす地域である点についてはもう少し丁寧に説明してほし

かった。製油所で働く人たちと地域の人たちとのつながりを、歴史的な観点から掘り

下げるとよかったのではないか。脱炭素については断片的にしか取り上げられておら

ず、脱炭素に向けた製油所の取り組みや今後の動向についても引き続き伝えてほしい。 

 

○  輸入された原油を生活に欠かせないものへと変えるため、危険と隣り合わせの製油

所で責任と誇りを持って働く人たちがいることを知り、感謝の気持ちが湧いた。全体

として、これまで考えてみたこともないような新しい知識を得ることができ非常に興

味深かった。製油所はすべて機械で制御され、人間はほとんど関与していないイメー

ジがあったが、およそ 1,000 人が２４時間態勢で働き、経験と五感にもとづいて人間

が重要な判断をすることが多いのには驚いた。製油所とタンカーを海底で結ぶフロー

ティングホースを通して原油を運ぶ作業は、気候や海の状況の影響を受ける大変なも

のであることも初めて知った。一方、どのような組織が製油所を管理しているのか気

になった。複数の組織が共同で管理しているのか、民間企業なのか公的機関なのかも

説明してほしかった。また、四日市ぜんそくについて触れられていたが、地元の人た

ちは製油所のことをどう思っているのか、現在は公害が全くないのかが気になった。

脱炭素への動きに関連して、他の地域にある製油所の操業停止や閉鎖を伝えるラジオ

ニュースの音声を使っていたが、そこで働いていた従業員や四日市の製油所が今後ど

うなるのかも知りたかった。番組の途中で、テロップの表示と出演者の口の動きがず

れているように感じられる場面があったのも気になった。 
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○  製油所で働く人たちそれぞれの役割や人となりの紹介を中心に、脱炭素が叫ばれる

中で製油事業が置かれた状況の解説も交えながら、原油の搬入から製造工程、製油所

と地域との関わりについて説明していく構成は分かりやすかった。原油の性質が生産

地域によって異なり、固有の名称があることは初めて知った。四日市で公害が深刻だっ

た時代、地元の小学校の校歌から消えた「かがく」というフレーズが今は戻されてい

るというエピソードは、この地域が工場で成り立ってきたことや、何世代にもわたっ

て働く場と生活の場が近い距離で共存してきた地域であることをよく表わしていると

感じた。「製油所は眠らない」というタイトルのとおり、製油所の機能が分かりやすく

説明され、安定供給のため昼夜を問わず働く人たちの思いがナレーションやインタ

ビューを通じてよく伝わってきた。「完全版」と題した理由もそこにあるのだと感じた。

この番組の視聴後、「ノーナレ」版を見直したが、演出による効果の違いが感じられ、

それぞれのよさがあった。ただ、「完全」と聞くと対義語として「不完全」を連想して

しまうようにも感じた。また、勤務交代時に製油所内の浴場で入浴する映像が入る順

番が「ノーナレ」版と「完全版」で異なっていた。演出上の効果を狙ったのかもしれ

ないが、「ノーナレ」版の順番が時系列だとすれば、「完全版」でも同じ順番で構成し

てもおもしろかったのではないか。 

 

○  初めて知る情報が多く、製油所での作業工程や働く人たちの姿を見ることができて

よかった。働く女性の姿や若手育成の重要性を取り上げていたのは特によかった。最

近のガソリン価格の高騰なども考えると、安い原油を買ってアップグレードする仕事

の重要性も感じられた。四日市で公害が深刻だった時代、地元の小学校の校歌から消

えた「かがく」というフレーズが今は戻されているというエピソードからは、時代の

変化とともにさまざまなことが変わってきたことが分かりやすく伝わってきた。ナ

レーションで「特別にカメラを入れることが許された」「これ以上の撮影は許可されな

かった」とあったが、ふだんはどのエリアまで撮影が許されているのかや撮影が許可

されなかった具体的な理由の説明がないと、製油所の全体像を見失ってしまうのでは

ないかと感じた。また、地元の小学校に「うがい１日６回」との掲示があり、公害か

ら身を守るためだと思ったが、その部分の説明があってもよかったのではないか。製

油所の脱炭素への取り組みや製油業の将来像、さらに日本のエネルギーの全体像も取

り上げてほしかった。同じ名字の社員が複数おり番組内で区別するためだと思うが、

ナレーションで下の名前を呼んでいたのは、親近感がある一方、少しなれなれしい印

象も受けた。 

 

 （ＮＨＫ側） 

スタッフは事前に安全についての研修を受けたうえで製油

所内の撮影に臨んだが、冒頭で危険なエリアだと強調したこと
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で不安を抱いた視聴者もいたかもしれない。製油所と地域のつ

ながりを、どう伝えるべきかは悩んだ。製油所の近くに住む人

たちの受け止め方には、それぞれ温度差があり、限られた放送

時間の中で端的に伝えるにはどうすべきか検討を重ねた。最終

的に、地元の小学校の校歌の移り変わりや製油所で働く人たち

による出前授業を取り上げることとした。脱炭素の取り上げ方

が断片的だったのは指摘の通りだと思う。脱炭素というテーマ

が取材のきっかけだったものの、テレビで伝える情報として分

かりやすいものがあまりなかったという事情もあった。それで

も視聴者が興味を抱くテーマである以上、しっかりと伝えるべ

きだったと思う。今回取り上げた製油所はひとつの民間企業が

経営している。特定の企業の宣伝とならないように、企業名の

紹介や映り込みは最小限とした。テロップの表示と出演者の口

の動きがずれているような部分があったという指摘について

は、意図したものではなく編集の過程で何らかの原因でそう見

えてしまった可能性もあり確認したい。「ノーナレ」版と映像の

順番を変えたのは、それぞれの番組の作り方の違いに合わせた

結果だ。過度な説明を省き見る人自身が感じ取りながら理解を

深めていく「ノーナレ」に対し、今回はある程度前提となる情

報を丁寧に示すことで、見る人により深い理解を促していく番

組として制作した「ノーナレ」版が不完全だったわけではない

が、伝えたいことの全ては伝え切れなかったとの思いから、ど

うすれば伝え切れるかを考えて制作したという意味で「完全版」

とした。製油所で若い人や女性が働いていることは実際に取材

を始めてから気づいた点であり、それが伝わるようなシーンを

意識的に加えた。ナレーションで下の名前を呼ぶことについて、

見る人によってさまざまな受け止め方があることも参考と

なった。 

 

○  地元の小学校に掲示されていた「うがい１日６回」について、説明が十分ではなかっ

たとの指摘があった。公害が深刻だった時代はもちろん、今でも影響が続いていてそ

ういった対策が必要なのか、それとも昔からの慣習として続いているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

限られた放送時間の中で、どの情報にどれだけの時間を割く

かを取捨選択していく必要がある。うがいの掲示については、



 5 

映像だけである程度伝わるのではないかと判断し詳細な説明

は割愛した。今でも掲示は残っているが、現在の生徒はうがい

を６回もしていない。そうした歴史を持つ学校だと知ってほし

いとの思いから掲示を残していると聞いている。 

 

○  四日市の工場夜景は有名だが、工場の中で何が行われているのかという疑問は多く

の人が感じていると思う。その気持ちにしっかりと応える非常におもしろい番組だっ

た。ただ、サブタイトルの「裏側で」は「足元で」といった表現のほうがふさわしかっ

たのではないか。製油所が危険な場所であることを強調しすぎていると感じた。ひと

つ間違えると人の命を奪う危険があるというのは事実だと思うが、バスの運転手や飛

行機のパイロットなど同じような職業はいくつもある。そういった職場では安全確保

の対策を何重にも実施しており、これほど危険性を強調する必要はなかったのではな

いか。脱炭素への言及が少なかったのも気になった。冒頭で「時代の転換点」「石油産

業に対する逆風」について触れ、製油所で働く人たちの心のうちに迫るとのナレー

ションもあったので、職員の脱炭素への思いについてもっと取り上げてほしかった。

番組内で他県にある製油所の操業停止や閉鎖を伝えるラジオニュースの音声を使って

いたが、まさに取材中に発表されたかのように感じられた。実際には取材時期と操業

停止や閉鎖が発表された時期は異なっているので、なぜ発表された時期をはっきりと

示さないのか気になった。ドキュメンタリー番組において、実際に物事が動いた時期

を明らかにしているケースとしていないケースがある。時期を明らかにしないことに

何らかの意図があるのかもしれないが、見ている人が錯誤しないよう、実際に起きた

時期を明らかにし、一連の流れを示したほうがよいのではないか。 

 

○  大変興味深いテーマで、ふだんは入れない場所の内側を知ることができるというテ

レビならではの魅力が感じられた。テロップも丁寧で分かりやすく、４Ｋ－ＨＤＲで

撮影された映像の画質もとてもよかった。ドローンで上空から撮影した映像が多く使

われており、工場のスケール感や壮大さがよく伝わってきた。巨大なタンカーの映像

も迫力があってよかった。工場夜景というジャンルにはあまり詳しくなかったが、映

像を通じてその魅力が理解できた。原油の性質や製油所の生産工程を詳しく説明して

おり、過去の映像も交えることで歴史的な面も学べる番組となっていた。このように

過去の映像を活用するのはＮＨＫとしてとてもよい取り組みだと思う。コンピュー

ターによる制御やセンサーは導入されているものの、働く人たちのアナログな知識や

経験などが製油所の運営を支えていることが丁寧に描かれており、働く人たちの気持

ちも伝わってきた。公害や事故の危険性がある場所でありながら、しっかりと制御・

管理されていることも分かってよかった。ただ、番組終盤で流れた男性社員が製油所

内の浴場で入浴する映像が必要だったのか疑問に思った。男性のコメントや職場での
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緊張から解放される姿としてはよかったものの、機械や制御装置が並ぶ映像から急に

日常的な映像に切り替わった印象を受け、上半身裸の男性の映像には驚いてしまった。

全体を通してドキュメンタリー映画のような見応えがあるとてもよい番組で、意義と

やりがいのある仕事であることや、日本が誇るべき場所であることが感じられた。 

 

○  製油所の夜景や降り積もる雪の映像は大変美しく迫力があった。脱酸素や自然エネ

ルギーに関する報道に触れる機会が多い中、今でも私たちの生活の大部分は石油エネ

ルギーに頼らざるを得ない状況にあることを改めて思い知らされる新鮮な切り口だっ

た。技術が進歩した現代においてもコンピューターだけでは製油所は制御できず、人

間の感覚や経験などアナログな部分が化学的な工場に同居している様子からは、職人

的な世界のおもしろさを感じた。公害の影響で地元の小学校の校歌の歌詞が変更され

た話などもあったが、全体的に詩情を感じさせる美しい番組だった。ＨＹＤＥＣと呼

ばれる装置を４年に一度メンテナンスのために停止するという紹介があった。ふだん

は交替勤務のため全員で顔を合わせることのない社員たちが、この時だけは全員で集

合写真を撮影するとのことだった。ナレーションからは、働く人たちの仲間意識につ

いて伝えたいとの意図が感じられた。しかし、映像を見ると、女性社員が登場し、制

服のデザインに関する発言やネイルアートのアップ、非力な人でもドラム缶を運べる

器具などが映っており、女性が働きやすい職場という印象の方が強かった。映像には

ことばよりも強いインパクトがあると感じるとともに、ナレーションの内容と映像と

の間にそごがあることで、番組のメッセージが分かりにくくなっていたと思う。また、

原油を熱によって用途に合わせた油に分けていくという話が、番組の中で散発的に出

てきたことにも分かりにくさを感じた。最後に出てきたのは、分けた油を混ぜ合わせ

て試行錯誤しながら粘り気の数値を基準内におさめたシーンだった。各地の製油所が

操業停止・閉鎖するとのラジオニュースの音声を使い、寂しい印象のまま番組を終え

るのではなく、チーム一丸となって困難を乗り越えたシーンで締めくくりたいという

意図は理解できる。ただ、油を分けていく行程が長く続いたため、すでに説明された

内容との重複感があった。分かりやすい映像を使ってまとめて説明した方がよかった

のではないか。こういった“分かりにくさ”は改善してほしいと思う一方、変えてほ

しくない“分かりにくさ”もある。例えば「Ｄｅａｒにっぽん」では、制作者側が導

き出したいことが最初にあり、望んだ答えが出るような質問を投げかけ、その答えを

伝えることで視聴者を結論に導くような分かりやすい構成が多いと思う。今回の「み

えスペシャル」の構成は異なり、映像をそのまま流して視聴者に判断を委ねているよ

うに感じた。分かりにくいのは確かだが、優れた点のある構成だと思う。最近のテレ

ビ番組や動画は、分かりやすさを最優先しているように感じられる中、見る人自身に

考えさせるという意味で評価できる果敢な挑戦だったと思う。 
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○  地球温暖化や公害といった問題もあり石油や工場に対してあまりよいイメージを

持っていなかったが、この番組を見たことでそのイメージが大きく変化した。原油が

とても繊細で生き物のようであり、製油所で多くの人間の手と熟練の技術によって用

途に合わせた油に分けられ供給されていることに驚いた。巨大なタンカー１隻分の原

油が日本の国内消費の半日分しかないと紹介されていたが、石油産業に関わる人たち

がいかに私たちの生活を支えているのか実感し、自身が想像力に欠けていたことにも

気付かされた。働いている人たちが自身の仕事に誇りを持ち、高い意識を持って安全

と生活を守っている様子には頭が下がる思いがした。手作業かつ職人的な勘が必要と

される業務は常に危険と隣り合わせで、緊張感が求められることが理解できた。近隣

にある小学校の校歌の変遷や製油所で働く人たちによる出前授業の話題は、時代の流

れや製油所と地域とのつながりが感じられ、番組に奥行きを持たせていたと思う。2001

年３月時点では全国に３５か所あった製油所が 2022 年３月には２１か所に減少して

いるとのことだが、そこで働く人たちの気持ちについてもっと深く掘り下げてもよ

かったのではないか。四日市が工場夜景の聖地と呼ばれる理由が分からずにいたが、

この番組によって働いている人たちの思いが夜景からも伝わってくるからこそ多くの

人の心をつかむのだと理解できた。番組を見る前は、製油所の装置を見ても老朽化し

ていてあまり美しくないと感じていたが、公害や脱炭素に反しているというイメージ

から来た偏った受け止め方だったと気付かされた。製油所で働いているのは男性が多

いと思うが、それでも女性社員にインタビューをしており、制作する側としても意識

的に取り上げたとの話を聞き、ジェンダーに対する配慮と時代の変化を感じた。また、

シーンに合わせてさまざまな音楽が使われていたが、とても臨場感があり、しかも映

像の邪魔をしないすてきなものだった。今までは脱炭素がよくて化石燃料は悪いと漠

然と考えてしまっていたが、新たな視点を与えてくれる価値ある番組だったと思う。 

 

○  非常にすばらしい映像で、時代の記録という観点からも大変よかった。製油所で働

く人たちの日々の努力が、現在の日本の社会システムと私たちの便利な生活を支えて

いるという事実がよく伝わってきた。一方、脱炭素という観点では意識も取り組みも

不十分であると感じられた。ただ、日本は１億を超える人口を有し、高齢化社会・成

熟国家であり、これまで石油産業に多くの社会投資を行ってきたからこそ、脱炭素へ

向けて大きく変化することが難しいという現実もある。番組はこの両面を表現してお

り、日本の置かれている難しい状況を感じさせ、今だからこそ描けたすばらしいもの

だと思う。ただ、番組が製油所を賛美する方向に偏って作られているように感じ、すっ

きりしない気持ちが残った。脱炭素の話題は表面的に付け加えられた印象でバランス

が取れていなかったように思う。ベースとなった「ノーナレ」版も見たが、「完全版」

として製油所で働く人たちの思いをくみ取ろうと追加された要素によって、「ノーナ

レ」版では際どいところで保たれていたバランスが崩れてしまったのではないか。「完
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全版」の制作意図や込められたメッセージを調べようとインターネットで検索したが、

この番組単体の情報を得ることができなかった。この点は改善の余地があると思う。

「ノーナレ」は番組のホームページがあり、掲載されていた担当ディレクターとカメ

ラマンのコメントが非常に興味深かった。カメラマンのコメントからは、危険物を取

り扱う場所でドローン撮影をするためさまざまな工夫をしており、ＮＨＫの技術力が

あってこその映像だと感じられた。この点はもっと強調してもよかったと思う。「ノー

ナレ」の派生番組として、製油所を撮影するための工夫を紹介し、今まで撮影できな

かった部分までしっかりと記録できたという観点で制作した方が、見る側はすっきり

と受け止められたのではないか。また、ディレクターのコメントには、脱炭素をきっ

かけに取材を始めたものの、製油所で働く人に脱炭素について聞いても苦い顔をされ

るばかりといった状況の中で、広報担当者から声がけがあり今回の撮影につながった

とあった。この事実は番組の中でも正直に描いてほしかった。脱炭素という大きな流

れの中で、石油に関わる人が苦い顔になってしまうのは、石油関連産業・技術が現在

の私たちの生活をしっかりと支えていて身動きが取りづらいからこそだと思う。改め

て私たち日本で暮らす人はどう進んでいくべきか、欧州とは事情が異なる日本で脱炭

素に向けて何をすればよいのか。そういった現状を解説し、課題を議論する番組も合

わせて制作することで、メッセージが明確になり、製油所を映像で記録した意義もよ

く伝わるのではないか。ＮＨＫの技術力は本当に優れており、特別な取材許可が下り

たことも信頼されている証だと思う。その強みを生かして、より魅力的な番組を制作

していってほしい。 

 

○  日本の生活を支える血液とも言えるさまざまな油を生み出す製油所の知られざる

裏側を取材しており、とても興味深かった。沖合のタンカーから製油所まで、海底に

沈めたホースで原油を直接送ることには驚いた。日本の日常生活を守るため、危険と

隣り合わせの職場で奮闘する現場の人たちの姿には頭が下がる思いがした。一方で、

なぜこのタイミングで今まで許可されてこなかった場所にカメラが入れたのかや、番

組の制作意図について説明してほしかった。また、製油所の必要性について裏付けと

なる経済的なデータがあればより説得力が増したと思う。製油所は日々の生活に欠か

せない存在であることと、脱炭素が進む中で閉鎖されるかもしれない不安とが並列に

語られており、少し混乱してしまった。ふだんは見えない油を配管から出してもらう

シーンがあったが、しっかりと危機管理されていることを説明するために危険を冒し

て撮影することや、それを許可した製油所側の判断には疑問が残った。また、冒頭に

あった「入り口の温度が４度上がっている」という場面は、そのあとで取り上げられ

ることがなく残念だった。非常に力の入った構成だったが、登場人物が多く、製油所

の全体像が整理されない中で情報が飽和し、テーマがややあいまいになってしまった

ように感じた。かつて一部のマスコミで見られた印象に基づく報道と明確に一線を引
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くのであれば、ドラマ性や情緒に偏ることなく科学的な視点を中心にデータや工程の

解説がほしいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

取材を進める中で、働く人たちの仲間意識を生み出す前提と

して危険と隣り合わせの職場という要素があると実感したが、

映像だけでは現場の温度上昇や油のにおいなどが十分に伝わ

らないと考え、ナレーションなどで危険さを伝える判断をした。

見る人を不安にさせたり、混乱させてしまったかもしれない。

取材を担当したスタッフは全員男性だったが、男性が入浴する

シーンや働いている女性の取り上げ方については、複数の女性

スタッフにも試写に入ってもらい検討を繰り返した。それぞれ

の受け止め方にはグラデーションがあり、性別だけではない部

分もあると思う。今後もいろいろな観点があることを意識しな

がら番組制作を続けていきたい。“分かりやすさ”についての指

摘は、「ノーナレ」版と「完全版」それぞれの番組の目標に向け

て作り分けようと挑んだ結果とも感じられ、改めて考えさせら

れた。情緒的すぎるという指摘には、具体的な事実やデータに

基づいて番組を制作していくことで視点がシンプルかつ明確

になると改めて感じた。制作者として、どういった立場からど

のようなメッセージを発信するかは、番組の根幹であり今後も

検討を重ねていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ４月１１日(火)に再放送されたピタゴラスイッチ「宇宙ピタゴラ装置など装置が

いっぱい」を見た。子どもと一緒によく見ているが、今回は宇宙飛行士の星出彰彦さん

が国際宇宙ステーションでピタゴラ装置を作るという内容だった。何度も失敗しなが

ら挑戦を続け最後に完成させる様子を見せたあと、星出さんから「うまくいかないと

きも諦めない。チャレンジが大事」というコメントがあったのが非常によかった。視

覚的にもよく伝わってきた。宇宙でピタゴラ装置を作るという夢のような内容で、大

人の目線から見ると民放ではなかなかできないのではないかと感じた。こうした遊び

心のある番組や企画は見ていておもしろく、今後も期待している。ただ、宇宙ステー

ションでの撮影だったため背景が機械ばかりで見づらいと感じた。撮影の仕方や編集

などの工夫があるとよかった。 
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○  ４月２１日(金)の東海 ドまんなか！「ウィシュマをたどって 〜名古屋入管 収容

女性の軌跡〜」と４月２８日(金)の東海 ドまんなか！「４月も値上がり！牛乳・卵 

どうなる？東海の食卓 生放送」を見た。どちらも短いニュースを見るだけでは理解し

づらい情報を掘り下げ、分かりやすく伝えていた。「クローズアップ現代」ならぬ「ク

ローズアップ東海」とでも言うべき番組で好感が持てた。「ウィシュマをたどって」で

は、彼女が帰国しなかった原因の一つに交際していた男性からのＤＶがあったと伝え

ていたが、短いニュースではそこまで伝えることができないと思う。入管に収容され

ている人たちにおいても、ＤＶや心の問題に対するケアが重要になってきているとい

うことは、新しい視点だと思った。ただ、入管に収容されていたウィシュマさんが仮

に帰国することになっていた場合、帰国に必要な費用は誰が負担するのか、本人が希

望さえしていれば帰国できたのか、入管に非常勤の医師がいたとのことだが、なぜそ

の医師が診察しなかったのかなど細かな疑問は残った。「４月も値上げ！牛乳・卵」で

は、東海地方の酪農家の廃業率が高いと伝えていた。名古屋港が近く輸入飼料の配送

コストが低いために飼料自給率がもともと低かったところに円安やロシアによるウク

ライナ侵攻などの影響で輸入飼料が高騰し、廃業が増えているという解説には納得感

があった。東海地方で生産される卵や牛乳を積極的に購入しようと思えるよい番組

だった。このような正確な情報を伝える番組は、私たちの行動変容につながり、一人

一人の意識や行動の変化はやがて世論を形成していくことにもなると思う。 

 

○  ４月２８日(金)の東海 ドまんなか！「４月も値上がり！牛乳・卵 どうなる？東

海の食卓 生放送」を見た。牛乳と卵の値上がりを受け、その背景にある東海ならでは

の事情を紹介していた。愛知県は生乳の生産量で全国８位、卵の生産量で全国７位と

いうデータを示していたが、想像していたより多いという印象を受けた。西尾市の牛

舎から中継していたが、牛たちが餌を食べているシーンから餌代についての話題へと

展開する演出は少しありきたりに感じた。牛乳の生産コストの約半分が餌代であり、

牧草・トウモロコシをすべて輸入していること、トウモロコシの価格が２年半で１．

６倍になっているといった情報にはあまり目新しさがなかった。トウモロコシ輸入量

が全国２位の名古屋港が近く輸入飼料が低コストで調達できたことや牧草地が少ない

ことが影響し、もともと愛知県の飼料自給率は全国平均より低い状況にあった。そこ

へ円安やロシアのウクライナ侵攻、中国の肉需要の増加、アメリカのバイオエタノー

ル製造といった複合的な要因が加わり生産者が厳しい状況に追い込まれていることを

手際よく説明していた。ただ、東海地方の酪農家の廃業率が１年に１１．０％という

のは確かに多いと感じたが、近畿の１０．１％や関東の９．８％と比べて明確な違い

があるとまでは言えないと思い、“東海ならではの危機”という切り口にやや無理があ

ると感じた。また、牛乳・卵の値上がりは、原材料やエネルギーといった複雑なサプ
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ライチェーンからなる製造業が抱えている問題と構造が同じで、あまり新鮮味はな

かった。後半ではアイスクリームのコーンのかけらや、パイナップルの搾りかすなど

廃棄物を再活用する取り組みを紹介していたが、その最中に牛舎から中継していたア

ナウンサーが牛につつかれていた。もし演出だとすればなかなか心憎いものだと感じ

た。地元産のコメを飼料として使う養鶏場の取り組みを紹介する際、卵かけご飯の映

像があったが、その濃厚さをよく伝えていた。番組を通して、それぞれの取り組みが

全体に対してどの程度の規模感なのかが示されていなかったのは残念だった。実態と

して、小さな事例を多数積み上げていかないと全体的な実効性が伴わないと思うので、

規模感や全体的な観点にもこだわってほしかった。 

 

○  ４月２８日(金)のたっぷり静岡＋「ｉｎ松崎町」(総合 後 7:30～7:55 静岡県域)を

見た。静岡県で最も人口が少ない伊豆半島南部の松崎町を取り上げていた。漁業が盛ん

な町ということだが、地元で愛される精肉店とそこに訪れる人たちを中心に紹介して

いた。「ドキュメント７２時間」を思わせる定点観測的な構成との相性がよく、魅力的

な場所を選んだと思う。登場する人も子どもからお年寄りまで全員個性にあふれてい

てよかった。このような人たちをどうやって探し出したのか、取材方法を知りたくなっ

た。地域の有志で結成したという「かかしクラブ」を紹介していたが、メンバーがと

てもユニークで、作るかかしの表情もユーモラスでよかった。リアルなかかしを作る

取り組みは過疎地域を中心に全国各地で行われているが、松崎町のものは秀逸で目を

みはるような完成度だったと思う。年配の住民同士がマージャンに興じる姿や、町の

各所を花で彩る「花の会」の活動、町の人それぞれがさまざまな歌詞で歌うため 121

ものバージョンがある「松崎町のうた」など、日々を工夫して楽しむ名人がそろって

いる町だと感じた。番組には案内役として「ダモンデおばさん」というキャラクター

が登場するが、「だもんで」という静岡や愛知の三河地域の人たちがよく使うことばに

ちなんだもので、地域番組らしさや親しみやすさが感じられた。地域ならではの魅力

やそこで暮らす人たちを紹介する番組は、他の地域の人が見ても共感できる点や参考

になる点、驚くことなど情報が非常に豊富だと思う。ＮＨＫプラスで地域ごとのプレ

イリストはあるが、例えば衛星放送などで地域を取り上げる番組枠を設けて継続的に

紹介したり、番組ホームページで地図をクリックするとその地域にまつわるアーカイ

ブ映像が見られるサービスがあったりすれば非常に楽しめると思う。 

 

○  ４月２８日(金)のＵｐっぷ富山 きとラボ「再び若者たちとともに 〜復活 富山の

ライブハウス〜」(総合 後 7:30～7:57 富山県域)を見た。コロナ禍で一時閉店してい

たライブハウスの復活への日々に密着していた。コロナ禍から日常を取り戻す中で前

向きになれる番組だった。地方の音楽シーンが置かれている状況や今後の希望などが

よくまとめられており、コロナ禍からの復活と若者たちへのエールとしてタイムリー
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な内容になっていた。特に、富山から都会に出る前にバンドの若者たちに少しでも経

験を積ませたいというオーナーの思いや、県外に出た後でもよき相談相手となってい

る厳しくも優しい目線が印象的だった。ただ、ライブハウスの壁や床を自分たちで塗

り替えていたが、前後が比較できる画像がなかったため、復活したという印象やみん

なで作り上げたという感じがあまり伝わってこなかった。高校生へのインタビューで

は、目が髪の毛で覆われていたため表情が読み取れず、少し不安な感じに映っていた

人がいたのが気になった。 

 

○  ４月３０日(日)の日曜美術館「ポケモン工芸化 大作戦！」を見た。金沢市の国立工

芸館で開催されているポケモンをテーマにした工芸作品の展覧会を紹介していた。番

組では驚きの発想や知らなかった工芸のすばらしさが描かれており、展覧会に行きた

い気持ちが高まった。番組を見る前は、日本を代表するコンテンツと伝統工芸の組み

合わせだから見ておこうかという程度だったが、純粋な興味関心として行きたいと思

わせてくれる非常によい番組だった。特に、工芸作家が何を重視し、何を工夫して作

品を制作したかがしっかりと描かれており、番組を見ないで展覧会に行ったとしたら

気づけなかった点も解説されていて非常によかった。例えば、銅の色を熱による化学

反応で変えていたが、温度を調整することでさまざまな色を生み出す様子には、改め

て工芸のすばらしさを感じた。自然が持つ色を大切にするという日本の誇る考え方が

反映された魅力的な取り組みだと感動した。単に展覧会に行くだけでは味わえなかっ

た感動を番組が与えてくれたと思う。制作者に心から感謝したい。 

 

○  ５月７日(日)の「マリヤと６年３組の仲間たち～愛知・ウクライナからの転校生～」

(総合 後 1:05～1:48 東海３県ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。ウクライナから愛知の小学校に転校し

てきたマリヤさんを主人公とし、およそ１年間密着したドキュメンタリーだった。マ

リヤさんが離れ離れになった友人への思いや望郷の念から涙する場面や自宅で母親が

マリヤさんを励ます場面からは、ＮＨＫが信頼されて密着取材を許されたことがよく

分かった。基本的には非常によい番組だったが、ポイントとなる出来事について実際

に起きた期日が明示されているものとそうでないものが混在していたのが気になった。

番組としては物語がよく伝わってくるすばらしい構成だったが、期日が明示されてい

ない出来事は本当にこの順序で起きたのか、番組としての構成を優先してはいまいか

と疑問に思った。例えば、マリヤさんは秋の修学旅行には参加しなかったがその後の

遠足には参加したという話の直後に１２月の場面となった。秋の修学旅行から１２月

までという短い期間に、また遠足があるのだろうか、遠足の時期は修学旅行より前だっ

たのではないかと思ってしまった。実際はどうだったのか気になって調べてみたが、

インターネットの特集記事としてまとめられたページでは全ての期日が明示されてい

たものの、遠足については記載自体がなかったため結局は分からずじまいだった。ま
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た、仲良くなった同じクラスの２人とは違う中学校に進学するとあったが、公立であ

れば学区の関係で同じ中学校に進学することが多いと思うので、その理由も説明して

ほしかった。マリヤさんはこの１年で日本語がどれくらい理解できるようになったの

か、今後中学校ではどのような生活を送るのかという情報も知りたかった。 

 

○  ５月７日(日)の「マリヤと６年３組の仲間たち～愛知・ウクライナからの転校生～」

を見た。意識して見ようとした番組ではなかったが、見始めると次の展開や結末が気

になり思わず見入ってしまった。見る人を引き付ける魅力のある番組だった。故郷に

帰りたい、友人に会いたい、お父さんと一緒に暮らしたいというマリヤさんの切実な

気持ちが伝わってきた。ロシアとウクライナの戦争に関する情報は見るのもつらく目

を背けていた部分もあったが、１人の女の子を通じて戦争がもたらす現実が静かに伝

わってきて、新たな気づきを得ることができた。彼女の見せる表情が、学校と自宅と

では別人のようで、取材したディレクターとマリヤさんとの信頼関係の強さと取材力

の高さを感じた。ただ、タイトルには「６年３組の仲間たち」とあり、番組内容の説

明にも「言葉が通じずクラスになじめない日々を送っていたマリヤさんを支えようと

６年３組の仲間たちが動き出した」とあるが、主に支えていたのは女の子２人だけだっ

たので内容と合っていないように感じた。また、この番組では女子生徒が中心的に取

り上げられており、男子生徒がほとんど出てこなかったのでジェンダーへの配慮とい

う観点では気になった。また、マリヤさんの髪の毛の長さが場面によって長くなった

り短くなったりしており、自毛だとすれば番組の進行と合っておらず違和感があった。 

 

○  ５月１２日(金)のホクロック！「緊急報告 能登 相次ぐ地震」(総合 後 7:30～8:13 

北陸３県ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。震度６強の地震から１週間たった被災地の実態を伝えるド

キュメントとしてはタイムリーでよかった。ただ、全体としてまとまりがなく冗長な

印象で４３分という放送時間が適切だったのかは疑問に感じた。珠洲市の泉谷満寿裕

市長が中継で出演し、観光や農業などさまざまな観点からコメントしていたが、複数

のパートに分けて出演したことでまとまりがなくなってしまったように思う。市長の

発言をコンパクトにまとめて伝えた方がよかったのではないか。建物の倒壊の危険度

を判定する応急危険度判定士の人たちが、民間の人か自治体の職員なのか説明がな

かったのも残念だった。地震発生のメカニズムについても、さまざまな説があると思

うがもっと詳しく解説してほしかった。また、地震が繰り返し発生することで建物な

どへダメージが蓄積し大きな被害につながると指摘していたが、どれくらい影響があ

るのかもう少し具体的に知りたかった。さらに、番組の最後に全体のまとめとなるパー

トが必要だったと思う。繰り返す地震に対する防災・減災対策、再度大きな地震が発

生した際の対応など、今後の方向性についてまとめて伝えてほしかった。高齢化や空

き家の増加といった点も取り上げていたが、そういった地域が抱える課題も含めてこ
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れからどうしていくのかも取材できれば、より見応えが増すのではないか。 

 

○  ５月１３日(土)の探検ファクトリー「名古屋の家庭には必ずある！？卓上みそだれ

を作る老舗みそ工場」を見た。卓上みそだれを目にする機会は多いが、生産している

企業が清洲市にあり、しかも江戸時代から続く老舗であることには驚いた。日本のみ

そには米みそ・豆みそ・麦みその３種類があることや名古屋で親しまれている赤みそ

は豆みそであるといった情報をクイズを交えながら紹介していく構成は楽しく、記憶

にも残りやすいと感じた。加熱により風味や甘みが飛んでしまう米・麦みそと異なり、

豆みそは加熱によってうまみが増すことも紹介しており、名古屋名物にみそを使った

煮込み料理が多い理由に納得がいった。７代目だという社長とのやり取りはほほえま

しく、地元に密着した企業であることも伝わってきてよかった。また、２０代の若手

社員も多くおり、売り上げ向上のためＳＮＳでレシピを発信するなど時代に合わせた

企業努力をしていることには感心した。漫才コンビ・中川家さんと吉本新喜劇座長・

すっちーさんは、番組を楽しく盛り上げていてよかったが、なぜ関西出身の人ばかり

なのか、どういった起用意図があるのか疑問に思った。 

 

○  ５月１４日(日)の「おはよう日本」を見た。作家・岸田奈美さんが自身の家族につ

いてつづったエッセーを原作にしたドラマ「家族だから愛したんじゃなくて、愛した

のが家族だった」を紹介していた。岸田さんのダウン症の弟役を、同じくダウン症の

俳優・吉田葵さんが演じると伝えていた。吉田さんのサポート役として俳優の安田龍

生さんが加わり、演技の留意点や覚えなくてはならないこと、撮影現場でのふるまい

などをアドバイスしていた。脚本・演出を担当する大九明子さんの「実際の街にはゆっ

くり歩くお年寄りや車いすの人、赤ちゃんの泣き声などいろいろなものがある。今回

はそうした部分に時間をかけてやりたい」というコメントはとてもよかった。岸田さん

がエッセーに込めたテーマでもあると思うが、身近に当たり前のように存在する人に

対する尊敬や親愛の情、そういった感情を抱いた相手がたまたま家族であったり、障

害があったりするものだという視点が感じられた。主演の河合優実さんや知的障害者

専門のプロダクション代表・田中康路さんのコメントも取り上げる意義が感じられる

ものだった。一方、父親役を演じる錦戸亮さんのコメントは「かっこいいですねと言

われた」といった内容だった。錦戸さんの知名度が高いからかもしれないが、このコ

メントが必要だったのか疑問に感じた。 

 

○  「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」のホームページを初めて閲覧した。Ｅテレの教

育分野の番組が多く掲載されており、非常によかった。広く使われている動画投稿サ

イトにも教育分野の動画はあるが、「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」は関係のない動

画を見てしまうおそれがないため、子どもが自分で見るコンテンツとして安心できる
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と感じた。テレビで見るだけではなく、インターネット上に豊富なコンテンツが集約

されていることを多くの人に知ってもらえるとよいと思う。 

 

○  テレビの魅力のひとつとして、偶然目にした番組に引き込まれ興味の幅が広がる点

があると思う。インターネットでも本を購入することはできるが、書店に行けばさま

ざまな分野の本に出会い興味の幅が広がることがあるのにも似ている。ＮＨＫでも、

そうしたテレビの魅力を生かした展開を検討していくとよいのではないか。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 
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２０２３年４月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ４月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２０日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局におい

て、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議ではまず、Ｕｐっぷ富山 きとラボ「私こそが“板画”～棟方志功の富山時代～」

について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

次に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、５月の番組編成の説明が行われ、会

議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長 平本督太郎 （金沢工業大学ＳＤＧｓ推進センター所長） 

 副委員長 榊原 陽子 （（株)マザーリーフ代表取締役） 

 委 員 稲垣 貴彦 （若鶴酒造(株)代表取締役ＣＥＯ） 

 遠藤 英俊 （名城大学特任教授） 

 大西かおり （特定非営利活動法人 大杉谷自然学校 校長） 

 成島 洋子 （（公財)静岡県舞台芸術センター芸術局長） 

 廣田 憲吾 （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

水口 実穂 （Co-working&Community Space K.I.T 運営代表） 

 安井 香一 （東邦ガス株式会社相談役） 

 リムリーワ （岐阜大学工学部教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜Ｕｐっぷ富山 きとラボ「私こそが“板画”～棟方志功の富山時代～」 

  (総合 ４月７日(金)放送)について＞ 

 

○  ２０代のころ棟方志功に熱中したことがあり、久しぶりに出会ったような思いで視

聴した。かつては彼の作品から躍動感や力強さを漠然と感じていたが、彼が富山で過

ごした時代については知らなかったことも多く、そこでの生活や成長、歴史をかいま

見ることで作品への理解が深まった。一方、棟方に影響を与えた人物や立山連峰との

出会いなど断片的な関係性だけでなく、富山時代を時系列でとらえた歴史的な流れに

ついても、もう少し深く知りたかった。棟方の研究家で孫でもある石井頼子さんは、

豊富な資料をもとに、身内ならではのエピソードも交えながら解説しており非常に興

味深かった。自らの力で悟りを開くのではなく仏の力を借りるという「他力本願」に

由来する「他力」ということばを棟方に教え、多大な影響を与えた思想家・柳宗悦を
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紹介していたのもよかった。自身の作品を「板画」と表現し、自身が彫るのではなく

板から湧き出てくるものを生かすという考え方、「他力」が彼の芸術に表れていると思

えるようになった。芸術のすばらしさが伝わってくる番組で、紹介された作品を実際

に見てみたくなった。 

 

○  棟方志功という人物や作品は知っていたが、生誕 120 年という時代的な感覚や出生

地、活動拠点や創作理念、影響を受けた人との交流といった部分についてはほとんど

知らない状態で視聴した。富山時代に特化することでマニアックになるおそれもあり、

視聴者が事前に持っている知識がどの程度かを想定し、それに合わせた構成にしてい

くのは非常に難しかったのではないか。私のレベルにはちょうどよかったが、詳しい

人にはもの足りなかったかもしれない。芸術家には、自身の変化や進化にともない作

風が大きく変わることはよくあることだと思う。棟方においても、番組で取り上げた

富山時代以外にも複数の節目があるのではないかと感じた。仏教の感化を受けたとい

うエピソードも、富山時代の数年間だけでなく、もう少し長いスパンであるように思

え、少し強引に結び付けているように感じた。ただ、アルペンルートの完成前に立山

に歩いて３度も登ったというエピソードは富山ならではで、棟方のポジティブな人柄

もよく表れていると思った。全体的に構成がよく、ベートーベンの「運命」を口ずさ

みながら「板画」を彫る映像を冒頭で流す構成は非常にインパクトがあった。棟方の

「自分から作るのではなく板の中にあるものを生ませてもらっている」ということば

は、彼の芸術観のすべてを語っていたと思う。仏教に由来する「他力」の考え方や「思っ

ても出来ない、湧いてくるものだ」ということばも同様で、ジャズの即興演奏にも通

じる部分があり共感できた。石井頼子さんの解説は明快で分かりやすく、全体を引き

締め、多くのエピソードを交えながらも調和の取れた番組にする効果があったと思う。

番組では棟方の生前の映像がいくつか使用されていたが、カラーではあるが色が不自

然で、富山時代の映像なのか疑問に感じた。もともとの映像がいつどこで撮影された

のかを表示してもよかったのではないか。また、「板画」を彫るスピードが実際よりも

速いように感じた。テレビとフィルムのコマ数の違いにより再生速度が速くなってし

まったのか、実際にあの速さで彫っていたのかが気になった。棟方の映像に限らず、

フィルムで残された古い映像は貴重な歴史的資料だと思うので、デジタル化や再生速

度の調整などを施したうえでＮＨＫのアーカイブに加えてほしいと感じた。 

 

○  棟方志功は、作品だけでなく芸術に対する真摯（しんし）な姿勢や魅力的な言動に

より、多くの人に愛される偉大な個性を持つ人物だと思う。彫刻刀１本で板の中にあ

るものを生かすという考え方など、番組からは唯一無二の個性が育まれた環境や本人

の強い思いを感じ取ることができた。石井頼子さんの解説を軸に番組が進み、とても

分かりやすかった。木の削りカスが落ちているのを見て棟方が歩いたあとが分かった
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というエピソードは家族にしか表現できないものだと思う。棟方が石井さんを描いた

色紙や家族との写真からは、彼の家族に対する愛情が伝わってきた。戦中から戦後に

かけ、「板画」に使う木が入手しにくい中、どのように木を選び調達したのかも知りた

かった。なぜ疎開先に富山を選んだのか疑問だったが、「民藝」思想と関わりのある寺

院があったことや立山に対する深い思いが紹介されたことで納得できた。「民藝」を主

導した思想家・柳宗悦の「芸術にとって誰が作品を作ったのかは問題ではない」とい

うことばに影響を受けたとのことだが、時代を超えて作品が受け継がれていく中、そ

の作品に魅力を感じた人は生み出した芸術家自身の個性にも迫りたくなるのが人間の

思いではないか。体力の衰えと反比例するかのように精神が充実していく４０代に徒

歩で立山に３度も登り、寺院のふすま絵を描くことで仏教に由来する「他力」の考え

に触れ、板の命を生かす木との向き合い方が生まれたことが理解できた。「板画」のよ

うな立体的な作品が持つ魅力を２次元の映像で伝えることは難しいと思うが、棟方が

彫っている映像を通じてその魅力を感じることができた。この番組は今後繰り返し見

られるものだと思う。見る人の世代が変わるたびに、作品に興味を持った人が棟方の

人物像にも触れられる貴重な機会になると思うので、折に触れて新たな番組を制作し

ていってほしい。 

 

○  北陸に住んでいる人間として、棟方志功が富山に６年８か月も暮らし、そこで出

会った人や自然にインスピレーションを受けたことを知り大変うれしく感じた。私自

身、北陸出身ではないこともあり、富山についてあまり詳しくはなかったが、歴史や

文化も含めて番組から知ることができ、非常に興味深かった。美術・芸術や宗教がテー

マと聞くと難しい単語が並びそうなイメージだったが、映像が美しく学びが深まる内

容だった。作品自体のファンでなくとも、作者の人柄や背景にあるストーリーに何ら

かの魅力があれば、それをきっかけに興味や関心が生まれるものだと感じた。南砺市

福光は富山県の中でも、それほど知られている場所ではないと思うので、そういった

場所に棟方作品の美術館があることなど番組が情報発信のひとつとなればよいと思う。

番組における解説やコメントは、熱意がある人だからこそ伝わる部分もあると思う。

その意味で、石井頼子さんはすばらしく、すぐれた人選だったと思う。生誕 120 年と

いう節目に棟方作品を展示している美術館の中にはＳＮＳなどでこの番組をＰＲして

いるところもあり、美術館で作品に触れた人が見逃し配信で番組を見る、反対に番組

を見た人が美術館に足を運ぶなど、よい流れができているのではないかと感じた。大

人向けの内容だと思ったが、説明や解説が丁寧だったので、小学校高学年の子どもで

も興味を持ったり作品のすばらしさを感じられたりするのではないか。 

 

○  南砺市福光で過ごした時代の棟方志功を取り上げていたが、こうした番組は場所と

人物の情報をうまく結び付けて届けられるかがポイントであり、地元である富山局が
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制作する意義もそこにあると思う。棟方が頼った福光の光徳寺や思想家・柳宗悦との

出会い、実業家・大原總一郞からの依頼で富山市岩瀬の元廻船問屋に飾る作品を制作

したエピソードなど富山時代を中心に構成されており、富山とのゆかりの深さがよく

分かった。寺の住職や文化人だけでなく、実業家など幅広い人たちとの交流を通じて

棟方の世界観が形づくられたことが伝わってきた。南砺市井波は木彫の町として有名

だが、その地域とも何らかのつながりがあるのだろうかなどと想像しながら見た。た

だ、十分には分からない部分もあった。例えば、光徳寺を頼ったのは「民藝」思想に

ゆかりがあったからだと紹介していたが、なぜゆかりがあり、いつからあったのかと

いう部分には言及がなかった。もう一歩踏み込んだ情報を伝えてほしかった。立山連

峰の映像が複数回使われ、棟方が立山を描いた絵も紹介されていたのは富山ならでは

でよかった。 

 

○  棟方志功生誕 120 年という機を捉えた非常にタイムリーな放送だった。棟方につい

てあまり詳しくない状態で視聴したが、適切なタイミングで解説やナレーションが入

ることで非常に分かりやすく、入り込むことができた。石井頼子さんの人柄や雰囲気

も印象的でとてもよい人選だった。ゴミ箱の側面に棟方が即興で描いた絵や木の彫り

カスなど、棟方の生活や日常を伝える物を大切に保管しており、家族しか知りえない

思い出を楽しげに懐かしそうに語ることは石井さんにしかできないと思う。番組では、

作家や作品を独立したものとして切り離して見るのではなく、地域の営みや仏教に由

来する「他力」の考え方などをバックグラウンドにして捉える視点が通底しており、

一貫した内容となっていた。棟方がものすごい速さで木を彫る映像は迫力があり、何

かに突き動かされているようにも感じられ見入ってしまった。一般的な「版画」では

なく、棟方が用いた「板画」について、コメントだけでなく字幕による補足もあれば、

その違いがより分かりやすかったのではないか。棟方の「板からいただくから板画」

という発言も紹介しており、その“いた”もかかっているのかと思ったが、詳しくは

触れられずもったいなく感じた。「板画」に込められた意味について詳しい解説があれ

ば、より理解が進んだのではないか。ナレーションや音楽の使い方、エピソードの展

開が非常に緻密に作り上げられており、未来に残すアーカイブになるだけでなく、全

国に発信できる内容だと感じた。 

  

（ＮＨＫ側） 

棟方志功という芸術家の富山時代だけを切り取って伝える

ことの是非や、富山県向けの番組としてどうすれば地元の人に

見てもらえるかという点には、制作の過程で苦慮した。ただ、

棟方作品に時代ごとの特徴が全くないわけではなく、彼の人生

における一つの区切りであったことも含め、富山県とのゆかり
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を中心に偉大な芸術家の足跡を伝えることとした。委員からの

意見を聞き、棟方の研究家で孫でもある唯一無二ともいえる石

井頼子さんのコメントが番組の骨格になっていたと改めて実

感した。棟方の作品や人柄について、その魅力を十分に伝え切

れていない部分もあるため、今後も継続して取材していきたい。

棟方が木を彫る映像は、もともとの番組の映像をそのまま使用

している。 

 

○  棟方志功の富山時代を知ることができ、楽しく視聴した。特に、番組内で使われて

いたアーカイブス映像は見応えがあり、棟方という人物をリアルに感じることができ

た。棟方が富山時代に初めて構えた自宅や「民藝」運動との関わり、仏教の教えに由

来する「他力」という考え方との出会いなどを過去の映像や写真を交えながら紹介し、

石井頼子さんをはじめとしたゆかりある人たちの証言からひもといていく構成は分か

りやすかった。棟方が世界へと羽ばたく原点が富山時代にあったことが分かり、地元

の人に誇りに思ってもらいたいというメッセージが伝わってきた。石井さんのコメン

トには、棟方が家族からパパと呼ばれていたことや、「かわいい」という表現があった

が、偉大な芸術家や巨匠というイメージではなく、人間味にあふれた愛すべき一面を

感じることができた。最後に紹介された「運命頌」についても、実業家からの依頼に

一生懸命応えようとする姿に人間らしさを感じた。ただ、金曜日の午後７時３０分の

番組としては専門的すぎるようにも感じ、家族で楽しめるかどうかという視点が不足

していたのではないか。番組全体が美術番組のような静かな作りで、偉大な巨匠とい

うイメージが強く出すぎているように感じられる部分もあった。今後続編などを制作

する場合には、今の時代を生きている人からどう評価されているかを知りたいと思っ

た。例えば、棟方を愛する人と番組ナビゲーターのタレント・さだありささんや石井

さんが語りあうトークパートを交え、現代における棟方の評価を浮き彫りにするとい

う要素があってもよいのではないか。また、棟方が愛した富山という切り口で、立山

登山の話や好きだった食べ物の紹介などもあれば、巨匠というイメージが払拭され、

より一般的に親しみのある番組となり、金曜午後７時３０分の番組として見やすいも

のとなるのではないか。 

 

○  棟方志功がベートーベンの「運命」をハミングしながら「板画」を彫る映像は印象

的で、板の持つ命を生かし彫り出していく「板画」という芸術が棟方独自のものであ

ることを知り、非常に興味深かった。番組で紹介された作品には、非常に大きいもの

や、彫っていない部分である黒色を大胆に使い、その濃淡で表現したものもあり、ど

うやって制作したのか本当に不思議で実際に見てみたいと思った。一般的に「板画」

ではなく「版画」と表記されるが「印刷版」の「版」が由来とも聞く。英語では「ｐ
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ｒｉｎｔｍａｋｉｎｇ」と表現する。肉筆画と比較して簡単に多く作ることができる

ため、一般の人でも作品を気軽に楽しめる技術だと思うが、棟方の「板画」も同様に

複数枚制作されたのかどうかという点も知りたかった。また、仏教に由来する「他力」

という考え方については、単に漢字だけを見ると人間の力であるように思うが、仏の

力を借りるという意味では、マレーシア人の私からすると「神力」という表記でもよ

いのではないかと感じた。棟方が富山時代を過ごした住居は同じ場所に現存するのか、

富山県内で棟方の作品を見られる施設はどこか、なぜ疎開先として富山を選んだのか

といった情報もあるとよりよかった。 

 

○  棟方志功という名前は知っていたものの、どのような場所で育ち、何に影響を受け

てきたのかは知らなかったため、新しい知識を得ることができた。仏教に由来する「他

力」という考え方に影響を受け、自然と一体となって新しいものを生み出すという観

点は刺激的だった。躍動感と温かみのある作品の魅力が伝わってきて、棟方の「自分

で彫るのではなく板から生まれる」ということばは非常に興味深く、本当の芸術家と

はこのような人なのだろうかと思った。棟方が南砺市福光で過ごした時代について詳

しく紹介されており、地元の人にとって棟方への愛着がさらに増す内容だったのでは

ないか。全体としては非常によい番組だったが、説明が不足していると思う点がいく

つかあった。「世界のムナカタ」という表現が何度も出てきたが、私のように棟方につ

いてあまり詳しくない人にとってはなぜ「世界のムナカタ」と呼ばれるようになった

のかが気になると思う。福光で過ごした経験が彼の作品にどのような要素を加え進化

させたのか、世界的にどの程度活躍したのかも知りたかった。サンパウロの国際美術

展で入賞したことには触れられていたが、そのほかの具体的な功績も紹介してほし

かった。「民藝」思想と関わりがある寺院が福光にあったとの説明はあったが、棟方が

疎開先として福光を選んだ理由ももう少し詳しく知りたかった。また、ナレーション

や音楽の雰囲気が厳かで落ち着いたものだったので、重々しい印象が強すぎるように

感じた。この番組で紹介した棟方の作品は、自然の恵みや仏の慈悲の心が伝わってく

るようなものが多く、石井頼子さんの温かな人柄も含めると、もう少し爽やかで自然

を感じさせるような雰囲気でもよかったのではないか。 

 

○  棟方志功の作品だけでなく彼の生きざまや考え方も含め、魅力が最大限に感じられ

る番組だった。自身の作品を「版画」ではなく「板画」と呼んだ棟方の思い、自我を

捨てて板から湧き上がってくるものを表現することが自分の活動だという考え方は非

常に魅力的だった。仏教に由来する「他力」の考え方に影響を受けたとの説明があっ

たが、それだけではなく、さまざまな物に神が宿るという古くから日本に伝わる精神

性の影響もあったことが伝わってきた。富山県向けに制作された番組ではあるが、日

本独自ともいえる考え方やそれと結び付いた文化・芸術がうまく表現されており、世
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界の中で見た日本の魅力が伝わる番組でもあった。国際的にも発信すべき非常によい

番組だと思うので、海外へも何らかのかたちで伝えられるとよいと感じた。一方で、

棟方の富山時代のみを切り取って紹介していたので、彼の全体観が伝わってこず、番

組で取り上げた部分だけが魅力のすべてと理解してよいかどうかが分からなかった。

例えば、ピカソの青の時代だけ、キュビズムの時代だけに注目した場合、その部分だ

けを知ってピカソのすべてを知ることができたかというと疑問に思う。棟方の生誕

120 年を機に美術展が開催されており、その展示に触れることで全体像が理解できる

のだと思うが、美術展への誘導といった連携があってもよかったのではないか。また、

番組の終わり方が唐突だったように感じた。作品の映像とクラシック音楽が流れ、「そ

の後、世界へと羽ばたいていきました」とのナレーションがあり、終わりかと思った

ところで再び棟方が創作について語る映像が流れ、そのまま番組が終わったのですっ

きりしなかった。順番を入れ替えるだけでも印象が大きく変わったのではないか。 

 

○  棟方志功が「世界のムナカタ」へと羽ばたく前の原点が、南砺市福光で過ごした時

代にあったことや、木の持っている生命力を生かす「板画」という考え方が創作の根

底にあることなどを知ることができ、興味深かった。棟方の研究家で孫でもある石井

頼子さんが「面があったら書きたい人」と表現していたように、自宅の柱やトイレの

壁、紙袋にまで絵を描いていたというエピソードや、実業家の大原總一郎から依頼さ

れた大きな作品を下絵なしで彫りあげたという逸話からは、あふれる才能とエネル

ギッシュな人物像が感じられた。落ち着いたナレーションや控えめなＢＧＭ、過不足

のない作品の説明にも好感が持てた。サンパウロで開かれた国際美術展で入賞したこ

とに触れたあと、棟方が創作について語る映像で番組が締めくくられていたが、富山

時代に培った原点に、その後何らかの工夫を加えることで世界へと飛躍したのか、そ

れとも富山時代の作風が後の時代の価値観と合致して世界的評価を受けるようになっ

たのかなど、「世界のムナカタ」へと続く軌跡がはっきりとは分からず少し残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

偉大な巨匠というイメージが強くなりすぎないように意識

はしており、石井さんが語るエピソードを通じて人間味あふれ

る棟方像が伝わるのではないかと考えていた。委員からの意見

を聞いて、棟方志功をあまり知らない人にも親しみをもっても

らう、子どもと一緒に見てもらうという点には工夫の余地が

あったと感じた。棟方が疎開先として福光を選んだ理由の説明

は不足していたかもしれない。「民藝」思想に造詣の深い住職と

の人間的なつながりが大きな理由だったと聞いているが、その

部分をもう少し丁寧に説明すべきだったかもしれない。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○  ３月２０日(月)のノーナレ「製油所は眠らない」(総合 後 10:30～10:59)を見た。

１０年に１度という寒波による積雪の影響で発生した機器のトラブルへの対応や工場

内にある神社で安全を祈願する姿などから安全操業や安定供給に対する現場の一人一

人の熱い思いが伝わってきた。舞台となった四日市市はかつての公害とは切り離せな

い場所だが、工場などで働く人たちが「日本を豊かにしたい」という思いで戦後の復

興に努めた結果ともいえ、働く人たちは加害者でもあり被害者でもあるという複雑さ

を抱えた地域だと思う。地元の小学校の校歌に「科学の誇る工場は」という歌詞があ

り、公害を問題視するマスコミからの圧力で卒業式で歌えなかった時代もあったこと

が紹介されていた。この例のように、公害問題は一方の立場だけから伝えられること

が多いと感じるが、異なる立場から考えてみる視点は画期的だと思った。「ノーナレ」

は、番組としてのメッセージをナレーションという形で発信しないこともあり、異な

る意見や考え方を並べて伝えやすいのがよいところだと思う。地域の小学校には「正

しいうがいのしかた」の掲示が残っているなど公害時代の痕跡も感じられる一方、地

域の人と工場で働く人たちがお互いの理解を深めるため出前授業をするという話は前

向きでよかった。小学校と隣接する工場には、危険と隣り合わせで働く人がいること

を知ってほしいという思いから作業の見える化や環境問題への取り組みについて授業

で取り上げようとしていたのは特に前向きだと感じた。過去に視聴した「ノーナレ」

と同様、関係者自身によるコメントゆえに聞き取りづらいところはあったものの、共

感できる部分も多くよい番組だった。 

 

○  ３月３１日(金)のＢＵＭＰ ＯＦ ＣＨＩＣＫＥＮ１８祭『窓の中から』を１００

０人の１８歳世代と共演(総合 後 10:00～11:15)を見た。番組への参加は１７～２０

歳の“１８歳世代”しか応募できないことは理解しているが、幅広い世代に人気のあ

るアーティストなので、対象世代でなくとも参加したいと思った人は多いのではない

か。番組のホームページに「１８祭×ＮＨＫ地方放送局」という若者たちの“リアル”

を伝える動画が掲載されており、こういったインターネットとの連携が積極的に進め

られていると感じた。１分間の短い動画のため番組コンセプトのすべてを伝えるとこ

ろまでには至っていなかったが、トライアルとしてはよかったと思う。ＢＵＭＰ Ｏ

Ｆ ＣＨＩＣＫＥＮは「今のままの自分でよい」「今この瞬間を生きる」といった思想

を感じさせるアーティストだと思う。コロナ禍が落ち着き人との絆が見直される今、

彼らを起用したのはよいタイミングだったと思う。参加者のエントリー動画からも、

その世界観や起用された理由を感じ取ることができた。番組ホームページでこういっ
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た動画をピックアップして掲載することで、番組本編だけでは伝えきれないことが伝

わったり番組への誘導になったりすると思う。今後も今回のような取り組みを積極的

に続けていってほしい。 

 

○  ４月１日(土)のゆったり温泉ひとり旅「早春・東海編」(BS ﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 6:30～7:59)

を見た。８９分という長時間の番組だったが、静かに展開していく衛星放送ならでは

の雰囲気でくつろいで視聴できた。国内旅行の客足も回復しつつある中タイムリーな

内容で久しぶりに温泉に行ってみたいと思わせてくれるよい番組だった。３人の俳優

がナレーションを担当していたが、いずれも自然体で心地よくそれぞれの個性も出て

おり、気持ちや情景の描写が巧みで映像に引き込まれた。民放ではドラマが制作され

るなど、さまざまなことを１人で楽しむ活動が注目されていると感じる。若い人の方

がふさわしいとは思うが、高齢者がひとりで旅をするような番組があってもよいので

はないかと思った。 

 

○  ４月７日(金)のギョギョッとサカナ★スター「マアジ」を見た。この番組は非常に

丁寧に制作されていると感じる。さかなクンさんの個性を生かし、地域の特色や水産

関係者とのやり取りを通じて新しい学びや知らなかった情報を伝えているのが非常に

よいと思う。今回は家庭でもよく見るマアジがテーマだったため、子どもも大人も特

に興味深く見ることができた。実際にマアジを釣り、調理し、剥製にするという一連

の流れはおもしろかった。子どもの学びという観点で見ると、映像として二次元で見

たものを、自分でも作りたい、実物を見てみたいという三次元での意欲や関心をかき

立てる内容になっていたと思う。また、毎回ＣＴスキャンによる科学的な分析が丁寧

で、ホワイトボードに絵を描きながら客観的かつ科学的に分かりやすく説明している

のも非常によい。番組で紹介したアジの調理方法や剥製の作り方がホームページにテ

キストとして掲載されていたのも非常に丁寧だと感じた。親子で一緒に楽しめる番組

だと思うが、午後７時２５分からの放送だと夕食などの時間と重なってしまい落ち着

いて見られないと感じる。もう少し早めの時間帯や週末でも放送されるとよいと思う。 

 

○  ４月９日(日)のＤｅａｒにっぽん「思い出つなぐ金継ぎの技～石川・山中温泉～」

を見た。割れた器を漆で接着し金粉でまき絵をほどこして修復する金継ぎという技法

により、再び水やお茶を入れて使えるようになるというのは驚きだった。ある女性が

ギリシャ人の義父から贈られた魚柄の水差しと、ある夫婦が新婚旅行で巡った地名が

書き込まれた湯飲みの修復という２つのエピソードを取り上げていた。金継ぎ職人の

八木茂樹さんが器に込められた依頼者それぞれの思いを深く理解し、丁寧に作業して

いる姿がとても印象的で、まさに思い出をつなぐ技だと感じた。コロナ禍の影響もあ

り温泉客が大きく減る中、山中漆器の生産量は２０年前の半分以下となり、漆器職人
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も減り続けていると伝えていたが、大切な物を壊してしまった喪失感を癒やしてくれ

る金継ぎは後世に受け継いでいかなければならない技術だと思った。金継ぎを依頼す

るにはどれくらいの費用が必要なのか具体的に知りたかった。 

 

○  ４月９日(日)のＤｅａｒにっぽん「思い出つなぐ金継ぎの技～石川・山中温泉～」

を見た。金継ぎ職人の八木茂樹さんの人柄のよさがよく伝わってくる番組だった。金

継ぎの技術だけでなく、修復を依頼してきた人たちに着目し、割れたときの思い出を

記憶に残す意味があったり、修復の依頼から修復された器を受け取る過程を通じて距

離のあった人間関係もつなぎ直されていくなど、プラスアルファで生まれる変化を

しっかり描いていたのが非常によかった。九谷焼や山中漆器の職人に話を聞いたこと

があるが、生産が中心で金継ぎなどの修復を行う人は多くないという。大量生産・大

量消費から、ものを大切に使う時代へと変化する中、古くから日本が培ってきた技術

のひとつである金継ぎへの注目が高まっていると思う。今の時代に合っており、若い

世代や海外からも注目されている技術の継承が難しくなってきているのは課題だと思

う。技術の継承という観点でも、ＮＨＫが番組で取り上げ、多くの人に知ってもらう

ことはすばらしいと思う。海外向けにもメッセージ性のある番組だと思うので、英語

の字幕や音声を付与して発信していってほしい。この番組は見た人が単に内容を理解

するだけでなく影響を受けて行動に移すような力があると思う。以前、ＮＨＫと教育

に関するトークセッションをした際、ＮＨＫの職員が「メディアが教育の分野で担う

役割として、若者に発言権を与えることがある」と話していた。これは、権利はある

ものの行使できないでいる人が行使できるよう後押ししたり、行使するための力を与

えたりといったエンパワーメントの考え方だと思う。こういった考え方は、教育や若

者だけでなく、日本人として誇りを持って日本の魅力を海外へ発信しようとする行動

を後押しする際にも共通して求められていると思う。多くの人に影響を与えられるＮ

ＨＫにはこうした役割を果たしていってほしい。 

 

○  ４月１４日(金)のまるっと！を見た。名古屋にゆかりのある本だけを扱う書店の話

題はとても興味深かった。書店の数が減少する中、あえて扱う本の種類を限定し、専

門店として営業を始めたというのは逆転の発想でおもしろいと思った。ただ、経営者

が勝算があると考えた理由も知りたかった。また、ビジネスの番組ではないので難し

いかもしれないが、数年後に追跡取材して経営が成り立っているかどうかも伝えて欲

しいと思った。春の高山祭が４年ぶりに例年通りの形で開催されるという話題には非

常にうれしい気持ちになった。途中でクイズコーナーがあったが、番組に変化をつけ

て視聴者を引き付ける効果があってよかった。「東海グルメ紀行」のコーナーで春キャ

ベツを取り上げていたが、農家の人から収穫したてのキャベツを勧められたアナウン

サーが１口食べたあとに「実は生野菜が苦手」と発言していたのには違和感があった。
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５０分弱の長めの番組だったが、夕食を食べながらゆっくりと視聴できた。 

 

○  ４月１４日(金)の東海 ドまんなか！「トヨタが変わる！“モビリティ社会”」を見

た。静岡県裾野市にモビリティ社会の実験都市が出来たこともあり、関心を持って視

聴した。ただ、片仮名表記の新しいフレーズが多く、イメージが先行しているような

印象を受けた。タイトルに「トヨタが変わる」とあるが、番組からはトヨタの何がど

う変わるのかがつかみきれなかった。モビリティ社会やモビリティコンセプトが何を

意味しているのかや、トヨタが変化していくと表明したのを受け東海地方の多くの企

業が新しい取り組みを始めていることは理解できたが、トヨタ自体がどう変わってい

くのかは分からなかった。キャスターの藤井彩子アナウンサーとトヨタの元デザイン

部長・木村徹さんとのやり取りでも、「トヨタがそう発表したのだから勝算があるのだ

ろう」といったあまり根拠が感じられない発言があった。客観的な根拠がしっかりと

示されずイメージが先行してしまうと、企業を宣伝する番組と報道番組との境目が曖

昧になってしまうのではないか。 

 

○  ４月１４日(金)の東海 ドまんなか！「トヨタが変わる！“モビリティ社会”」を見

た。自動運転のメリットは理解できるが、緊急時の安全性を考えると依然として人が

乗っておく必要があったり、電気自動車の普及にともない電力需要も増加して原発の

稼働の是非を議論をしなければならないなどさまざまな問題があると思う。そういっ

た点について専門家だけでなく一般の人も含めてどのように考えているかも知りた

かった。また、トヨタが変わったという印象は受けたが、そもそもなぜ社長の交代が

必要だったのかも含めて伝えてほしかった。モビリティということばも広く浸透して

きた中、ヨーロッパ諸国のような自然エネルギーの利用を日本はどう進めていくのか、

中部地方を代表する企業であるトヨタがどのようにリードしていくのかは非常に興味

深いので、今後も取材を続けていってほしい。 

 

○  ４月１４日(金)の東海 ドまんなか！「トヨタが変わる！“モビリティ社会”」を見

た。今回の内容であれば、トヨタが変わるという切り口ではなく、モビリティ社会と

は何かという切り口で伝えた方が分かりやすかったのではないか。番組の冒頭でトヨ

タの動向がいかに東海地方の経済に影響を与えるかを説明していた。公共放送が特定

の企業を取り上げることに対して視聴者が抱く疑問を解消する意図もあったのかもし

れないが、トヨタの戦略次第で地域の経済が大きく変化することを伝えたかったのだ

と受け止めた。経済への影響を主なテーマにするのであれば、スタジオでコメントす

るのはトヨタの元デザイン部長ではなく、地域経済の専門家の方がふさわしかったの

はないか。また、モビリティ社会を主なテーマにするのであれば、トヨタの戦略といっ

た経済や企業経営の話しではなく、社会がどのように変わっていくのか、この先の未
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来が感じられるような番組にした方が楽しめたと思う。切り口やテーマがあまり定

まっておらず、もったいなく感じた。 

 

○  社会や経済に与える影響の大きさを考慮して特定の企業を取り上げることがある

と思うが、客観的に本質を追究しようとすると個別具体的な内容になっていき、逆に

企業の宣伝のような内容になると番組の公共性が失われてしまうのではないか。非常

に難しいポイントだと思うがどのような方針で制作しているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

トヨタは日本を代表する企業であり、その動向を伝えること

自体に一定の公共性があると考えている。一方で、当然ながら

特定の企業の宣伝にならないよう抑制的に伝えていく必要が

あるとも考えている。今回の「東海 ドまんなか！」について

は、取材の前提としてＮＨＫが考える未来や将来像を示したう

えで、トヨタ側の考え方を引き出すようなやり取りを入れるべ

きだったと感じている。企業によっては取材が難しく、会見な

ど企業側が発信する情報からひもといて伝えざるを得ない場

合もあるが、公共放送として日本社会をどう考えていくのかと

いう前提となる部分は大切にしていきたい。 

 

○  東海 ドまんなか！「トヨタが変わる！“モビリティ社会”」は明確な情報を伝える

のではなく、トヨタ側が発表した情報をもとに、その裏にある思惑を推測していくよ

うな伝え方をしている印象があったが、情報管理が厳しく取材が難しい企業もあると

いう話を聞いて納得できた。 

 

 （ＮＨＫ側） 

大きな企業になればなるほど、その動向によって影響を受け

る企業や人の数が多くなり、情報発信に慎重にならざるを得な

い面がある。そういった状況での取材となるので難しさはある。

未来がよりよい方向に進むためにはどうすればよいのか視聴者

と一緒に考えていくヒントとなるような番組を制作していきた

い。 

 

○  タイトルには「トヨタが変わる！」とあるが、社長の交代以外にトヨタのどこが変

わるのか分からなかった。内容としては、自動車業界全体の変化に対するトヨタの前

向きな取り組みや東海地方の中小企業の対応策などが中心となっていたので、あまり
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ふさわしいタイトルではなかったのではないか。 

 

○  これまでの審議会でもタイトルに関する意見が何度か出ている。視聴者はタイトル

から受ける印象を持ちながら番組を見ることが多いので、タイトルがふさわしいもの

でないと制作者が伝えたいことと視聴者が受ける印象との間にずれが生じてしまうと

思う。また、特定の企業を取り上げる際は、その企業の宣伝につながらないようタイ

トルにも細心の注意を払う必要があると感じた。 

 

○  ４月１４日(金)のＵｐっぷ富山 きとラボ「“とやまのステキ”ＳＰ」(総合 後 7:30

～8:17 富山県域)を見た。これまでの「Ｕｐっぷ富山 きとラボ」は番組の方向性が

定まっていないように感じていたが、富山県内各地の魅力を地元の人に紹介してもら

う新コーナー「地元推し旅」が始まっことに期待がもてた。初回は、面積が全国で最

も小さい自治体であり近年人口が急速に増えていることでも知られる舟橋村を取り上

げていた。子育て支援や教育に力を入れたことで人口が増えたことや魅力的なスポッ

トを紹介しており非常によかった。ただ、面積の小ささや増えた人数を具体的な数値

で示したほうがよかったのではないか。番組後半では、「あさイチ」で全国に向けて放

送した富山県特集をアンコール放送していたが、「あさイチ」と「Ｕｐっぷ富山 きと

ラボ」のふたつのロゴが画面に表示されていて違和感があった。また、１月に撮影し

た魚津水族館の映像には積雪があり、４月の放送としては季節感に欠けていた。紹介

された内容はそれぞれおもしろかったが、４７分間で４つのコンテンツは盛り込みす

ぎのように感じた。２回に分けて放送してもよいくらいのボリュームだったと思う。

ただ、番組全体としては力のこもった構成になってきていると感じられ、今後に期待

がもてた。 

 

○  ４月１５日(土)のドキュメント「シン・仮面ライダー」～ヒーローアクション 挑戦

の舞台裏～(総合 後 7:30～8:48)を見た。「シン・エヴァンゲリオン」を取り上げたド

キュメンタリーをはじめ、ＮＨＫが監督の庵野秀明さんとその作品作りを長期にわた

り密着して取材し続けてきたからこそ撮影できたのだろうと感じた。アクション監督

の田渕景也さんと庵野さんの意見のぶつかり合いが、撮影現場の険悪な雰囲気も含め

て赤裸々に描かれており、ドキュメンタリーとして興味深いものとなっていた。 

 

○  ４月１９日(水)のクローズアップ現代「広がる女性のひきこもり“孤立”をどう防

ぐのか」を見た。３月に内閣府が、ひきこもり状態にある人が推計 146 万人おり、お

よそ４割を女性が占めると公表したことを番組を見て初めて知った。女性のひきこも

りの背景には、育児や介護のために仕事を辞めざるを得なかったなど、男性とは異な

る要因があることをしっかりと取り上げていた。ある女性のケースでは、家事や育児
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は女性が担うべきと考える夫の言いなりになって自分の意思を失い、孤立感を強めた

ことからひきこもりとなり、いまだに立ち直れていないと伝えていた。医学的には適

応障害やうつ、不安障害で説明できるケースもあるが、ひきこもり状態にある人たち

すべてに当てはまるわけではなく、さまざまな要因があると感じた。解決策としては、

番組で紹介された相談窓口の設置や当事者同士で話し合うピアカウンセリング、さら

にその先の就労支援があると思うが、これらの取り組みは全国的に広がっているわけ

ではない。現状では一部の熱心な自治体に限られており、全国どの地域においても普

遍的に対策を進めていく必要があると思う。番組の中でも、行政に対して取り組みを

呼びかけるような踏み込んだメッセージがあってもよかったのではないか。ただ、こ

れまであまり顕在化してこなかった女性のひきこもりを取り上げており、啓蒙的なよ

い番組だった。 

 

○  「らじる★らじる」について。ふだんＮＨＫのラジオも民放のラジオもアプリで聴

くことが多く、いくつかの番組をお気に入りに登録して繰り返し聴いているが、「らじ

る★らじる」で今年度から始まった新番組をまとめて紹介していたのがよかった。お

気に入りに登録している番組ばかりを聴くようなっていたが、番組改編のタイミング

で多くの新しい番組に出会うことができた。紹介されていた番組の中に、音楽家・坂

本龍一さんの「ニューイヤー・スペシャル」の再放送を見つけ、何度も繰り返し聴く

ことができた。ＮＨＫプラスにもそうしたプレイリストがあると、興味がある番組を

より見つけやすくなるのではないか。 

 

○  新入社員と話す機会があったが、何人かの人から「これからは社会人なのでＮＨＫ

を見て視野を広げていきたい」との声を聞いた。私が社会人になった当時、大人になっ

たらテレビを見るのではなく新聞を読まなければならないと思った記憶があるが、最

近はインターネットで自分好みの偏った情報ばかりに触れるのではなく、ＮＨＫなど

テレビを見て正確で信頼できる情報や社会的な常識、防災情報を集めていく必要があ

ると考えていることが分かった。若者がＮＨＫに期待する役割のひとつではないかと

感じた。 

 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局 
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